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1．（よじめに

昨年邦訳出版されたｎＷ.コソデの「朝鮮戦争の歴史」を読んで教えられるところが多か

ったが《その際に、帝国主義のアジア侵略に当って、侵略に抵抗するアジア諸国民の側に立

って歴史の証言を残した何人かの欧米人のことを改めて想起させられた.

太平天国革命史を革命の内側からつづらた英人ルドレーイ第一次大戦後の中国革命の歩

糸を生き生きと伝えたニドガー６スノー、「中国は世界をゆるがす」の著者ジャック・ペル

デン６「秘史iWl灘戦争」の１．Ｆ､ストーン、さらに中国､蹴り1群、ベトナムにわたってその内

部から詳細なルポを送り続けているＷ、パーチニットもその一人に数えてよいだろう。これ

らの人含の著弼は邦択もされて広く読まれ、我盈の歴史を見る眼を拡げるのに大きく貢献し

てきた。

しかし､イギリス帝国主義によるニジプト侵略を、終始ニジプト国民の側に立って記述し

たＷ､Ｓ・プラントの名はあまり知られていない。彼が1907年に著したSeCretHiStOryOfthe

EnglisbOccupationofEgyptはその譜名からもうからもうかがわれるように､アカデミッ

クで体系的な史書ではなく、リンルーの著作と似た個人の回想録的な性格をもっている６

また母国イギリスの野心と侵略行為に向けられた彼の非鐘と憤りは読む者を驚かせるほどで、

冷静なⅧ客観的"歴史叙述を並んじろ過去のE1本の歴史学界ではほとんど黙殺されてきた楓
がある。（１）しかし、帝国主義が歴史の動因として働いている時代についてｒその侵略に対

して抵抗する側の``主観”こそ事実を正しくつかむことができるとする立場に立てば、彼の

著作は19世紀末～２０世紀初頭のイギリスのニジプト侵略にBUして、実に多くのことを語って

くれそうである。以下の小論は、この欝物に多く依拠しながら、アラピの乱を中心とする時

期のニジプトの政治的情勢、ことに反帝国主義的な民族運動の成長過程を】IF実に即して究明

しようとしたものである。なおその際に、侵略する側から11$かれたイギリス官辺筋の著諜の

多くも、その記述自体によって、あるいはそれが故意にゆがめようとしたものを復元するこ

とによって、少からず真実の呈示に役立つことは云うまでもない。

（１）プラントの箸をⅢ祝して澱かれた讃文としては、毛型興三,13：アラービー革命をめ<Jる諸問題、

（歴史評競1965年11月号）の他にはほとんど見当らない。

２．エジプト財政危機の性格

ニジプトが列強の干渉を招く因となった財政危機が、弟５代太守イスマイル（1863～'89）

の時代にもたらされたことは、諸説の一致して認めるところである。前太守サイドの道した

約329万ポソドの負０１tが、イスマイルの治世に際限なくふくら承、1876年には整理負俄6810

万ポンド､一時借入金2600万ポンドに達し､その利子支払と減債輩金にあてられる費用が歳
出の弧を占めているという実情であった。（１）そこから、ニジプトlけ政危機の原因を太守個
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人のパーソナリテイに帰して、“浪饗王イスマイル”（IsmaiITheSpendthrift）伝説により、

ヨーロッパ勢力の免罪をはかろうとする政治的立場が生れてくる。例えば、スエズ運河に投

資した1600万ポンド以外の全負仮が浪費されたとか、全負俄のうち公共の用途にあてられた

のは随か１７１０にすぎないとして、イスマイルを「歴史にも小説にも比を見ぬ浪費家」だとき

めつける英国官辺筋の見方がそれである。（２）プラントもこの点では彼らと同じ見方に立ち、

イスマイマイルの放没財政をロを極めて非難し、彼の全治世のコストを４億ポンドと見つも

っても誇張ではないと述べている｡（３）たしかに財政のでたらめさを否定することはできな

いのだが、しかしまた，イスマイル時代をiii1代に比較すると、教育予算が13倍にふえ学校数

が25倍になり、鉄道が４倍以上に延長された他、瀬がい用水路、通信線、港湾施設なども飛

躍的に拡充され、輸出も約３倍に伸びて、1875年にエジプト財政を調査したイギリス大蔵省

官ケイヴですら「現太守のもとでエジプトの生産力が著しく高まった」⑭）ことを認めてい

る。これらはすべてエジプトの自生的近代化の一定の意味での指標であって、〈エジプトの

近代化はイギリスによる占領をもってはじまる＞という、クローマーなどの愛用するテーゼ

に対する確実な反証である。またイスマイルが、碗Khedive，，（副王）の称号をうけてエジプ

ト支配者としての地位を固めるために、トルコ皇帝に莫大な貢納一例えば1866年からは年額

15万プルセソに増額一をなしたことも、たしかに財政簸の一因となってはいたが、従来スエ

ズ運河会社に認めてきた特恵をとりあげた要勢と共通して、これも列強および宗主国トルコ

からの、エジプトの民族的独立度を強化せんとする姿勢のあらわれと解すべきであろう。要

するにイスマイルは．祖父メヘメット・アリの政策の後継者として、エジプトを上からの近

代化によって独立の強国たらしめるコースを専制君主の立場から追求したと言えるが、その

近代化政策の財政面に食いこんで、あくなき利潤を追求したヨーロッパ人の側に、ニジプト

を無類の財政危機に追いこんだ真の原因があった。

「ロンドン、パリの全金融業者は、この無経験なニジプト副王からだましとるべく共謀し

た。Anglo-EgyptianBank，BanqueFranco､Egyptienneなどさまざまの華美な名のもとに、

彼を誘惑して商利の新借款をおこなわせるだけの目的で、多くの擬制的銀行が地から生える

H:のように一夜にして生れ出た。」（５）これらの銀行は、ロンドンやパリから３～６％の利

子で供給される武本を10％以上の高利でエジプトに貸しつけるのが普通であったし、英仏の

国際起俄市場で募られるエジプト公bliは、額面の殆～蛤を銀行家の指先に附着して残し、利

率は９％以上、後になるほど商<なって、1872年のIlf敦では14％に達している。したがって

エジプト政府の手に渡るものは額面をよほど下まわることになり、1868年のオッペソハイム

＆､ゴッシニン銀行による公使では額面1100万ポンドのうち700万ポンド、1873年の同銀行に

よるそれでは額面の30％でしかない、という聴くべき実悩であった。（６）さらに彼らのやり

口は、借款の附帯条件たる利率や起伏手数料、契約不lni行に際しての補償金などによるの柔

でなく、次々に契約される一巡の借款系列の操作によって、いっそう悪質となる。この極の

職擢にたずさわる紳士たちの峨高戦略は、短jUl借款をたく糸に操作してその更新を彼らにも

っとも有利な条件で強要することによって、資本の回転率と利潤率を高めることから成って

いたからである｡こうして1868年宗主国トルコの皇帝はエジプトのあまりの起償度数に驚い

て５年間の借款禁止令を発したが、その禁の解'十た1873年のごときは、翌年あるいは翌を年

に満期となる短期借款をできるだ:十多く成立させようとして、金融業者間に激しい競争が生

じている。そしてその競争の中から浮び上ったピンコヅフスハイムを中核とするシソディケ

ｏ
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￣卜は、翌年解散の時に加入者に１６０万ポンドを分配することができた．（７）ヨーロッパ金

畿業者のやり口はまさに「文明国の一般市井の金貸しなら刑務所入I)を免れないような」性
質のもので、ノーマルで正直な利子計算がなされていたならば、エジプトは充分その債務を
iii行できたであろう、というドイツのエジプト史学者ハーセンクレーファーの言には我々を
深く首肯させるものがある。（８）のちにエジプトに対する植民地支配の担当者となるクロー

マーでさえ、イスマイルが「彼のもっとも避けるべき種類のヨーロッパ人の手中におちこん
だ」ことを認めざるをえなかった。（９）

かくて“浪費王イスマイル，，伝説は、自らの帝国主義的醜行と犯罪を隠蔽し、ひいてはイ
ギリスのエジプト占領の目的はエジプトの文明化にあった、というもっともらしいテーゼに

結びつけるためのメルヒェンであり、歴史の偽造であったことがIlll白である。ＰＩＦ実は、専制
君主イスマイルの志した近代化・強国化政策にともなう資本需要が、英仏金融業者の好餌と

なって、ヨーロッパ資本の論理がエジプトを食い荒らし、剛王を頂点とする封建的支配機構

をそのまま収奪管として、エジプト農民の租税と生産物がヨーロッパ資本に転化・蓄菰され

て、エジプトの自生的発展の芽を圧殺していったのである｡この視点から富えば、最初に財

政雌があって列強が介入したのではなく、岐初にあった単なる資本FIG要が、それに食いつい

たヨーロッペ資本－その背後には帝国主義政策の道をふ梁出そうとしているそれぞれの国

家権力がある－によって、彼らの利潤のために、深刻な財政危機に転化されていったと言

うべきであろう。そして、ヨーロッパ資本のつくり出したニジプトの財政危機が、その資本
の属する国のエジプト侵略のための口実となる。

エジプトは、期大する負伏を償却する最良の方法が、さらに新たな１１F秋を仰ぐことにある

と低じこまされた。こうして、一つの公債がもう一つの公偵を追いかけ、古い公Ufの利子を

支払うために新しい公償が募られ、英仏金融市場から借りた金で英仏i二巨額の工業製品を発

ｉｆするという悪循環にはまりこ糸、ついにスエズ運河会社の持株176.602株を手ぱなさざる

をえなくなった。エジプトの財政危機にとっては、それも焼石に水でしかなかったが、他方

この株を買取ったイギリスが、インドと本国を結ぶ「インペリアル・ルート」のかなめとし

て、巡河とエジプトに対する利害と関心を深め、東方政策の新しい段階に足を蹄染出したこ

とは周知の通りである。セポイの大反乱を鎮圧し、やがて1877年インド帝国の名のもとに樹

立されるインド直接支配の体制と、スエズおよびエジプトに対するＦ(極政策は、イギリス帝

国主義の世界戦略を柵成する。そしてそれはまた、従来1840年代からロシアを仮想敵として

組立てられていたトルコ保全政策から、公然たるトルコ分割政簸へのイギリス外交の大きな
転換をも窓味していた。

（１）Cmmer8ModernEgypI，1908,Ｖ０１．１．Ｐ、９．

（２）AMiIner：EnglandinEgypt，1904,Ｐ、176.

（３）Ｗ､Ｓ､Blunt：SecretHismlyofEnglishOccupationofEgypt，1907,Ｐ，１９ 

（１）ＲｅｐｏｒｌｂｙＭｒ・ＣａｖｅｏｎＩｈｅfinanciIconditionofEgypt・Account部＆、Papers．ｖ〔〕1.83.Ｐ､12.

（５）AHasenclever8CeschichteHgyptensiml9Jahrhundert，1917,Ｐ、１５５．

（６）Ｌ，Ｈ，比nkｓ：ThemigrationoftheBritishcapita’１０１８７５，１９２５，１，．３１７．

（７）ＬＨ、Jenks：ibid・Ｐ、３１９．

（８）Ａ・HasencIever：ibid．Ｐ、１５５．

（９）Ｃｍｍｅｒ：ibid・Ｐ，１８．
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3．エジプトにおける英仏共同管理

イギリスのトルコ保全政策は、トルコをロシアの南進を阻む防壁として利用する目的で、

その弱体化と領土の細分化を防ぐため、1840年代から一貫してイギリス外交の一つの軸をな

しており、とくにクリミア戦争前後にその典型的な発現を見せた｡この政箙からすれば、エ

ジプトはトルコ帝国の亜要かつ不可分の一部と象なされるため、スニズ運河の計画に対し、

それがニジプトをトルーから切断し分離させるおそれありとして、イギリス政府がよろこば

なかったこと、また工輌開始後種為その妨害を試糸たことは当然であった。

ところが、この迦河の完成が今までのイギリス政府の伝統的政策に変更を迫るのである。

「他国全部を合せたよりも、イギリス一国が運河を利用する方が多い。（当時迎河を通行す

る船舶の舵がユニオン・ジャックを掲げていた）この通路はわが国にとって、要問題となっ

ている。……とにかく我々は、わが国の主たる利益が依存するところの大きい企業を外国の

独占に委ねることのないよう最善をつくすであろう゜(1)」というのが、皿河株貿つけに際

してのイギリス外相ダービーの言であるが、かくて伝統的なトルコ保全政策は、スニズ迦河

による「インペリアル・ルート」、そのルートを蛾せたニジプトのⅢ要性との二者択一の形

.ではかりにかけられる゜この際はかりの一方の皿に、柔を加えたものとして、同年トルコが

破産五箇を出して、ロシアに対する防壁としてトルコを補強し「近代化」しようとのイギリ
スの夢が崩れ去ったという懇情もあったが、とにかくこの時点でトルー保全政策は決定的に

放棄された。イギリスは「勝ち目のない馬に賭ける(2)」のをやめたのである。そしてその

あとに続くものは、イギリスの利益のために進んでトルコを分剛する政策であった。

この新しい政策の最初の明白なあらわれば、露土戦争（1877～1878）の際に示される。そ

れまでの長いＩＩＢ、トルーはあたかもイギリスの属領のように考えられ、その外交政策は事実

上ロンドンで決定されていたような状態で、経済面でもイギリス政府の異例の利子支払保障

のもとに多くのイギリス賓本が投入され、ロシアを敵にまわすかぎり、トルコはいつでもイ
ギリスの強力な支持を期待できる立場に憤らされていた。ところが、イギリスはこの戦争に

際して、ロシアの行動をロ先では非難しながら、それがイギリスの正大利益を侵さぬかぎり

中立を守ることを宣言したの梁か、ロシアが戸口に迫っている苦境に乗じて、キプロスの占
領．駐兵櫛をトルコに強要したのである。1878年６月秘密襖に締結されたこのキプロス協定

は、プラントの言う通り、東地中海に「非公式ながら実質的なイギリスの保護領」を設定し
ようとするもので＄イギリス攻府はこの協定の存在をひたかくしにしたままベルリン会議に

臨んだ。ところが会談進行中にロンドンの夕刊紙グラヴがこの秘密協定の内容をスクープ

して報道したため、ロシア、フランス代表の憤激をかいｓ会繊は決裂の一歩手前までいっ
た(8)。結局ピスアルクのとりなしで英仏間に秘密協定が成立してフランスの怒りはとけ、
イギリスのベルリンにおける苦境はきりぬけられたのだが、この英仏秘密協定の主な内容は

次の二点である。イギリスがキプロスをとる代償として、①フランスは圧愈の時期にトル＝

領チュニジアを占領しうる二と。②ニジプトの財政難をめぐる処理問題において英仏は完全

な同一歩鋼をとること。

プラントは、この英仏の闇取引がチニニジアをフランスに約束することによって、列強の

アフリカ大分削を０１１始させ、「その結果ビゼルタからチJ1.F湖、ソマリランドからコンゴ

におよぶ住民の上にはかりしれぬ苦し梁を負わせた」ものとして、痂烈な攻撃を加えてぃ
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ろ。（４）珈実フランスは、この協定における「任意の時期」を1881年５月にえらんだ。英独

政府が奇妙な沈黙を守る狸にフランスの侵略が開始され、西チュニジアではプレアール将軍
.ト11.'｡

がトルコの知２１Fを強要して、剣の尖に刺してつき出した条約に署名させて、フラシスの保護

樋が設定された。が、東チュニジアでは、砂漠の住民は武器をとって立ち上り、夏の半ばま

でに反仏抵抗の波はアルジェリアにひろがり、その気迎は東にも伝わってエジプトをゆさぶ

るにいたる。ニジプトの民間改革派と正隊内の革新勢力の動きは、このチュニジアの斗争に

はげまされるところが大きかったのであるｄ(5)従来ペルリソ会議については、英仏独喚の

列強がロシアの南進阻止に成功した面、およびバルカン問題についての調整のなされた面を

中心とした意義づけがなされてきたが、それが列強による公然たるトルー分割会議であった

こと、さらにアフリカ分割の外交的いとぐちをふくんでいたという面をとらえて、あらため

て見直されるべき性格をもっている。

ベルリンにおける英仏帝国主義の利害の調整は、すぐさま半植民地的状況下にあるニジプ

＋にひびいてくる。ベルリンに在るイギリス外相ソールズペリーから、アレクサンドリアの

Ｒ，ウィルソン宛に発せられた一片の電報は､ウィルソンの行ないつつあるニジプト財政の

凋査・監憾に､ワランスが完全に対等の資格で参力１１できるようにはからえ、という指令を伝

えた。これがその翌年ｌこ樹立される英仏共同管理（DualCOntroU?Ｃ･ndOminium）の基礎
であって、我盈はここにキプロス・チュニジア・ニジプトが、侵略者の血に染まった糸によ

ってつながっている?IF実、そして北アフリカ・西アジア諸地域住民の侵略者に対する斗いが
－つに結ばれねばならぬ必然性を見ることができる．（６）ここで共同櫛理体制の樹立にいた
るまでのニジプト内部での経過をiiii単にたどって承よう。江

迎河株売却後、イスマイルは歳入燗をはかるためニジプト裁相の下で働く財政麺の英人２
名の派jiRを求めたのであったが、イギリス政府は逆にエジプト財政の全面的調査と勧告の使
命を帯びたケイヴ使節団を派過した。このこと自体が、「様買付けから直線的に柔ちびかれ
るイギリスの考えぬいた末の措腿」（７）であったが、その調迩の結果であるケイヴ報告醤が
ニジプトの懲志に反して粁遡（BlueBookonEgypt）の形で公表されたため、ニジプトの

公的信用は完全に失墜する。そして、ケイヴ派過から半歳を経ずして1876年５月に、ニジプ
トに対する各国俄揃者の利益代表から成る公債管理委員会（COmmissionoIThePubIic

Debt,QIissedeIaDettePublique）が生れ、１１月にはこの委員会の頂点をなす総監督官
（GenemlControlIer）制が｡ﾘ設され､英大蔵省官でロスチャイルド１吋IMUとつながりの深い
Ｒ・ウィルソンがニジプト政府の歳入を、仏人プリニェールが歳出面を監督することとなっ
た。（８）

このようにして進行した英仏の干渉は、やがて財政の枠をこえてくいこ承、1878年８月、
アルメニア出身の銀行家ヌバールを首旺とし、英仏人各１名を閣僚とする変則的・植民地的
内閣を成立させた。ウィルソンは蔵相に、プリニニールは公共］『業相にと、英仏の俄撒者代
表がニジプトの内側の要職を占拠して、強力な干渉体制が築かれたことになる。アレクサン

ドリアの外国金融業者以外に支持掴を持たず、回教徒官吏圃からヨーロッパ１Ｍ｢歌商人の手代
と見られていた売弁的銀行家を首相に、英仏俄樋者代表を閣僚にすえたこの内閣は、当然の
ことながら、ニジプト人民のぎせいにおいて専制君主の対外俄務を随行させることを全政策
の基軸としたため、ニジプト人の民族感１Wをしげきせずにはいなかった。ヌパールがキリス

ト教徒であったこと、悪塙商い国際裁判所（混合法廷）（９）創設の立役者であったことも農
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民の反感をかう一因であったが、民有地の強制収用、`[『吏の大巾な縮貝などを行なって、外
人閣僚の登場が生活窮迫の原因だと考える農民がエジプトの村々にふえていった｡
又パール内閣が2500人の士官を給料不払いのままで解雇したことを直接の因として、1879

年２月、カイロ街頭で軍隊を中心に、解雇された官吏、学生、群衆が加わっておこされたヌ
バール退陣を要求する示威行動は、上記の国民的反感の表現であったが、他面では、英仏の
圧力でヌバール内閣に行政の実権をゆずらされて専制極力を行使できなくなった不満から、
同内閣更送の機会をねらっていたイスマイルが、国民、なかんずく軍隊の反ヌパール感悩を
操って起させた、という陰謀的な側面をも持っていた。（10）彼は国民の訴えをとりあげるポ
ーズを見せてヌパールを解任し、そのあと英仏によりもイスマイルに忠実な回教徒ラゲーブ
が、２人の欧人閣僚を留任させたまま組閣したが、俄樋者のかいらいたるヌパール政椎を失
った英仏はイスマイルに強く抗議し、やがて４月に一定の民族主義的要素を代表するシエリ
フのもとにエジプト人のゑから成る新内閣が成立すると、英仏はイスマイルを退位させるた
めの外交的簸謀を開始し、６月、トルコ皇帝に圧力をかけてイスマイルの廃位を通告させ
た。（11）１７年にわたる彼の治世はかくて終り、その子テュウフィクが副王となったが、列強
の圧力は、その野望に対する障害となった君主を廃することができるまでに、深くエジプト
の地にくいこんでいたのである。
（１）AnnualRegister，1875．Ｐ、122.

（２）Goocl1＆､Ma31erman：ＡCemuryofBritishForeignPoIicy、1917,Ｐ､２９．
（３）Blunt：ibid・Ｐ・鋼．

（４）BIunt：ibidP､３６． 

（５）BIunt8ibid、Ｐ、１２３．

（６）毛里・lj1lM證文，Ｐ､14．

Hasencltwer；ibid・Ｐ、２２６．

（７）Hasenclever：ibid、Ｐ,１８４．

（８）この段階ではイギリスが－歩先んじており、これに対するフランスの不満が先述の秘密協定締結の
際にもちこまれた。

（９）国際放判所は1876年に成立し、名誉賦判長がエジプト人、副裁判長が外人、判事は高裁の場合外人
７、エジプト人４の比率で、ZlF突上の外国法廷であった．（MiIner：ibid・Ｐ､４６.）
「借金の征醤に署名した農民は、外国の手練に従って外人裁判官の前i二出頭させられ、外国語によ
って裁かれ、結局何のことかわからぬうちにロ分の土地や財産を鞭われるのであった。」（ＢＩｕｍ８
ｉｂｉｄＰ、４６.）

（nHasenclever：ibidP，187． 

（ＩＤこの退位工作の裏面について、プラントは、ウィルソン→ロスチャィルドⅡｲ閥÷ピスマルク→英仏
政府÷トルー皇帝、という圧力ないし工作ルートを想定している。（Blum：ibid・Ｐ､６５.）

4.1881年における軍隊の民主化斗争

新副王テュウフイクのもとに成立したリアズ内閣時代の最初の重要な変化は、英仏による
総監将官制の再建である。２人の総監将官が入閣した時からこの制度は不要のものとなって
廃止されていたが、外国俄樋者代表が閣内の要職を占めるというあまりに露骨な内政干渉体
制が、農民大衆から保守的支配層にまでおよぶエジプトの広汎な反感によって、一歩後退を
余儀なくさ》【た今、英仏はそれに代るべきものを櫛築する必要があった。再連された絵監併



宮は、閣議出席、諮問、凋査の揃限を帯び、本国政府の同意なしに解任されえないものとな

り、その地位は失った閣僚の座を補うに足るものとなった。列強にこのような売弁浪歩を行

ないつつ、リアズ内閣は国内の立懸遡動・民族運動を抑圧する反動政策を展開していくが、

1881年９月、反政府運動の渦の中に倒され、ここにエジプトの立懲勢力伸長の道がＩ)11かれる

のであるが、この反動内閣打倒のための突破口を開いたのが、1881年２月および９月に生じ

た軍隊の反政府示威行動であった。

この軍隊の運動は、その本質においていわゆるトルコ・サーカシア寡頭支配層への挑戦で

あったので、ここでエジプト社会におけるトルコ系民族とアラブ民族との関係に簡単にふれ

ておく。オスマソ帝国治下の古いエジプトでトルコ族が絶対的優位を占めていたことは云う

までもないが、アリ以後、エジプトが半独立的地位をえ、またイスマイルが貢納とひきかえ

iこえた勅令（1873年）、彼の退位後の新しい勅令（1889年）がトルゴ皇帝にニジプトに対す

る宗主権を残しながら、大体において政治面ではエジプト独自の判断と行動を保障したので、

トルコの政治的支配はエジプトについては外殻を残すの糸となった。（２）ところが、エジプ

トの社会問題としてのトルコ・アラブ両民族の対立は依然として未解決であり、ジョン・ボ

ウリングが1840年に「エジプトにおけるオスマソリの勢力は絶大である。彼らは強い勢力を

行使して国家の大てし､の高職を独占し、国家権力の貯蔵庫をなしている。」（２）と鋤いたこ

とが、７０年代の末においても基本的には変っていなかった。彼らはアリ一族を頂点とする特

権的大地主階級で、高級官僚、高級将校の地位を独占しつつ、その領地で腱民を酷使し、エ

ジプト人に対する民族的差別を灘什に行なった。

このようなニジプト社会で、アラブ勢力が比較的進出していたのは軍隊だけであった。サ

イドの時代からエジプト人が士官に昇進できる道が1Wlかれ、下級将校を多くエジプト人が占

め、農民、ことに貧農出身の兵士の支持をえて地歩を固め、大地主層を母胎とするトルコ・

サーカシア系の高級将校と対立した゜イスマイル時代のトルコ・サーカシア系将校に対する

優遇策がテュウフィクにうけつがれて、無能な彼らが高給を食及つつある一方でアラブ士官

の減給、解任が砺骨に行なわれ、外進の上でもことさらに不利な扱いをうけたことが、彼ら

の不満を増大させていたが、リアズ内閣の陸相オスマン・リフキイがトルコ系大地主の最右

翼に属し、アラブ士官に対し極端な差別行政を行なったため、アラブ士官、兵士の蓄献され

た不iiMiは政府に対する陸相罷免請願の形で結集された。

政府がこの迦動の中心になったアーメッド・アラピ（ＡｈｍｅｄＡｒ団bi）ら３人の巡隊長を逮

捕したことから、ニジプト人士官を連隊長とする兵上がカスル・エル・ニル政庁を占領して

３人を救出し、兵士大衆の示威の力で陸相の腿免をかちとったのが２月１日の事件（以下カ

スル・ニル・ニル事件と呼ぶ）である。（３）この事件後、軍隊内部におけるアラブ士官、兵

士の勢力が著しく高まったことは勿論だが、ことに指導的役割を演じたカイロ第４連隊長ア

ラピ（４）の名はひろく国内民衆の口にのぼるようになり、不正を訴える;ｉｉｉ願瞥が彼のもとに

殺到し、農村の長老や村落型長(Sheikh）らが彼と迎絡をとりはじめた。これに対しリァズ

内閣もあらゆる手段によって軍隊内の反政府勢力をくじこうとしたため、まもなく９月i二政

府と)M隊とのより決定的な衝突を生ずることになる。

カスル・エル・ニルリ｢件のあと、あらたにjIIの支持をえて陸相となったアームッド・サミ

がリァズによって罷免され、後任の隙相ダオウド・パシャがアラピらの反政府的巡隊をカイ

ロから地方に移駐させようとしたことがきっか'十となって、９月９日、前回に比べてはるか

７ 



に大規模な皿隊の示威行mlIがおこされた。アラピらは大砲をひいた2500の兵によって副王の

いるアプディソ宮を包囲しい①リアズ内119の退陣、②酸会の開設S③叩隊の増員、の三要求
を提出し、その結果リアズ内閣は倒れ、アラピらの推すシェリプ・パシャガ新内閣を組織す
ることになった。（５）’

｢｡■■■-,,■ 

この９月のzlF件（以下アプディ･ソ宮31F件と呼ぶ）のもつ意味は、ニジプト民族迎助史上無
視できぬものをもっている。迦動の中核が耶隊であり、、隊を反政府示威にかりたてたもの
がトルコ･サーカシア旧勢力に対する彼りであった点はカスル]6ニル・ニル事件と同じであ
るがい彼らの拠出した要求内容の上で大きなちがいがある．前回のⅡＩＦ件では陸相の更迭を要
求したにとどまるが､'アプデ'イソ宮ＪＩＦ件では議会[川設・懸法制定という正事的視野をこえた
国民的要求をかかげている。これは叩隊がニジプトの立懇・民主化斗争のにない手としての
自覚をもったことを意味する。（６）このｺﾄﾞ件後アラピはプラントに「私は軍の代表であり、
ｍはそのまま国民の代表である｡」と語ったというが、（7J当時のニジプト腿民約420万人
は、ヨー戸シバjif木の進出下に進行した階級分化によって、在村小地主階級、零細な農地し

か所有しない小作兼自作農民、大地主の柿取や重税、さらに高利賛のぎせいとなって土地を
失った農民（日Ⅲfい耕作者または分益小作農）の三階層に分化しつつあった｡このうち小地
主階級は所有地数ニーカーのものから相当広大なものまでをふくむが、トルコ．サーカシア
系大地主からは明瞭に区別され、彼らのようにヨー戸シバ語を学んだりヨー巨ツパ風の生活
微式を採りいれたりはせず､Ｆりたかな彩色の衣服とターバンをつけ、民族的伝統がその衣食
住と観念を濃くいろどっていた6後らは腿村共同体のSIIeikhとして、自村の農耕･iillがい
などの行政を行ない、強い共同体的規IMIによって地域腱民を危梁こ象っっこれを支配してい
た．（８）と同時に彼らは、トルー・サーカシア系大地主に比べて同一面積について３倍以上

の地租負担老として、特栖的大地主とその政権に対する対立者として共同体をひきいて立っ
ていた。ニジプト耶隊におけるアラブ系下級将校は､この小地主階級を出身層とし、一般兵
士は目小作鍵以下の農民出身であったから、農村における民族的伝統と宗教的風習にいろど
られた共同体指導者と共同体成員との一体的な関係が、おそらく、隊の内部にももちこまれ
て、下級将校と兵士の結束の堅さを保陣したものと思われる。そして、彼ら、巫服をまとっ
た農民は、アラピらの指灘のもとに､1881年を通じて、トルコ・サーカシア系大地主階級に
対する反封建的腱民斗争を代位して斗ったのであった。これと同盟の関係にあったのが、在
野の立憲主義者のグループと、ニル・アズハル大学を中心とするイスラム革新派の勢力(9)
とである。ただ、その反封建斗争が、この段階ではｍ内部に局限され、ニジプト社会、こと
にその基礎的な底面をなす農村社会における封建的大土地所有が、危機をはら梁ながらも旧
のままの姿で存織していること、したがって大地主＝特揃官僚としてのトルコ．サーカシア

階層が副王と直結した形で、アラブ中小地主・共同体農民を支配する力を保っていたことが、
のちに帝国主義に対する民族的抵抗が要諦される時点で、致命的な弱糸となって露呈される
であろう。

ともあれ、腱い異民族支配によって植えつけられたニジプトの民族的＝階級的矛盾の繕節
点であった耶隊は、1881年の両汰の珈件を経てトルコ．サーカシア支配廟の君物から脱して、
皿内部の民主化を進めアラブ士官の指導椀をうち立てた。リアズ内閣退陣のあと、待望の憲
法制定を大きな任務とするシェリブ内閣が成立すると、アラピは、隊の役目は終ったとして
耶隊をひきいてカイ戸を去り、いささかも政梅への野心を示さなかったし、（】0）英仏の財政

８ 
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監督官制についても、むしろニジプトにとって有益なものと考え、進行中のニジプトの反封

建・立憲民主化の改革に干渉しないかぎり、英仏との友好を維持すべきだとなしていたとい

うが、（'1）ニジプトの、隊が来るべき民族的危機において果すであろう役割は、すでにこの

時点で予見できるのではないだろうか。アラビはプラントに「国民を沈黙させようとするも

のに対しては、必要とあらば、アラーの神の加護により、国民を保護するという耶隊の資任

を行使することを恐れはしない。」（12）と語っていたが、アラピらのひきいる耶隊が民族的

抗抵の前衛となるべき時機は目前に迫っていた。というのは、カスル・ニル・ニル事件とア

プデイン宮ﾛＩＦ件にはさまれた1881年５月、フランスのチュニジア侵略がおこり、ニジプトが

第二のチュニジアになるのではないかとの不安が急速にひろまっていたし、フランス狐のチ

ュニジアにおけるイスラム寺院厨樹、回教徒蝿女子への蛮行が敬虞なニジプト回教徒の深い

怒りをかっていた。アプディン宮蛎件において、隊の要求した、墹瓜の計画もニジプトを第

二のチュニジアたらしめいための火急の要iiMrであったし、、ＩＦ件後発禁を解かれた諸新lIllは、

ヨーロッパ勢力の進出がはびこらせたニジプト国内の酒場・売春宿・不健全な歌曲などの植

民地的風俗をイスラム教の立場から激しく非魅しはじめていた。そして、エジプトがリアズ

反mb政治の倒壊をよろこび、目Iil化・立憲へのコースをふJk出した1881年末、エジプト国民

の知らぬところで、英仏政府はエジプトに対する或嚥的な政簸をilllMiしつつあり、それは翌

年初頭の英仏共同覚翻（JointNote）となってあらわれ、ニジプトの民主改革の路線と対決

しようとする。その時、、隊はふたたび国民の保護者として、売弁化したトルゴ・サーカシ

ア保守支配階級と結んだイギリス帝国主義とのたたかいに立ち上らねばならない。

（１）Milner：ibid・Ｐ､３７．

（２）CmDmer：ibid､Ｐ､１７５． 

③BIuUut：ibid･Ｐ、136．Cmmer8ibid.、178．

《）アラピは1840年ザガジグ近陳のホリイニーの小村落のＳ]】cikhの家に生れた｡一家I上長くその地に

住黙８ニーカー半の土地をもち、１４才でZ11PMMこ入り、サイドに見出されて異例の昇進をとげた．ア

ラピと親交のあったプラントは、彼のことを、「丈高<肪何.たくましく、動きがゆったりしていて

典型的なニジプト農民のタイプ」と述べている。BIunt：ibid・Ｐ､139．この珈件後アラピの農民解

放の思想ば多くの入念をひきつけ、welwaluIuid,,（theonIyone）と呼ばれたという．

⑤Blunt：ibid・Ｐ､１４８．ｃｍmer：ibid､Ｐ，１８３．

（６）Hasenclever：ibi4P､２０５． 

（７）Blunt：ibidP,１７０． 

（８）毛型：前掲證文､Ｐ、１５.Milncr.:ibid・Ｐ､３蕊．
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高校における変換を軸とした

図形指導について

数学科

1．図形と数式の対応

図形の性質を代数的に学習する一方法として図形を点の集合と考え，その点に対して，数

又は順序をもった数の組を対応させることを考える。そのためには座標系が鄭入されたけれ

ばならない。

（座標系）
↓ 

図形←＞点の集合点<￣＞座標

まず基本的な図形である直線について，直線をある条件をもった点（塗,ｙ）の集合と考え，

その条件を数式（一次方程式）で与えることにする。

直線<→“＋6y＋c＝０

一般の図形について，その図形をある条件をもった点（ｴ,ｙ）の架台と考え，その条件を

点の集合である関係式として数式で表わすことが出来る。

図形<－〉数式（座標の関係式）

2．図形の運動と座標変換

こうして数式で表わされた図形'二ついて，個なの図形の性質をしらべるために図形相互の

位腫関係が大切な要素と考えられる｡即ち－つの図形を他の位魁へ移すことである。これら

の移動については，既に学習した次のの移動については，既に学習した次の

（１）平行移動（２）回転移動

（３）対称移動

の三通りがあげられるが，いづｊＬも図形上

の点を代表する点の座標のIMlの関係式とし

て，とらえることが出来る。

(1)平行移動

すべての点（工，＞'）をα，６だけずら

して点（垂,ｙ）に移す。

（；:ニラ土：
(2)回転移動

すべての点（工,ｙ）を０だけ回蟻して

点（ｴ',ｙ）に移す。

｛;:二鰯;〒;窓；

エ

1０ 



(3)対称移動

すべての点（ｴ`ｙ）を原点を通る直線

‘(塗軸と÷の角をなす直線)につい
て対称な点（ｴ``ｙ）に移す。

（;I三芳鰯;±;懇；

（蕊騨了:鵬雛） ハ
ノ
坊

更に点（Ｚ,ｙ）を図形Ｆ上の代表する点と

考えることにより，／（工,ｙ)＝Ｏで表わさ

れる図形Ｆが，以上の移動によって

火葬``ｙ)＝Ｏで表わされる図形Ｆ`に移る｡
一般に(1)，(2)，(3)の移動やそれらを組合せ

５ 

一般に(1)，(2)，(3)の移動やそれらを組合せたもの

（;:二鰯;=;淫;土：を迦動と農ぷことにする。
これら運動は図形の形，大きさを不変にする移動である。

今二点Ａ（エュｊ'1），Ｂ（Ｚ２ｙ２）を考えると，その距離』は
、２＝(エューヱ2)2＋(y1-y2)ｚ

これが迦動によってＡ(ｴﾕ`Ｊ１)，Ｂ(毎2,Ｊ2)→Ａ､(亜`1,ｙｌ)，Ｂ,(工’2,ｙ２)とすれば

｛;I}=;::=(鯛:)鰯;幸81二;3:鰯
．．.！`g＝(ｴJ1-jr'2)2＋(ヅユーｙ２)2＝(エユーヱ2)2＋(yl-j'2)2＝１２

よって二点間の距離は不変である。

従って図形の形，大きさは不変である。

二つの図形の関係を調べる場合，同一の座標系での移動に対して．解析的に，平面全体（座

標軸ごと）を移動することが考えられる。

今任意の点ＰをＯ－工ｙ：Ｐ(工,ｙ）

O'一エヅ:Ｐ(工`,ｙ）

とすれば（ｴ,ｙ）と（Ｚ',ｙ）の１Ｍ]には

(i)(;=澱;〒;l窓;土:：
(ii)(;'二饗,：嵐郷土；

但しに-::鯏二::謡；
平面上の図形Ｆ上の任意の点Ｐ(工,ｙ)とし，

Ｆの方程式をハエ`ｙ)＝Ｏとする。座標軸

の移動によって点Ｐの座標（工,ｙ）が（工`,ｙ）

＃ 

の移動によって点Ｐの座標（工`ｙ）が（工'`ｙ）に変わったと十れぱ，

人工,ｙ)＝Ｏは（ｉ）より

バエ'c“O-ysi''０＋α0,エ`si''８＋ｙｃｏｓＯ＋６０)＝０１二変わる。

先にのべたようi二図形Ｆが移動i二よって図形Ｆ`になったとすれば

Ｆの方程式

1１ 



Ｆ`の方程式バエ`,ｙ)＝Ｏは

バエＴｏｓＯ＋ysj''０＋α，

－工ｓｉ〃０＋ｙ仁CSO＋6）

＝０となる｡

即ち図形の方程式は，二つの

座標系間の座標の関係式によ

って，それぞれ与えられるこ

とになる。

二つの座標系について座樮の

関係式を一般式を用いてのべ

ると，

(ii）により，

エ

０－ｴｙ：Ｐ(ｴ`ｙ）Ｏ`－エヅ：Ｐ(工,,ｙ）

い)(;二雛I:;l）逆にといて（ii){;:=雛;）
上にのべたように，ある座標系で表わされた点を別の座標系で表わされた点に対応さすこと

を変換とよぶ。

３合同変換とユークリッド幾何

ユークリッド幾何学で取扱うのは，上にのべた座標の変換によって不変な図形の性質であ

る。一方図形上の点と－つの実数の組（ｴ,ｙ）の間に１対１の対応が存在すると仮定して，

その点（工,ｙ）を点（ｴ',ｙ）にうつす式を

｛;'三翻庭;窓;上：｛;二等｡:j:軽jjijH繩，
とすれば，この式の｡，６，０にいろいろな値を与えることによって一つの変換の集合をう

る゜これらの集合の任意の一つの変換によって不変な性質を研究していくのがニークリッド

幾何学であり又これによってニークリッド幾何学の対象になりうる性質をもった図形をいれ

ている空ＩＭＩをユークリッド空間とよぶ。

この空間においてＰＱ＝Ｖ(エューエ2)2＋(y1-y2)ｇと定義すればＰ,Ｑが座標の変換に

よってＰ``Ｑ,に移されたとき、７MにＰ`Ｑ`＝ＰＱとなってユークリッド幾何学の対象と

なる性質で図形的意味をもつことになる。

ユークリッド平面上のすべての直線をIIT線にうつす変換の式は一次式であるからこの変換は

一般に

（ｑ１６２－ａ２６,午O）
｛;:二瞬蹴:；と表わされる｡

巡動は一次変換の特殊な場合であるが迦助以外に図形の形，大きさを不変にする変換はない。

(理由）形。大きさを不変にすることは距離を不変にすることである。今距離を』とすれば

４２＝(工,－工2)2＋(y1-y2)２－Ｌ`2＝(ｴ`ﾕｰｴ`2)2＋(ｙ１－ｙ２)ｚになったとする。

（;:'二尭二22(受'二受:)土鰍=;:）
．．.(工,ﾕｰｴ`2)2＋(ｙｌ－ｙ２)2＝(α12＋α22)(ｴﾕ－工2)2＋(612＋622)(y1-y2)２

＋２(α16,＋α262)(ｴ１－エ2)(y1-y2）

1２ 



よってＲ２＝４，２になるためには

α12＋α22＝612＋622＝１α161＋α262＝O 

la1i≦１１６１１≦１よりα］＝ＧｏｓＯ６１＝si〃｡とおける

これをとけばいずれも運動のいずれかになる。

{;:二:灘;蝿．,…圏…1圏十&塾圏=，……=・
を合同変換とよぶことがある。

４．新しい変換

距離を不変にすることによって角の大きさも不変にする合同交換は図形の形，大きさ

変にするが，次に角の糸を不変にする変換はいかに表わしうるか考えて承る。今変換を

（;:二:;鉢蹴:：として,これによって二m､線が

輝鰯塊二8}－{鵬I鰯;:魏二８にうつされる。
そのとき(;:三:】l:群:雛（臘二鰯:蛾麓なる関係がある。
簡単にすすめていくために次の順序で考えて染る。

（ｉ）Ｅ',＝0，’'''2＝Ｏのときを考える。

…=而急f;鋳;慧戸;;豆．．`，▽,鍔特等簔而ｏ
よってＱ１Ｑ２＋、1,2＝Ｏでなければならない。

１１止十、1,2＝ｑ１ｇＱ'１２'2＋ａ１ａ２(腕'1，'2＋２`1ｍ'2)＋α22沈’1河'２

＋6ﾕ２９`1』'2＋１１ﾕ62("'''１２＋』`ﾕ叩'2)＋622ｍ'ﾕ加'２

＝(α12＋6,2)Ｑ'１，`2＋(α,α2＋6,62)(、`,、'2＋』'1"J'2）

＋(α22＋62型)"』`1ｍ'2＝０

，'1＝”’2＝０だから（ａ１ａ２＋6162)”'１１'2＝Ｏ

任意の、’２，ｍ'１についてなりたつためにはαiq2＋6,62＝0

大きさを不

(ii）つぎにＥ'1＝Ｏとなるときを考える。

ｉ”'２１ 

ｃ･so'=万百百十扇ﾗァ
、`１ｍ`2(α22＋622）

、ｓｏ＝

|抑'1|Ｖα22＋622Ｖ(α'2＋612)Ｅ'22＋(α22＋622)伽'2２

１ｍ'2Ｗ哀手万冒す
Ｖ(α12＋ 曰の￣＋、

・・・（』'22＋'"'22)(α22＋623)＝(α12＋612)Ｌ'22＋(α22＋622)抑`２２

．．．１`22(α22＋622)＝』’22(α12＋612）

任意の２'２についてなりたつためにはα22＋622＝α12＋612

(1)相似変換

次に{J:二鯛:雛:；
α１２＋q2IB＝612＋622＝O 

q161＋α262＝0 

なる変換を考え相似変換とよぶことにする詩=最=偽と鎧けば仁±’
１３ 



よって

6）ルー１のとき何Ａ＝－１のとき：

億:二麓干雛:；侈二麗士鱗:』
いずれの場合も条件、'2＝(α12＋α22)((エユーエ2)2＋(y1-J2)g)＝(α12＋α22)Ｅ２で一定
倍に拡大又は縮少される.よってこの変換の場合は，大きさは変わる｡

しかし不変な要素はニークリッド幾何学におけるいくつかの要素を含んでおり同じ式を用

いて定義することが出来る。

(例）１．直線について

今』1二十加1Ｊ＋"1＝０を満足する点（二Ｊ）の集合を直縫ということiこする。この直線

に⑩（ﾛ)の変換を行なってふよう。

（O(qを逆にといて（α2＋β2午0） “｜》擶
唖一》一》

誇一卜４
Ⅲ

これを上式に代入すれば

Ｇ農lLi瀧字鍔濁錘'十t:L諸富菫念翰，‘

一一⑪

＋
 

》｜》一十

鞆｜》十一

鼬｜》ｑ
｜
 

》｜》，＋
 

即ちＥ'ﾕｴ,＋加'1y`＋"`エーＯなる形の一次方程式をうる゜・

・し|蝿j謹議…Ⅱ……《…．
よって一つの一次方程式を満足する点Ｘ（ｊｒｂｙ）の梨合に対して相似変換を施して得られ

る点Ｘ`(二`,ｙ）の集合も，また一つの一次方程式を満足していることがわかる。これに

よって直線は，相似変換によって定義される相似幾何学の図形の対象の一つであるといえ
る。

(例）２．二直線のなす角について

{鵬淵;蝋二I::::::8のなす角を， とすれば

ｎ１Ｌ２＋"Eﾕ"1２ 」Ｂ」
｢ＣＳＯ==－－－堂-」

21塾＋醜12ﾍ/r‐面面孑而夢

今相似変換(ｲ)，何を施すことによって二直線の式が

（;;鱗耀;:轆二Ｉになったとするとその二直線｡なす角は

…．▽』鍔鍔篝議…ろ。
(例）１．より

｛iM::鯛鑑三餓鞠ｌ｛１t瞬蹴::二餓醐：
ここで入Ⅸα2＋β2)(』’1Ｅ`2＋加'1"､'2)＝ＥｚＥ２＋"J1柳２

1４ 



入2(αg+β2)(』,ﾕ2+痂12)＝Eﾕ2+"ﾕ凸

鰻(α2＋β2)(１'22＋加'22)＝Ⅲ22＋海２２￣をうるから

ごCSO＝ご“０′

即ち二直線のなす角は相似変換によって不変であることになり，相似幾何学の図形の対象

といえる。更に6)，（1ｺ)については

回の鯛合（負向）㈹の場合（正向）

r1 

hd 

特に

A＝l`α2＋β2＝１のとき

Ｅ岬"α幾何学における

鬮繍}となる．

特に

A＝－１‘α2＋β2＝］のとき

Ezd｢"Ｊ幾1可学における

対称移動となる．

(2)アフィン変換

更に一般化し{;;二:鰯麟:；（"１６圏一…o）
なる変換を考えブフイン変換とよぶことにする．

今迄と同じ考えから六つの定数に関係する一つの変換の架台を作るが，これらの集合の任

意の一つの変換によって不変な点の集りとしての図形の性質を研究していくのがアフィン

幾何学である。

この幾何学の対象となる図形の性質の主なものは，

（例）１．二点Ｘ1(ｴｪ,Ｊ１）Ｘ２(垂2,Ｊ2）の〃18〃の内分（外分）点Ｘ３（主3,ｙ８）

鞄=響;豐窒ｙｓ－ｍ':鰐。ｉﾆｱﾌｨﾝ変換を施したとしよう。

（;;=:騨蹴:』をといて{ｶﾞﾆ鑑轆;:ﾈﾘ；

露も臺璽潟竺ｙ３－弩;i豐些を得る。
よって内分（外分）比は不変である。

(例）２．直線について

ここでＬユヱ＋伽1y＋"1＝Ｏを満足する点（乳ｙ）の架合を直線としアフィン変換を施

すならば（例）１と同じく

（α１１１＋αｚ加i)ｴ`＋(β１，１＋β2碗1)ｙ＋(7ｪ、1＋ｼ2"､1＋"1)＝Ｏ

即ち』'ﾕｴ'＋加'1ｙ＋打'1=0の形をとる。

]５ 



。L|簔熟熟１ｍ
よって直線は直線に移る。

（例）３．二直線の平行性について

二画練{;鯛;蝋二l::::::８が平行であること灌

鵲言鶚雫鳥とす…ぱ①。鱗ｱﾌｨﾝ変…して
｛耀鰯雛篭二I::::::8:に移されたとする…
（例）１．（例）２．より－１２

．－ｌ１ｉｊ雛鷺銅Ｍｉ三iijijll篝i鱸…
￣」ﾆｰ學=たとおいてたしかめれば

』２師巴

搗=鶏雫鶚をぅろ。
よって平行性は保持される。

以上（例）として取上げた３つの概念はアプィソ幾何学の対象となる。

５．まとめ

従来のニークルドの公理的方法は，たとえば合同，相似という趣に関する概念が，公理，
公蝋とよばれるものからはじまる論理的な進め方であった。これに対して，以上のべた解析
的手法では，図形の性質に関する定理そのものの特徴をもととする分類を正視してきた.す
なわち,変換によって，図形がいちょうな圧縮を受けるときにもなお保持される不変な性質
を調べることによって定理が正しいものとして残るか，或は間違ったものになるかを分類す
ることができることを示した。

しかしながら新しい変換による図形の性質も術に従来の公理的図形の性質によって理解
されるものであり，特に高校教材では運動の立場から量の概念を展1WＩするところに，それが
強くうちだされている。

こうした方法の中で，

（ｉ）数式の展側という煩雑さから抜けられない。
（ii）アフィン幾何学から射影幾何学への発展
（iii）幾何学での無限道点、無限遠直線の灘入
（Ｗ）各種変換の掘り下げ

（ｖ）非ニークリッド幾何学への展側

などの問題が数多くとり残され，こうしたllUlHg点から変換を軸とする導入の足掛りであると
いえる。今後このような点を考慮しながら図形指導を進めていきたい。

1６ 
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各種変換による幾何学の対象になるも｡

副患鰯り

缶ｌ罰のＩ#可UHB

’】に

鐸Ｕ

1７ 

運動 相似

直線 直線 直線

二直線のなす角 二直線のなす角

二点間の距離

点間の比 点間の比 点間の比

二直線の平行 二直線の平行 二直線の平行



半加算器教具の製作に関する工夫

馬嶋玄敏

Ｌはじめｉ二

普通科高校における物理科で，現在取扱っているエレクトロニクスの領域では，真空管回
路とトランジスターの働きのごく初歩的な部分にとどまっている。

この教材を取上げることの重要さは，いまさら論をまたないが，物理Ｂの学習指導を通し
てさえ，エレクトロニクスの理論と技術を十分に身につげさせることは，とても無理なこと

である｡そのうえ，中学における技術・家庭科のliii習内容が男・女によって違っており，特

にこのエレクトロニクスの領域での男女輩が大きくなっている。このような現状から考える

とき，高校物理で男・女を同一の内容0こついて指導するとしても，生徒の理解の程度，技術

面での差，この領域に対する興味の程度等については，格段の逆いがおこっている。

２．記号論理と電気回路

望吉しい電気回路を設計するとき，数多くの電気回路とその働きを良く知っているならば

JIFはiniliiである。しかし，このことを普通科の高校生に望むには当然のことながら限界があ
る。

ここで考えられることは，記号論理式の解析をし，二れを回路化することに焦点を合わせ

て学習指導をすすめるのも一つの方法で'よないかと考える。論理式の解析によって作られた

回路が，鋪理式i二よって得た結論とよく一致することが必要である。二の目的のためi二，基

本的と考えられる回路を選び出すとすれば，つぎの３つiこなるのではないだろうか。
アンド回路（ＡｎＢ）・オア回路（ＡＪＢ）・ノット回路（～Ａ）

がそれで，これらを組合せる二と'二よって加算器や1皇加算器が作i)_上げられることになる。

３．基本回路の検討と教具の工夫

ａ．アンド回路の教具

アンド回路においては，入力側に情報

ＡとＢが同時に入ったときlこ，はじめて

回路が閉じることになり出力側にその情

柵が出ていくわ(十である。

原理は以上の通りであるが，これを教

典として活用できるものとして情報の進

行状況が明確に指示できるものの工夫が

瓠されるわＩ十であるｃ

救兵の表面'二は，アンド回路の図を記

救し，図中のＯは電球をあらわしている琴

ｶﾂ報の進行は，この電球の点滅iこよって

Ａ 

Ｂ 

ＡＯＢ 

０－⑪－， 
－０ 

０－⑦--6 
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知る二とIこする。⑪'，⑪は情報の入力を操''1§するスナップスキッチである。

つぎi二，この回路の教具i二ついて順を追いながら説明する。

慨報進行状況の解説路 図回

スキッチＸ・Ｙともに開いている状態で

あれば，電球０，１は点灯しているが，ア

ンド回路には全く入力がない状態を示して
いる二

１１;一①－６

|>-８ 『)ミー⑦－０

ＯからI宵報の入力があったものとし，ス

キッチＸを閉じると，電球２が点灯する｡

しかし，アンド回路の片ﾌﾞﾉに入力があった

だ'十であるからｌｌＩ力側には↑I1j報の伝述はな
し、へ

同じ.追うにして，Ｏのかわり'二１から情

報の入力があったとすれば，スキッチＹを

閉じ，近球３が点灯する。すなわち，アン

ド回路では，入力側の２．３いずれか一方

だI十の入力で(よ，出力側への情報伝達はな
いわけであるｃ

縄 ;三,-８

悩報がＯと１の双方i二入力が同時にあっ

たとすると，スヰッチＸ・Ｙの回路をとも

に閉じる。電球２．３が点灯し，同時に電
球４も点灯するご十なわらlll力側に悩報が

伝達されたことになる。入力側への入力は，
情報が１ﾅﾉjだけでは出力としては得られず，
二つ揃うことが条件となる。

|$二冨二慧二D－ｉｉ

の
よ
Ａ
路
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．
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必
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Ｉ
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回
ｂ
、
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押牒;－３３Ｉ

。Ｙそれぞれのスナップスキッチを操作すること{二よ

前述の表のように示す二とができる旨

り，アンド

４
８
 

ＡＵＢ 
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が閉じる。もちろん，悩報Ａ，Ｂが同時に

入ったときにも，全く同じように回路が閉

じることになる。このようにして出力側に

情報が出ていくわけである。

二のオア回路についても，アンド回路の

場合と同じような情報の進行状況がり}示で

きる教具の工夫が望ましい。これについて

も、スキッチの操作順に従って説ﾘjするこ

とにする。図中の記号や作動についてiよ’

前述と同じような約束をする。

［
８
７
］
 

【
巴
【
６

①
⑦
 

戻砦謡,鯆為夛
禰ＦＹｗｗ鰯;Ⅱていない。

両脇jEzてz百一秀万曰を閉じる。

オア回路の片方２に入力があったので池｜
球２が点灯するが，このとき同時に電球４１

､点灯する｡これは､随球0から入った榊｜
報が２を経て４に達したことを示している。！

すなわち，オア回路から出力側に情報が出

たことをあらわすことになる。Ｉ

図路回

''二:ｺﾞ;こり-［
|‐ 

_,－｜＿__＿_ 

つぎに，悩報がＯではなく，１から入力

があった場合を考える。このときは、スヰ

ッチＹを閉じるので１W報は３を経て４に達

する。すなわち，入力が０－２－４と通っ

たのと同じようにこのときには，１－３－

４の経路を通ったことになる。

さらに，入力側０，１に同時iこ入力があ

った場合，別念に１つ宛の入力があったの

と全く同じように，出力側に１１１１報が伝達さ

れることになる。

以上のようなスヰッチ操作i二よって，情報進行の状況を豆電球の点滅によって明示でき

るように，アンド回路の教典と同じような考えによって，図のような配線で試してゑた。

この目的のために(よ十分であると考えている。

必要な部品

〔この教具について｛よ，アンド回路の教具と全く同じもので製作ができる。

2０ 



c、ノット回路の教具

ノット回路では，入力側に情報が

入っていないとき，出力側に情報が

出ており，入力側にiW報が入ると，

回路が開き，そのためにlH力側にい

ままで出ていたｌ１ｌｊ報が消えてし主

う゜

己一屋｡

この回路の原理をしめす結線図を見ると，

スヰッチのＯＦＦとＯＮが逆になっている

だげで，この回路をしめす教具の配線も極め

てnjiiである。

ノット回路についても，アンド回路やオア

回路と同様に情報の進行状況と操作との関係

を考察して染ることにする.

） 

情報進行状況の解説路 図回

スキッチＺが開いていれば，悩報の入力

がない状態であるから，１１２球０，２は点灯

している。すなわち，ノット回路であるの

で、入力のないときI上111力側に梢報が出て

いることになる。

】=－②－０－Ｐ￣二、

電球Ｏから入力があったとする。これは

情報がスヰッチＺを通過したことになるの

で，返球１は点灯する。ノット回路の入力

側に悩報が入ったので，｛Ⅱ力側に出ていた

梢報は消されることになる。すなわち，電

球２は消えるわけである。

つぎに，いままで入力IMIに逸していた情

報が停止したとする。このため，ノット回

路の出力側には，Iili報が反転して１１)てくる。

このために，地球１は消え，fIi球２が点灯

する。

ﾆコービＩｄＥ－② 

｡－④ ノット回路のはたらきを示す教具

の回路として}よ，図のようなものが

適当である。 (|；「.-⑦
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必要な部品

豆冠球およびソケット

祗源用クミナル

ー回路二接点スナップスキッチ

配線用錫メッキ線

ペニヤ板（30ｘ60ｃｍ）１ 
各３コ

２＝ 

１＝ 

約60ｃｍ

1枚

4．半加算機の教具の工夫

これまで述べてきたアンド回路ゴオア回路，ノット回路の３つの基本回路を適宜組合せる

ことによって，いろいろなIHI報処理が可能になってくる。さしあたり有効な処理能力をもつ

回路としては，加算器を考えることができる。ふつう数処理の簡便さから２進法が使われる

わけであるが，この場合の力Ⅱ算器としては，

Ｏ＋０＝0１＋O＝１０＋１＝１１＋１＝１０ 

の４通りの処理ができればよいことになる。

はじめの３通りについては，比較的iIiiliiであるが最後の１＋１＝１０については，上の

ケタへの繰り上がりが必要になる｡このための摘報処理機能をもつ回路として半加算器が適

当である。

図において，上のケタＣへの繰上がり

について考えて柔る゜

入力ImX．Ｙともに情報ｌとすると，

ノット回路のためにＦ・Ｈへは慨報が達

せず，このためにＧ・Ｉへの１W報も０，

したがって，ＳもＯとなる。これにたい

して，Ｅはアンド回路の出力側であるか

らＣは１。結局Ｃへの繰上がりができた

ことになる。

つぎに，Ｘに０，Ｙに１とすると，Ｇを

上がりなし。

同徽にして，Ｘに１，ＹにＯとすると，

がりなしとなる。

もちろん，Ｘ・Ｙともに入力がなくＯで

この半加算器の場合，Ｓに導かれる悩報

と，Ｃに導かれる１W報について，論理式で

あらわせばつぎのようになる。

(:二柵~Y))U((~XmY］
つぎに，同じ結果が得られる半加算器で

別の回路のものについて考えて承ることに

する。この回路についても，Ｘ・Ｙともに

Ｃ 

Ｓ 

Ｇを経てＳに達しＳは１， Ｃは０である。すなわち綴

Iを経てＳに達しＳは１，Ｃは０で，これ屯鍵上

Ｏであれば， Ｃ・ＳともにＯとなるわけである。

Ｘ Ｙ Ｘ＋Ｙ 

０
１
０
１
 

０
０
１
１
 

０
１
１
ｍ
 

する。この回路についても，Ｘ・Ｙともに１とすると，Ｅに出力があり，

ためにＣは１，ｓはＯとなり上のケタにW1r報が繰り上がったことになる。

Ｆは消える。この

2２ 



Ｅはアンド回路の出力側のたつぎ'二Ｘに０，Ｙに１とすると，Ｇを経てＳ'二達しＳは１，
めに０．したがって，Ｃは０となる。同様．．

にして，Ｘに１，Ｙに０とすると，やはり

Ｇを経てＳに達し，Ｅには悩報は達せず，

Ｃは０，ｓは１となる。岐後にＸ・Ｙとも

Ｉ二入力がなげれば，Ｃ・ＳともにＯとなる

わ;十である。

この回路について，Ｓ・Ｃに達する情報

、
ノ
ー

'二ついて，論理式であらわせば，つぎのようになる。

（Ｓ＝(ＸｕＹ）、（～(ＸｎＹ)｝
!Ｃ＝ＸｎＹ 

5．半加算器パネルの結線回路の工夫

半加算器の２例を比較し

てふたが，作用については

何ら変りはない。ただ，回

路についていえば，後者の

方がはるかに簡単である。

基本回路の数も極めて少な

くてすむ。そ二で，この回

路についてパネルを作るこ

とにしたい。

lツー③－[！ CdYry 

０－①－０ 
Sｕｎｌ 

図の０から７まで【よ，巫髄球をあらわしている。Ｘ・Ｙ'よスナップスヰッチである。この

回路図を教具の表面に記入しておき，スヰヅチの操作で半加算器の情報伝達のようすを示そ

うとするものである。

Ｘ・Ｙのスヰッチ操作と，亘電ｒ￣－－－－－~－－－-一一￣￣
’０１２３４５６７１ 

球の点滅の関係を表にすると，右’

:識鑑蹴,…ｉＲｌ８８ｏ：。
隻雲蕊蒙堯麗トＭ:８．８．:｡

○
○
 

を示しているので，ＸまたはＹのときだけ点灯すればよい二とになるｃ

この点滅を示す亥から，パネルの結線をすると，図のようなものが良い結果を得た。

このパネルのスヰッチＸの詮をＯＮにすると，電球３，６が並列になり，二れが躯球７と

直列となるので，地球７には邇源電圧の鍋だＩ十作用し，雅球３，６には電源電圧の粥だ;ナ作

用する。正規の電源電圧を保ってお'十ぱ，電球７はやや賄いが他の電球の切るざとは，あ童

り目たたない。吉ﾊﾆ，疋球３，６i二ついてば，作用する.逝圧が低いので点灯しているの'よ，

ほとんどわからない。また，ダイオードが回路に入っているために電球４，５(よややllf1<な

るｃただし，この場合(よダイオードの特性'二よって改灘の可能なことである｡シリーンダイ

オードを使用したが，ｆﾉ{几lに'よほとんど障害はなかった。

２３ 



つぎに，スキヅチＹの方をＯＮし

たときには，スキヅチＸをＯＮした

ときのような回路の問題がないので

点灯するべき電球には，すべて正常

な電圧がかかっている。

このパネルを使って操作すれば，

避本回路であるアンド回路，オア回

路，ノット回路の３つの回路を含ん

でいるので，これらを別々の教具と

して製作しなくとも原理の解説には

十分な効果が得られるものと考える。

､ツート④

Ａ・Ｇ
轤

GＪｃ 必要な部品
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６．おわりに

現代は１W緩の時代であるといわれている。我々がこの１W報処理の能力を備えることは，社

会の形成者として常識である。このときの情報処理に有効な役割を減ずる加算器の機枇をよ

く理解し，処理の原理をよくわきまえて操作ができることは非常に心強いことである。

各企業に導入されつつあるコンピュターは，もっと高度な処理能力を持ったものではある

が，ここでは，その手ほどきの段階にとどまるとはいえ，原理的には極めて簡易な働きをた

く柔に利用しているということを知らしたいと考える。

生徒に対する学習の動機づけとしては，数処理の理論を教え込む立場もあろうが，ここで

は，エレクトロニクスをこの方面に発展的にとD上げ，原理を理解させるための教具として，

比較的有効なパネルを試作したのでここに紹介する次第である。
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ＧＯＤ，ＳＬＩＴＺＬＥＡＣＲＥ：ＯＮＷＩＬＬ 

ＴＨＯＭＰＳＯＮ，ＳＷＡＹＯＦｎＦＥ 

IＣＨＩＲＯＨＹＯＳＨＩＯＫＡ 

ＧｏｄｔＬｊ"たAcre，publishedinl933，isCaldwell'ｓfourthlongstory，

ｗｈｉｃｈｃｏｍｅｓａ(ｔｅｒｈｉｓＴｂ６６ｑｃｏＲｏｑｄ・Ｔｈｅｙａｒｅｈｉｓｉｍｐｏｒｔａｎｔｗｏｒｋｓｉｎｈｉｓ

ｅａｒｌｙｄａｙｓａｓａｗｒｉｔｅｒａｎｄａｌｓｏｈｉｓｍａｓterpieces･ 

ErskineCaldweuwasthirtywhenGoα'ｓＬﾉﾉﾉﾉＣＡＣ,.ewaspublished・Ｈｅ

ｗａｓｗｏｒｋｉｎｇｏｖｅｒｔｈｅｐｌｏｔｏｆｔｈｉｓｎｏｖｅｌｉｎｌ９３１ａｎｄｂｅｇａｍｔｏｗｒｉｔｅｉｔｉｎ 

ｌ932,finishingitinthreemonths・

Ｔｈｉｓｉｓｏｎｅｏ【thegreatestbest-sellersofthiscenturyintheStatesand

9,500,000copieshavebeensoldsinceitspublｉｃａｔｉｏｎ 

ｌｔｉｓｔｒｕｅｔｂａｔｔｈｅｎｏｖｅｌｗａｓwidelyreadbecauseitspublisherwasac・

cｕｓｅｄｆｏｒｔｈｅｃｒｉｍｅｏfdistributionofanobscenebookButitischiefly 

becauseGoa'sLi〃/ｅＡｃｒｅｉｓａｇｒｅａｔｌｉｔｅｒａｒｙｗｏｒｋｔｈａtitisstillpopular

aboutthirtyyearsafteritspublicationlntheStatestheseriousproblems 

oftheworldpresentedinithaveremainedunsolvedtlloughtheyhavebeen 

changedalot、

ＴｈｅｓｔｏｒｙｉｓａｂｏｕｔＴｙＴｙＷａｌｄｅｎ，ａｎｏｌｄｆａｒｍｅｒ，hissonsanddaugh・

tersinMarion，Georgia・ＰｏｏｒｐｅｏｐｌｅｉｎｔｈｅＳｏｕｔｈａｆｔｅｒＷｏｒｌｄＷａｒｌ，ｉｎ

ａｆａｒｍｖｉｌｌａｇｅａｎｄａｍｉｌｌｔｏｗｎ，aredescribedinavividway、Ignorance，

poverty，ａｍｄｓａｄｈｕｍｏｒａｒｅｆｏｕｎｄｍｅｖｅｒｙｐａｇｅｏ（ｔｈｉｓｂｏｏｋａｎｄｔｈｅｒｅａｌ 

ｌｉｆｅｉｎｔｈｅSouththosedaysistobethoroughlyrealized・Undersuchcir‐

cumstancesthosepoorpeolearealmostalways（ullofenergy，whichis 

characteristicofthestory・

ＴｙＴｙｉｓｔｈｅｈｅｒｏｏｆｔｈｅｓｔｏｒｙｗｈｏｈａｄｂeenfranticallydiggingup 

hisfarmforgoldoverfifteenyearswithhissons，ＢｕｃｋａｎｄＳｈａｗ・

Themostinterestingcharacter,however,isWilLTyTy'sson-in･law・

Hewasworkinginacotton･millatScottsvillenearMarion，ｂｕｔｉｔｈａｓｂｅｅｎ 

ｓｈｕｔｄｏｗｎｗｉｔｈｔｈｅｗｏｒkerslockedoutayearandahalfWill'scandid 

behaviors，alittleinstinctive，aredepictedwithSouthernsocialproblems（or 

theirbackground・

Ａｇｒｅａｔｐａｎｉｃｗａｓｂｒｏｕｇｈｔｏｎｉｎｌ９２９ａｎｄｔｈｅｔｉｍｅｓｗｅｒｅａｔｔｈｅｉｒ 

ｗｏｒｓｔａｌｌｏvertbecountry・Ｍｏｒｅｔｈａｎｌ４,000,000workerswerethrown

2５ 



outofemploymentinearlythirties,ａｎｄjoblesspeopIedemonstratedevery・
ｗｈｅｒｅｉｎｔｂｅＵ.Ｓ・ｂｉｇcities，demanding，雨ＪｏｂｏｒＷａｇｅ１”Farmersunited
themselvesasweuasworkersandtriedtopreventtheirland-mortagefTom 
beingforfeited、Inl932thepeopleelectedFmnklinD・RooseveItasPres‐

ident，notHooverwhowasfirstmakingmuchoftakingpropermeasures 
fOrthereliefofbigbusinesses･ 

God'sLijZﾉｅＡｃｒｅｗａｓｗｒｉｔｔｅｎｊｕｓｔａｂｏｕｔｔｈｉｓｔimewhenAmerican 
peoplewerea1mostinthedepthsofpoverty・

ＮｏｗｂａｃｋｔｏＷｉｌｌｈｅｉｓａｔｙｐｉｃａｌｍｉｌｌｗｏｒｋｅｒｉｎｔｈｅＳｏｕｔｈＨｅｉｓ 

ａｇｏｏｄ･naturedworkeranddoesnothesitａｔｅｔｏｍａｋｅａｄｖａｎｃｅｓｔｏｓｏｍｅ 

ｗｏｍｅｎｂｕｔｈｉｓｗｉｆｅ、Troublesoverafemaleandviolenceresulte。from

poverty，ignorance，ａｎｄcorruptionaredailyoccurences、Althoughheis
poisonedbythemjustｌｉｋｅｏｔｈｅｒｐｅｏｐｌｅｈｅｗｉｌｌｎｏｔｌｏｓｅｈｉsstoutmindof 

aworker・Ｈｅｉｓｉｎｔｈｉｓｐｏｉｎｔｑｕｉｔｅｄｉｆｆｅｒｅｎｔｆromtheothercharacters、

HereisrequiredthefurtherexaminaｔｉｏｎｏｆＷｉｌｙｓｗａｙｏ（life． 

（１）WillandCotton-mill 

ThemiI1whereｈｅｗａｓｗｏｒｋｉｎｇｈａｓｂｅｅｎｓｈｕｔｄｏｗｎｅｉｇhteenmonths、

ＷｈｅｎｈｅｋｎｅｗｔｈａｔｔｈｅＩｏｏｍ－ｗｅａｖｅｒｓｗerebeatenbecauseofstarvinginthe 
othermillsandthattheywereoperatingregularlyhestiffened，thinkingthat 
hehadtohelphisfriendsfindsomemeansofliving・Themanagementwas
carIyingalock･out・ＴｈｅothersmightbreakopenitssteeIbarreddoorsand

wreckthemachinery・ButhesaidresoIutelytotheothers．

碗Ｗｅｃａｎ'ｔｌｅｔａｎｙｂｏｄｙｇｏｉｎｔｈｅｒｅａｎｄｗｒｅｃｋｔｂemacbinery．．．”
ｑＧＷｈａｔｗｅｗａｎｔｔｏｄｏｉｓｔｏｇｏｉｎｔｈｅｒｅａｎｄｔｕｒｎｔｈｅｐｏｗｅｒｏｎ.” 

価I'ｖｅａｌｗａｙｓｂｅｅｎｉｎｆａｖｏｒｏｆｔｕｒｎｉｎｇｉｔｏｎａｎｄｎｅｖｅｒｓｈｕｔｔｉｎｇｉｔｏＩｆ
Ａｎｄｔhat'ｓｗｈａｔｌ'vetriedtotellthelocaL” 

Willeventalkedaboutturningonthｅｐｏｗｅｒｉｎｂｉｓｓｌｅｅｐａｔｎｉｇｈｔ・
ｆａｔｈｅｒＴｙＴｙｐｅｒｓｕａｄｅｄｈｉｍｉｎｖａｉｎｔｏｂｅａｗａｙｆｒｏｍｔｈｅｍｉｌＩａｎｄｔｏ 

ｂｉｍｄｉｇａｈｏｌｅｆＯｒｇｏｌｄｏｎｈｉｓｆａｒｍｂｅｌＯｒｅｈｅｇｏｔｈｉｓｈｅａｄｓｈｏｔｏｆｆ 

ＴｈｅｎｅｘｔｐａｓｓａｇｅｗillgiveanexactexplanationofWill'ｓmind． 

His 

heIp 

ｑｕＨｅｋｎｅｗｈｅｃｏｕＩｄｎｅｖｅｒｇｅｔａｗａｙｆｒｏmtheblue-Iightedmillsat 
nightandthebloody･lippedmenontbestreetandtheunresｔｏｆｔｈｅ 
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companytowns・Nothingｃｏｕｌｄｄｒａｇｈｉｍａｗａｙｆｒｏｍｔｈｅｒｅｎｏｗ・Ｈｅ

ｍｉｇｈｔｇｏａｗａｙａｎｄｓｔａｙａｗｈｉｌｅ，buthewouldberestlessandunhappy 

untilhecouldreturn.” 

Accordingtohiswife，Rosamond，ｈｅｉｓａｌｏｏｍ･weaverthroughand 

through，ａｎｄｔａｌｋｓａｂｏｕｔａｌｏｏｍｊｕｓｔｌｉｋｅｉｔｗａｓａｂａ卜ｙＨｅｃｏｕｌｄｎｏｔｂｅ

ｃｏｎｔｅｎｔｏｎａｆａｒｍ・

WhatisinterestingisthatWiuwon'ｔｒｅｌｙｏｎＡＦＬａｔａｌｌａｎｄａｂｕｓｅ 

ｔｈｅｍ． 

QWhatcanyoutellthatson-of･a-bitchAFL?Nothing1They're 

drawmgpaytokeepuslromworking.” 

ＩｔｃａｎｂｅｅａｓｉｌｙｕｎｄｅｒｓｔｏｏｄｔｈａｔＡＦＬcouldnotalwaysgivearightlead 

tothoseworkersasatradeunionworthｙｏｆｔｈｅｎａｍｅｗａｓｎｏｔｔｏｂｅｆｏｒｍｅｄ 

ｉｎｌ９20'S･ＡｓｆｏｒＡＦＬ，theywereonlysati3fiedwithnationalprosperity 

oftwentiesanddid、ottakeupapositiveattitudetowardgettinghigher

wagesltisclearthattheyweredisposedtoavoidanyStrike，ｗｈｉｃｈｉｓ 

ｓｈｏｗｎｉｎＷｉｌｌ'sbittercomplaint． 

碗Ｔｈｅｌｏｃａｌｄｒａｗｓｐａｙｆｏｒｓｉｔｔｉｎｇｏｎｔｈeirtailsontheplatformand

shakingtheirheadswhensomebodysaybsomethingaboutturningthe 

poweromThesons-of-bitches.” 

Theworkersandtheirfamilieswerestarvingastbeyweredrivenout 

ofthemilLThestatewasgivingoutyeastbecau3eeverybodyintheValley 

gotpeUagrafromtoomuchstarving、

Ｂｅｓｉｄｅｓｔｈｅｃｏｍｐａｎｙｗａｓｅａｇｅｒｔｏｅｍｐloygirlsbecausetheywould 

neverrebelagainsttheharderwork，ｔｈｅｌｏｎｇｅｒｈｏｕｒｓｏｒｔｈｅｃｕｔｔｍｇｏｆｐａｙ， 

Ａｎｄｒｅｎｔｆｏｒｔｈｅｃｏｍｐａｎｙｈｏｕｓｅｓｗｅｒｅstillcharged・

Willcouldnotholdhisanger． 

侭Ｔｈｅｍｉｌｌｃａｎ'ｔｇｅｔｕｓｂａｃｋｕｎｔｉｌｔｈｅｙｓｈｏｒｔｅｎｔｈｅｈours，orcutout

thestretchout，ｏｒｇｏｂａｃｋｔｏｔｈｅｏｌｄｐａｙ、’'1ｌｂｅｄａｍｎｅｄｉｆｌｗｏｒｋｎｉｎｅ

ｈｏｕｒｓａｄａｙｆoradollar-ten，ｗｈｅｎtheserichsons-of-bitcheswhoownｔｈｅ 

ｍｉｌｌｒｉｄｅｕｐａｎｄｄｏｗｎｔｈｅＶａＵｅｙｉｎfive-thousanddollarautomobiles.” 
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ＷｉｌＩｗａｓａｆｒａｉｄｆｏｒｆｅａｒｔｈｅｃｏｍｐａｎｙmightrunthemillwithanother 

operａｔｏｒｓａｎｄｇｅｔｏｕｔＷｉｌｌａｎｄｈｉｓｆｅＵｏｗｓ・Ｈｅｗｉｓｅｌｙｋｎｅｗｔｈａｔ厨ifthe

milleveroncegotstartedwithoutthemtheywouldn'ｔｈａｖｅａｃｈａｎｃｅｉｎｔｈｅ 

ｗｏｒ１ｄ，，、

SoWillresolvedthatthevwouldtakｅｔｈｅｍｉｌｌａｗａｙｆｒｏｍｔｈｅｃｏｍｐａｎｙ 

ａｎｄｔｕｒｎｏｎｔｈｅｐｏｌ八rerandrunitthemselves・Ｈｅｗａｓｐｒｅｐａｒｅｄｆｏｒｄｅａｔｈ

Ｈｅｃｏｕｌｄｎｏｔｓｉｔｓｔｉｌｌａｎｄｓｅｅｔｈｅｃｏｍｐａｎｙｓｔａｒｖｅｔｈｅｍｗｉｔｂａｄｏｕａｒ－ｔｅｎ 

ＯｎｔｈｅｄａｙＷｉｌｌｗａｓｇｏｉｎｇｔｏｅｎｔｅｒｔｈｅｍｉｌｌ，themanagementcalled 

togetherthreecarsofplain-clothesguardsfromthePiedmont・Ｎｏｔｏｎｌｙ

ｍｅｎｂｕｔｗｏｍｅｎａｎｄｇｉｒｌｓｗｅｒegatberingaroundtbecompanyfence・After

eighteenmonthsofwaiting，theythoughtthattherewouldagainｂｅｗｏｒｋｉｎ 

ｔｂｅｍｉｌｌ・

Ｔｈｅｍａｓsofmenwereexcitedlypouringthroughtheopeneddoorsand 

soontheyoccupiedthewholemilLButthemomenｔＷｉＵｔｕｒｎｅｄｏｎｔｈｅ 

ｐｏｗｅｒａｎｄｔｈｅｙｒａｎbacktotheiraccustomedpositions，ｈｅｗａｓｓｈｏｔｂｙ 

ａｇｕａｒｄ・

Suddenlytherewasasilenceandthemachinerystoppedrunningagain・

Ｈｉｓfriendsconfessedthattheydidn'ｔｋｎｏｗｗｈａｔｔｏｄｏｎｏｗＷｉｌｌｗａｓｎ'ｔany 

more･Ｍｅｎｗｅｒｅｗａｌｋｉｎｇｓｌｏｗｌｙｈｏｍｅｗａｒｄｕｐｔｈehilldiscouragedand 

injuredtoo，womenandgirlsbeginningtoleavewithtearsintheireyes・

ＷｉｌｌＴｈｏｍｐｓｏｎｉｎｄｅｅｄｗａｓａｍａｎｏｆｄｅｃisionandhadironnerves，ｂｕｔ 

ｈｅｍａｄｅｔｗｏｂｉｇｅｒｒｏｒｓ，ｆｏｒｗｈｉｃｈｂｅｌｏｓｔｈｉｓｌｉ(ｅａｎｄｏｎｌｙｃｏｕｌｄｇｅｔｈｉｓ 

ｆｅｌｌｏｗｓｔｏｐｌaｙａｐａｒｔｏｌａｍｏｂ 

Ｆｉｒｓｔ，nomatterhowweek-kneedAFLwereanｄｎｏｍａｔｔｅｒｗｈａｔａｎｔｉｐ‐ 

ａｔｈｙｈｅｈａｄｔｏｔｈｅｍ，ｉｔｗａｓｎｏｔｑｕｉｔｅｒｉｇｈｔｏｆｈｉｍｔｏｄｉｓｒｅgardthedecision 

ofthelocaLTheyhadvotedtoarbitrate、Secondly，ｂｅｄidnotrealize

whatitmeantthattlleworkersweregoingtooccupytheｍｉｌｌａｔａｌＬＨｅ 

ｄｉｄｎｏｔｅｖｅｎｔｈｉｎｋｉｆｔherewasanychanceforoccupyingit、Therewasno

clearprospect・Ｈｅｏｎｌｙｗｉｓｈｅｄｔｏｔｕｒｎｔｈｅｐｏｗｅｒｏｎ・

AlthoughWillThompson，agoodworker，reaIizedthattlIeyworkers 

needrisethemselvesagainsttheownersｏｆｔｈｅｃｏｍｐａｎｙ，ｈｅｃｏｕｌｄｎｏｔｈａｖｅ 

ａｄｅｅｐｖｉｅｗｏｆｏｒｇａｎizedlabororclassstruggle・Ｈｅｏｖｅｒ･estimatedone

man'ｓability、Ｈｅｌ】ａｄｔｏｒｅｌｙｕｐｏｎｔｂｅｓｔｒｅｎｇｔｈｏｆａｍａｓｓ・

Ｈｅｔａｌｋｅｄｈｉｓｗｉ(eabouthimselfonthenightbeforｅｌ１ｅｗａｓｋｉｌｌｅｄｗｉｔｈ 

ａｐｉｓｔｏＬ 
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,qButoverheTeintheValley，Ｉ'mWillThompson・Ｙｏｕｃｏｍｅｏｖｅｒ

ｈｅｒｅａｎｄｌｏｏｋａｔｍｅｉｎｔｈｉｓｙellowcompanyhouseandtbinkthatl'm 

nothingbutapieceofcompanyproperty・Ａｎｄyou'rewrongaboutthaL

too．Ｉ'mWillThompson．’'ｍａｓｓｔｒｏｎｇａｓＧｏｄＡｌｍｉｇｂｔｙＨｉｍｓｅＩ（ｎｏｗ,… 
” 

（２）WillandRosamond 

Rosamond，Will'swife，ｉｓＴｙＴｙ'sdaughter、ＳｈｅｉｓｋｉｎｄｔｏＷｉｌｌａｎｄ

ａｇｏｏｄｗｉｆｅ，whilehedoesnotshowhimRelfworthｙｏftbetrust、

Ｈｅｗｉｌｌｈａｖｅｈｉｓｏｗｎｗａｙｉｎｗｏｍａｎｈｕｎｔing・Ｏｎｃｅｈｅｗａｓｉｎｂｅｄ

ｗｉｔｈＤａｒｌｉｎｇＪｉＩｌ，Rosamond'ssisterandRosamondfiredapistolａｔｈｉｍｉｎ 

ａｎｇｅｒ・Thesceneisdescribedwithmuchhumor・Ｈｅｗａｓａｌｓｏｌｏｕｄｉｎｈｉｓ

ｐｒａｉｓｅｏfGriseldajustbeforehiswife・GriseldaisTyTy'sdaughter-m-law

andWillsometimesevendeclarestbathehadpromisedhimselftoget 

beautifulGriselda，Buck'swife，afterhesawfirst，untilｂｅｖｅｎｔｕｒｅｄｔｏｐｕｔ 

ｉｔｉｎｐｒａｃｔｉｃｅ 

ｌｔｉsstrangethatthoseyoungwomenshoｕｌｄｂｅｗｉｌｌｉｎｇｔｏｌｉｅｎａｋｅｄｂｙ 

Ｗｉｌ1．０nereasonhewassoattractivetotheｍｗａｓｔｈａｔｈｅｋｎｅｗｗｈａｔｔｈｅｙ 

ｒｅａＵｙｗａｎｔｅｄａｎｄｔｌ１ａｔｈｅｃｏｕｌｄｇｉｖｅａstraight(orwardanswer，ｏfwhichthe 

conversationbetweenTyTyandGriseldaafterWill'ｓｄｅａｔｈｗｉｌｌｇｉｖｅａｖｉｖｉｄ 

ａｃｃｏｕｎｔ． 

厨０fcourseyouknow-thesethingsabouｔｗｈａｔａｍａｎｗｏｕｌｄｗａｍｔｏ

ｄｏｗｈｅｎｈｅｓａｗｍｅ.” 

厨Ｉｒｅｃｋｏｎｌｄｏ・Ｍａｙｂｅｌｄｏｋｎｏｗｗｈａｔｙｏｕｍｅａｎ．
” 

側ＹｏｕａｎｄＷｉｌｌｗｅｒｅｔｈｅｏｎｌｙｌｎｅｎｗｈｏｅｖｅｒｓａｉｄｔｈａｔｔｏｍｅ，Ｐａ・Ａｌｌ

ｔｈｅｏｔｈｅｒｍｅｎｌ'ｖｅｋｎｏｗｎｗｅｒｅｔｏｏ－Ｉｄｏｎ'tknowwhattosay-they 

didn'ｔｓｅｅｍｔｏｂｅｍｅｎｅｎｏｕｇｈｔｏｈａｖｅｔｈａｔｆｅeling-theywereｊｕｓｔ］ike 

a1ltherebt・ＢｕｔｙｏｕａｎｄＷｉｌｌｗｅｒｅｎ'tlikethat・Ａｗｏｍａｎｃａｎｎｅｖｅｒ

ｒｅａｌｌｙｌｏｖｅａｍａｎｕｎlesshe'slikethat.” 

Ｗｉｌｌｗａｓａ轍ｒｅａｌｍａｎａｎｙｗａｙｔｏｔｈｏｓｅｙｏｕｎｇｗｏｍｅｎｔｈｏｕｇｈｈｅｗａｓ
Ｐｐ 

ｎｏｔｓｏｂｉｇｏｒｓｔｒｏｎｇ・ＴｈｅｗａｙｈｅｌｏｏｋｅｄｔｈａｔＩｎａｄｅｈｉｍｄｉfferentfromthe

otherswasqohowhewasmadeinside”accordingtoTyTy・侭Willcould

feelthings.” 

RosamondIovedthisqqrea］man”withallherheart・Ｓｈｅｗａｓｖｅｒｙｏｆｔｅｎ

ｗｏｒｒｉｅＪｂｖｈｉｓｐｏｓitiveattitudetowardDarlingJillandGriselda，ａｎｄｉｔｓｏ 

２９ 



happenedthatherippedGriselda'sclothesfromherbeforehiswife,ａｎｄｄｉｄ 
ｗｈａｔｈｅｈａｄｂｅｅｎｗａｎｔｉｎｇｔｏｄｏ、ＡｎｄｙｅｔｏｎｔｈｅｎｉｇｈｔｂｅｆｏｒｅＷｉｌｌｅｎｔｅｒｅｄ
ｔｈｅｍｉｌｌｓｈｅｆｅａｒｅｄｉｆｈｅｗａｓａｌｌｒightasshefeltsomethingthatsounded 
strangeinhisvoice・Ｏｎｔｈｅｎｅｘｔｍｏｒｎｉｎｇｓｈｅｋｎｅｌｔｏｎｔｈｅｆloorathisfeet，
puttinghisｓｈｏｅｓａｎｄｓｏｃｋｓｏｎｈｉｓｆｅｅｔａｎｄｓａｗｈｉｍｔｏｔｈｅｄｏｏｒ， 

Rosamond，withGriseldaandDarlingJill，ｗａｓａｍｏｎｇｔｈｅｃｒｏｗｄｏｆ 
ｗｏｍｅｎａｎｄｃｈｉｌdrenwildlyexcitedoutsidethecompanyfence・Ifthe
machinerystartedrunning，theywouldhavesomethmgbesidefat･backand 
RedCrossflour・Shewasseekingafterthefigurｅｏｆｈｅｒｈｕｓｂａｎｄａｍｏｎｇ
ａｓｕｒｇｅｏｆｃｌｏｓelypressedbodies･Ｗｈｅｎｓｈｅｈｅａｒｄｔｈｅｏｔｈｅｒｗｏｍｅｎｃｒｙｍｇ， 
偲Let'shearthemachinery，ＷｉｌｌThompson・Ｔｕｒｎｔｈｅｐｏｗｅｒｏｎ."，shewas
verymuchproudofWill． 

ＱＳｈｅｗｉｓｈｅｄｔｏｃｌｉｍｂｕｐｈｉｇｈａｂｏｖｅｔｈｅｍａｓｓｏｆｃｒｙｌｎｇｗｏｍｅｎａｎｄ 
ｓｈｏｕｔｔｈａｔWillThompsonwasherhusbandShewishedtohaveallthe 
peoplethereknoｗｔｈａｔＷｉｌｌＴｈｏｍｐｓｏｎｗａｓｈｅｒＷｉｌＬ” 

Ｂｕｔｔｏｈｅｒｇｒｅａｔｓｏｒｒｏｗｔｈｅｒｅｐｏｒｔｏｆａｓｈｏｔｐｕｔａｎｅｎｄｔｏｈｉｓｌｉｆｅａｎｄ 
ｉｎａｍｏmentshefoundherselfWiUThompson'ｓｗｉｄｏｗ、

Shestillcouldnotpossiblybelievｅｔｈａｔｈｅｗｏｕｌｄｎｏｔｃｏｍｅｔｏｌｉｆｅａｎｙ 
ｍｏｒｅｅｖｅｎｗｈｅｎｓｈｅｓａｗｈｉｓｌｉｍｐｂｏｄｙ・Rosamondthoughttoherselfwhile
shewaswatchingherhusbandbeingpuｔｉｎｔｏｔｈｅambulance・ｑＱＨｅｗａｓ
ＷｉｌｌＴｈｏｍｐｓｏｎｎｏｗ、Hebelongedtothosebare-backedmenwithbloody
lips・HebelongedtoHorseCreekVaUeynow.”
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精神適性および歎休適性よりzLた学校d型冬団の爽証的研究

蔦沼湖沼脈（ViWiiﾘＩＤＩﾆおける湖沼堆蔵泥の色と珪藻逝骸の噸脚迭
とんと昔党;ＩＦ

宰
肋
仁
労

池本

丹羽

渡辺

中川

ｌ
、
Ｉ
ｌ

Ⅲ
叩
派
側

第２集（1959）７２JＴ

自由民樅皿助と,1ﾘ1鮴ＩｌｌＩ題一とくに大阪11:件}こついて－ｌｌｌ塚’ﾘ］
「家庭経f'1」の指源にあたって消水歌
遜〕}におけるﾘﾐ験．観察投能の評価について次ｍ・佐藤・渡辺・鰡紗i:・竹村
「山城国剛歌九締」について－中世末期歌嗣の一悲鎌一橘雌ニ
ジィソ．Ｌ・チ.1.イルズの救育思想一「教育と道徳」を'''心に－三弦鰹逃

第３集（1960）ＯＩＩＴ

体育{ﾆおげる男女鑑の研究

その１．体fr的禰励のｿﾞﾐ際場面iこおける男女鐘の典誠的研究

糸結びテストにI1Lら,}し為指先の器用さの年令的充jLについて

，矧交生の”iTj4MIEｿj'二lN11-るIil1lffとそのラザ察

Ｍｉｌｌｌ－Ｉ１１１ 

膝沢キミエ・太lnハ子

l1iii・'11西・「''1寸・州Ⅱ・'1111

第４集（l96D100r［

郡111金魚雄；M【池にISIﾅ６水色の発現機雛と金魚の生廠

２，種触池に４１虫i旨さｺﾞLるプランクトンの$IWIi

国学と民俗学との接点一宇jl:可道の民僻研究を''１，Lに－

ImHgismにおけるlmKlgeの特虹

同校数学において鯉合の-鞍えをどのよう'二とり入れるべきか

幾何と表BAcDllMMLj

中学生の1,1i礎的ﾉjt純技術（まつりぐけ）の猫世について

当ﾄｌｌＩ１・IMZi1tのＹ(;テスト結果について

極合語の形犬について＝Mi折形式との比較にJ:為一

渡辺仁論

奥行近夫

中西瀧二

樋口忠i1li・笠野jlf夫

香川・岡１１１.勝ｉ１Ｉ

ｉｌＶ水・藤沢・太111

1iii叩,Will1.1,1i水ｍｆＩｌ

ｌｌ１１Ｉ蝿二

第５集（1962）541T

SpellingのＥｒｍｒ爵とその紀臆法

向校ﾉkにおける学友関係のツミ証的研究

その1．本校生の悩朶における学友関係の一考鱗

その2．木佼ﾉﾋの学友関係の巽態に関する一汚湶

その3．本校生の学友関係の雄団場面`二DMする一考察

「今昔物禰ｌ１Ｓｊと「像'緬HHI脳」との関係(-）

中ｉｌＩｉ轆二

樅１１１－.『U；

ＩｉＩｉｌＩＬ 



第６架（1964）８８Y〔

数学科学1W折導の効果的な方法について（雛－１１１）

ＣＢＡ化学コースの実践研究について

微速度搬彫法を通して几た生物現鎮

木居宣長の政治論

国語学力評定におけ為審倒テストの妥当性についての一調武

高校生の文琿理解能力に関する調在とその考察

数学Ｔ}

中付譲

森井突

奥弁近失

中両昇

国藤科

第７染（1965）８４r〔

ＣＢＡ化学コースの実践研究について（鮒二報）鯛力学榎念指琢の試糸中村羅

勝法、とくに惟悶法についての一考衆ＡＬ；ｉⅢ玄敏

岡佼運動部,,![J１に股け為りgii,;的研究横ｌｊＩ－Ｈ'；

中学校における鋤H製作指導に関する一考察蔭ｉ}（きzLえ

簡佼生の文学作品の理解についてのilMffとその考察弁[】1．小谷．武部．中西．野狐．'1｣ロ

第８染（1966）７ｈ１ｉｒ

ＴＨＥＳＴＵＤＹＯＦＳＰＯＲＴＣＬＵＢＳＡＴＳＣＨＯＯＬＩＮＪＡＰＡＮ 

ＢＳＣＳのｿ鋤'二ついて（(’1評価）

「高村光大ｌ１Ｉｊ」ノート

ロ

雌
森
井

ｃ
 

▽
１
 Yokoyama 

ル実

ｌｌｌＭｆ￣Ｐ 

第９薬（1967）６２T〔

１１１村の巨ﾉ〈HMIIJ化に対す；K)適応一Ｉｌｉ１ｌ【'111地の野氾)Ⅱ村の場合一

致学Iこ於ける抽繁住と記ｌｊ化{こついての一考察

祈Ｌい地学紋行のめざすもの

ＡＲＥＰＯＲＴ（)ＮＴＩｌＥＩ２ＮＧＬＩＳＨＴＥＸＴＢＯＯＩ<Ｓ（)Ｆ 

ＴＨＥＳ()ＶＩＥＴＵＮＩＯＮ 

鯨臓外「雁」の表現

作文の推講iこおける段滞の鯵ＩＥ－１ｌ１準二年の悠想文についての;lﾂﾞ察一

野
好
鴎

N 

IlI 

lM） 

京
噸
玄

十
拾
敵

IchirohYoshioka 

亀ノド雅可

小絆稔

研究紀要発行風だ

１．本誌は本校における教育の理給方法に１Nける各iMiの研究と,Ｉ銭の成鵬を発表するため'二発行される、

２．年】Ｍ、１１ﾉ1に発行する．

３．発行人は`雅佼１２と十る゜

4．発行所は木校内におき、研究iiHl鍼ｌが紬ｌｌ３・発行のｿﾞﾐWiにあたる．

5．木雛は全国各大学附属学校・奈良県の禰瀞学校および諺k校数官に配布される。

６．本,;k発行に要する経１１１<(ま、｜'(lYItで寵かな}つれる。



田
凹
の
愛
撫
（
佐
藤
春
夫
〕

彼
の
あ
る
か
無
い
か
の
知
識
の
な
か
に
、
師
と
い
う
も
の
は
二
十
年
目
く
ら
い
に
や
っ

と
成
虫
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
つ
か
ど
こ
か
で
、
多
分
農
学
生
か
だ
れ
か
か
ら

聞
き
闘
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
を
思
い
出
し
た
。
お
お
、
こ
の
小
さ
な
虫
が
、
た
だ
一
画

に
離
鳴
鯏
騒
と
呼
ば
れ
て
い
る
ほ
ど
、
人
間
に
は
無
懲
味
に
見
え
る
一
生
を
す
る
た
め

に
、
彼
凹
身
の
年
令
に
ほ
と
ん
ど
近
い
ほ
ど
の
年
を
綴
て
い
よ
う
と
は
／
そ
う
し
て
彼
ら

2３ ２２２１２０１９１８１７１６エ５１４１３１２１１１０９８７６５４３２１

工
脇
よ
り
（
大
正
十
三
年
）

し
き
り
に
桜
の
枠
を
い
そ
ぎ
の
ぼ
る
蝉
は
止
ま
り
て
な
き
は
じ
め
た
り

な
き
か
け
又
な
き
な
ほ
十
染
ん
象
ん
の
あ
か
る
き
か
な
や
必
死
の
う
た
は

鴨
一
き
を
は
る
と
す
ぐ
飛
び
立
ち
象
ん
ふ
ん
は
夕
日
の
走
煮
に
ぶ
つ
か
り
に
け
り

い
つ
し
ん
に
な
き
ど
よ
も
せ
ぱ
袋
も
て
採
る
劇
に
な
れ
ず
釦
の
腹
を
見
る

子
供
輔
に
節
を
分
け
て
も
ら
ひ
た
り
う
れ
し
く
て
な
ら
ず
夕
め
し
く
ふ
に
も

ぢ
り
ぢ
り
と
き
し
る
蝉
の
音
す
柔
ゆ
け
ば
耳
に
き
こ
え
ず
た
だ
空
に
満
つ

天
上
に
ひ
び
き
ど
よ
し
す
輿
の
日
の
歌
の
う
た
ひ
手
さ
ぴ
し
き
小
節

だ
し
ぬ
け
に
お
ち
と
脚
立
て
ま
た
黙
る
か
な
し
き
鄭
よ
髄
の
中
の
即

生
き
の
身
の
き
た
な
き
と
こ
ろ
ど
こ
に
も
な
く
乾
き
て
か
ろ
き
こ
の
油
鄭

乎
に
と
れ
ば
飛
ぼ
う
と
も
せ
ず
の
ろ
の
ろ
と
手
の
ひ
ら
癖
く
あ
る
き
雀
は
る
即

ど
こ
に
口
が
あ
る
か
わ
か
ら
ぬ
こ
の
節
に
何
を
あ
た
へ
ん
あ
た
ふ
る
も
の
な
し

つ
つ
さ
と
く
手
に
は
ふ
小
節
ち
ぢ
と
な
き
た
ち
ま
ち
飛
び
て
汗
空
に
入
る

飛
び
た
つ
と
き
吾
が
手
を
綾
き
て
ゆ
き
し
姉
の
足
の
力
の
志
ら
れ
な
く
膜

小
刀
を
象
な
研
ぎ
を
は
り
夕
闇
の
う
ご
め
く
か
げ
に
靴
彫
る
わ
れ
は

羽
を
彫
り
収
だ
熊
を
ほ
れ
ば
木
の
師
も
じ
っ
と
息
し
て
夕
闇
に
は
ふ

じ
っ
と
し
て
こ
れ
や
』
』
の
木
の
朽
つ
る
藍
で
木
ぼ
り
の
蝉
は
あ
り
経
と
す
ら
ん

ち
ひ
さ
ぎ
虫
に
は
あ
れ
ど
わ
れ
よ
り
も
命
な
が
し
と
ば
し
ぎ
わ
が
柳

疋
燈
に
あ
て
て
木
蝉
を
わ
が
見
れ
ば
見
れ
ど
も
鉋
か
ず
虫
け
ら
の
節

ひ
っ
そ
り
と
翼
を
さ
め
て
ゐ
る
即
の
っ
ぽ
さ
手
ず
れ
て
や
や
光
り
た
り

鶏
を
と
ぎ
木
を
き
り
居
り
と
象
づ
か
ら
の
心
に
知
り
つ
く
た
び
れ
に
け
り

栓
の
香
部
屋
に
欧
き
熟
ち
切
出
の
刃
さ
き
夏
の
雨
ひ
か
り
た
り

三
角
の
木
ぎ
れ
手
に
持
ち
墨
訂
ぎ
て
い
と
し
き
も
の
か
柳
の
限
を
黙
れ
ば

昭
和
二
十
一
年

太
田
村
山
ロ
山
の
山
か
げ
に
稗
を
く
ら
ひ
て
蝉
彫
る
わ
れ
は

の
命
は
わ
ず
か
に
数
日
’
一
一
日
か
三
日
か
一
週
側
で
あ
ろ
う
と
は
／
自
然
は
い
っ
た
い
、

何
の
つ
も
り
で
こ
ん
な
も
の
を
造
り
出
す
の
で
あ
ろ
う
。
い
や
い
や
、
こ
ん
な
も
の
と
賞

っ
て
た
だ
鰍
ば
か
り
で
は
な
い
。
人
間
を
。
彼
自
身
を
？
神
が
創
造
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
こ
の
自
然
は
恐
ら
く
出
た
ら
ぬ
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
し
て
出
た
ら
め
を
出
た

ら
め
と
気
付
か
な
い
で
解
こ
う
と
す
る
時
ほ
ど
、
そ
れ
が
神
秘
に
見
え
る
時
は
な
い
の
だ

か
ら
。
い
や
い
や
、
何
も
分
か
ら
な
い
。
そ
う
だ
、
た
だ
こ
れ
だ
け
は
分
か
る
Ｉ
師
は
は

か
な
い
、
そ
う
し
て
人
川
の
雄
弁
な
代
瀧
士
の
一
生
が
釦
で
ば
な
い
と
、
だ
れ
が
葛
お
う

》て□

師
（
堀
口
大
学
）

ワ
Ⅱ
フ
ォ
ン
・
プ
ー
ズ
の
寓
話
。

さ
て
こ
れ
瞳
わ
た
く
し
の
愚
畷
・

郷
が
ゐ
た

夏
汚
ゅ
う
歌
ひ
く
ら
し
た

秋
が
来
た

困
っ
た
、
困
っ
た
、

（
教
訓
）

そ
れ
で
よ
か
っ
た

腿
の
姉
（
伊
東
静
雄
）

旅
か
ら
か
へ
っ
て
熟
る
と

こ
の
腿
に
は
こ
の
庭
の
蝉
が
鳴
い
て
ゐ
る

お
れ
は
な
に
か
詩
の
や
う
な
も
の
を

醤
き
た
く
忠
ひ

紙
を
の
べ
る
と
、

水
の
や
う
に
平
明
な
幾
行
も
が
出
て
来
た

そ
し
て

お
れ
は
醤
か
れ
た
も
の
を
虚
へ
椹
し
て

不
意
に
そ
れ
と
ま
る
で
拠
様
な

『
砿
前
生
の
お
も
ひ
と

か
す
か
な
め
ま
ひ
を
と
も
な
ふ
吐
筑
と
で

邸
を
き
い
て
ゐ
た
。

3３ 



一苣二
￣ 

人
の
柑
子
に
と
童
っ
て
噸
く
。

あ
ん
ま
り
取
り
い
い
即
な
の
で

子
供
も
瓢
を
ほ
し
が
ら
な
い
。

凪
は
人
の
眼
の
前
で

で
ん
ぐ
り
が
へ
し
を
う
つ
た
り
す
る
。

夕
日
に
ぎ
ら
ぎ
ら
光
り
な
が
ら

小
鳥
を
く
は
へ
て
畑
を
通
る
。

部
落
の
人
は
兎
も
と
ら
ず
典
も
と
ら
ず
、

鰯
コ
は
家
族
と
同
舗
で

お
ん
な
じ
屋
摸
の
下
に
ね
る
ｃ

お
れ
も
ぼ
ん
や
り
こ
こ
腰
勝
る
が

ま
っ
た
く
只
で
住
ん
で
ゐ
る
。

山
の
と
も
だ
ち

山
陰
友
だ
ち
が
い
っ
ぱ
い
ゐ
る
。

友
だ
ち
は
季
節
の
流
れ
に
身
を
主
か
せ
て

や
っ
て
来
た
り
別
れ
た
り
。

カ
ッ
ョ
ー
も
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
も
、
ツ
ッ
ド
リ
も

も
う
口
さ
や
う
な
ら
“
を
し
て
し
ま
っ
た
。

セ
ミ
は
ま
だ
ゐ
る
、

ト
ン
ボ
は
こ
れ
か
ら
、

愛
ら
な
い
の
は
ウ
グ
イ
ス
、
キ
ツ
ツ
キ
、

ト
ン
ビ
、
〈
ヤ
プ
サ
、
（
シ
プ
ト
ガ
ラ
ス
。

兎
と
狐
の
常
述
の
ほ
か
、

こ
の
ご
ろ
で
は
マ
ム
シ
の
家
族
・

マ
ム
シ
は
い
い
匂
を
さ
せ
な
が
ら

小
雌
の
ま
ば
り
に
わ
ん
さ
と
ゐ
て
、

わ
た
し
が
踏
ん
で
も
怒
ら
な
い
。

栗
が
そ
ろ
そ
ろ
よ
く
な
る
と
、

ド
ン
グ
リ
ひ
ろ
ひ
の
熊
さ
ん
が

う
し
ら
の
山
か
ら
下
り
て
く
る
。

金
毛
日
足
の
狐
さ
へ

真
珠
湾
の
Ⅲ

宜
枇
布
告
よ
り
も
さ
き
に
Ⅲ
い
た
の
は

〈
ワ
イ
辺
で
収
が
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
だ
。

つ
ひ
脛
太
平
洋
で
戦
ふ
の
だ
。

詔
勅
を
き
い
て
身
ぶ
る
ひ
し
た
。

こ
の
容
胎
な
ら
画
蜂
間
に

魁
の
弧
脳
は
ラ
ソ
ピ
キ
に
か
け
ら
れ
、

昨
日
は
遠
い
背
と
な
り
、

遠
い
背
が
今
と
な
っ
た
。

天
蝿
あ
や
ふ
し
。

た
だ
此
の
一
縦
が

型
の
一
切
を
決
定
し
た
。

子
供
の
時
の
お
ぢ
い
さ
ん
が
、

父
が
母
が
そ
こ
に
魁
尤
。

少
年
の
日
の
家
の
雲
霧
が

都
邑
一
ぱ
い
に
立
ち
こ
め
た
。

私
の
耳
は
祖
先
の
声
で
充
た
さ
れ
、

陛
下
が
、
陛
下
が
と

あ
へ
ぐ
意
戯
が
肱
い
た
。

身
を
す
て
る
ほ
か
今
は
な
い
。

陛
下
を
主
も
ら
う
。

時
を
す
て
て
狩
を
卿
か
う
。

記
録
を
棚
か
う
。

同
胞
の
荒
廃
を
出
来
れ
ば
防
が
う
合

泓
は
そ
の
夜
木
型
の
大
き
く
光
る
駒
込
台
で

た
だ
し
ん
け
ん
に
さ
う
忠
ひ
つ
め
た
。

恥
か
し
が
り
や
の
月
の
輪
ば

つ
ひ
に
わ
た
し
を
鋤
Ⅲ
し
な
い
。

角
の
小
さ
い
カ
モ
シ
カ
は

か
ば
い
さ
う
に
も
毛
皮
と
た
っ
て

わ
た
し
の
背
中
に
冬
は
の
る
。
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朝
迂
柔
の
開
け
き
Ⅱ
ざ
め
左
し
げ
り
（
抑
）

ふ
る
さ
と
や
松
に
苔
づ
く
師
の
こ
ゑ
（
〃
）

か
た
か
げ
や
と
く
さ
つ
ら
な
る
郷
の
か
ら
？
〉

山
ぜ
柔
の
消
え
ゆ
く
と
こ
ろ
幹
向
し
（
軽
井
沢
）

あ
き
せ
熟
の
肌
る
熟
向
い
て
唖
か
江
（
伏
師
）

す
で
に
生
気
な
し
と
、

た
だ
よ
り
侭
き
迎
命
の
下
に

そ
の
染
ち
び
き
に
従
ば
ん
と
す
る
た
め

ペ
ン
は
命
の
終
ま
で
持
ち
つ
づ
け
る
の
だ
。

何
を
童
よ
ふ
の
だ

何
も
用
も
な
い
の
椹
遮
る
の
だ
。

ペ
ン
と
剣

剣
も

銃
も

取
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
は
り

運
命
は
一
木
の
ペ
ン
を
あ
だ
へ

銃
と
剣
の
か
は
り
に
せ
侭
と
命
じ
た
。

遡
命
は
そ
れ
で
生
き
る
こ
と
を
会
押
さ
せ

復
聾
と
虚
偽
を
叩
き
こ
ば
す
こ
と
を
教
へ
た
。

し
か
も
そ
の
ペ
ン
さ
へ
も
Ⅲ
た
る
つ
こ
ぐ

緬
り
な
い
と
忠
ふ
こ
と
ば
や
め
ｋ
う
、

こ
の
ペ
ン
を
ま
も
る
こ
と
は

己
を
ま
も
り
つ
づ
け
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
す
て
て
生
き
ら
れ
な
い
。

こ
れ
よ
り
外
に
武
器
は
且
当
ら
な
い
。

股
後
の
簸
後
ま
で
排
ら
つ
づ
け

ま
も
り
続
け
る
も
の
は
ペ
ン
よ
り
外
追
な
い

い
ふ
な
か
れ

左
や
象
に
映
え
ず
ふ
と
こ
ろ
に
か
へ
り
て

い
と
も
静
か
に
又
眠
り
ゆ
く
。

岡
鯉
同
馴

ｌ
酒
は
回
を
む
す
ん
で
粘
土
を
い
ぢ
愚
．

ｌ
極
悪
子
は
ト
ソ
ヵ
ラ
機
を
織
る
．

ｌ
鼠
は
燃
應
こ
信
れ
龍
南
京
一
興
を
耽
り
膳
来
る
．

ｌ
そ
れ
惣
微
が
蝋
取
り
す
る
．

ｌ
”
『
零
リ
は
物
干
し
綱
嶋
灘
轌
騎
ぐ
．

Ｉ
蝋
と
，
蜘
蛛
瞳
三
段
飛
．

Ｉ
か
け
た
手
拭
は
ひ
と
り
で
じ
や
れ
る
．

１
１
郵
便
物
が
が
ち
や
り
と
落
ち
る
。

ｌ
艤
叶
は
ひ
る
ね
．

ｌ
鋏
戒
も
ひ
る
ね
．

Ｉ
芙
蓉
の
業
は
霄
醤
蘂
ら
す
．

ｌ
づ
し
ん
と
小
さ
潅
地
塵
。

汕
師
を
伴
奏
に
し
て

こ
の
一
群
の
同
楼
何
孤
の
上
か
ら

子
午
線
の
大
火
団
が
ま
っ
さ
か
さ
ま
膳
が
つ
と
照
ら
す
。

（
夜
明
け
の
か
な
か
な
に
）

夜
明
け
の
か
な
か
な
に
起
さ
れ
た
。

限
を
つ
ぶ
っ
て
き
い
て
ゐ
る
と
、

水
色
の
、
青
磁
色
の
、
雨
過
露
天
の
、

あ
く
ま
で
透
明
の
、
あ
く
ま
で
一
途
の
、

又
う
つ
さ
う
と
蹄
い
ほ
ど
Ｗ
々
し
た

あ
の
土
川
波
の
の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い

積
極
無
近
の
夏
が
ぶ
ん
ぶ
ん
匂
っ
て
来
た
。

瓦
あ
ば
れ
生
き
て
な
く
も
の
木
な
の
Ⅲ
（
又
）

昼
深
き
春
即
の
町
に
入
り
に
け
り
（
春
師
）

１１１ 
の
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擬
そ
染
ち
（
日
本
英
鰭
）

Ⅱ
胆
な
っ
た
、

明
け
が
た
の
四
時
に
は
も
う
こ
と
し
の

初
の
蝉
が
遠
方
で
鳴
い
た
、

そ
の
声
は
明
け
方
の
い
ら
を
祷
か
し
た
、

供
の
脳
の
ほ
そ
ふ
ち
左
と
ほ
り

よ
ろ
こ
び
の
曲
を
魁
き
忘
れ
て
行
っ
た
、

兇
な
れ
聞
き
な
れ
た
曲
で
は
あ
る
が

か
く
て
（
昭
和
詩
築
）

鄙
は

お
の
れ
死
な
む
こ
と
を
知
ら
ず

い
く
ら
Ⅲ
い
て
も

あ
き
る
こ
と
の
な
い
錦
の
歌
、

ち
っ
と
も
な
っ
て
ゐ
な
い
歌
だ
が

明
け
が
た
の
僕
の
眼
左
さ
室
し
た
。

潴
尻
を
う
ご
か
し

羽
根
を
ゆ
す
ぶ
る
初
抑
は
僕
か
ら
逝
り
抜
け

世
界
の
樹
木
を
亙
っ
て
行
っ
た
。

た
だ
に
鳴
き
や
ま
ざ
る
こ
と
を

あ
ば
れ
と
や
わ
れ
ら
い
ふ
な
ら
ん
。

郷
は

川
き
て
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く

郭
（
嗜
叩
濃
詩
築
）

此
処
は
奉
天
の
梁
や
こ
な
り
。

此
処
こ
そ
ば
奉
天
と
い
へ
る
な
り
ご

瀞
馬
耶
は
だ
ん
だ
ら
の
幌
を
か
け

か
く
て
死
に
ゆ
け
り
。

「
あ
ば
れ
こ
の
下
に
ね
む
れ
る
即

そ
の
生
泄
を
も
て
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く

歌
ひ
お
ぼ
れ
し
と
召
ふ
」

生
け
る
鮎

川
ざ
と
の

古
り
た
る
家
に

Ⅲ
さ
れ
ば

凱
卿
ざ
茶
店

い
と
な
柔
に
け
り

師
な
け
ば

蝉
も
鰯
し
き
山
ざ
と
の

す
ず
し
き
録
に

我
は
憩
ひ
つ

幌
の
上
に
柳
の
と
倉
り
て

じ
い
い
と
い
き
け
り
。

形
小
さ
き
満
洲
の
即
は
も

じ
い
い
と
は
鳴
き
け
り
。

わ
れ
は
満
洲
の
邸
を
頬
に
あ
て

師
と
な
腱
ご
と
を
か
騒
ぎ
炎
は
さ
ん
と
十
○

釦
の
苫
葉
を
側
か
ん
と
ば
せ
る
な
り
。

抱
け
る
強
を
そ
と
趣
け
ば

や
や
あ
り
て
企
の
ひ
と
み
を
ひ
ら
き

も
の
う
げ
脛
散
り
ゆ
く
も
の
を
映
し
た
り
。

雄
の
お
も
て
に
は
ひ
か
り
た
く

お
う
し
い
つ
く
し
、
法
師
師
、

剣
糸
ぢ
か
に
喘
ぎ
立
つ
る
賎
は
し
さ
も

は
た
と
ぱ
か
り
に
止
薙
た
り
。

愛
猶
（
青
き
魚
を
釣
る
人
）

抱
か
れ
て
ね
む
り
落
ち
し
ば

な
や
め
る
猫
の
ひ
ろ
す
ぎ
。

3０ 



参
考
資
料

抑
頃
（
定
本
よ
り
）

い
づ
こ
と
し
な
く

し
い
い
と
せ
糸
の
聴
き
け
り

は
や
帥
醐
と
な
り
し
か

せ
率
の
子
と
ら
へ
む
と
し
て

熱
き
叉
の
砂
地
ふ
梁
し
子
は

空
と
屋
根
と
の
あ
な
た
よ
り

し
い
い
と
せ
染
の
な
き
け
り

あ
さ
ぜ
難
〔
、
）

ま
だ
日
の
あ
た
ら
ぬ
間
に
刺
釧
が
崎
い
て
ゐ
る
。

違
い
森
の
奥
、
ど
こ
か
幽
避
永
世
か
ら
Ⅲ
え
る
や
う
で
あ
る
，

あ
さ
ぜ
染
の
喘
ぐ
の
を
聞
き

乳
母
車
を
押
し
な
が
ら
私
は
散
歩
し
て
ゐ
る
。

な
つ
の
あ
ば
れ
膳

い
の
も
熟
ぢ
か
く

熟
や
こ
の
街
の
遠
く
よ
り

け
ふ
い
づ
こ
に
あ
り
や

光
太
郎
と
卯
腿
と

光
太
郎
と
犀
星
と

ど
ち
ら
も
偉
い
詩
人

ど
ち
ら
の
詩
も
心
を
ゆ
さ
ぶ
る

そ
れ
ぞ
れ
遮
っ
た
心
の
罪
線
を
か
き
な
ら
す
。

師
し
ぐ
れ
き
上
な
が
ら

二
人
の
詩
を
よ
ん
で
、

た
わ
ご
と
書
い
て
・
・
・
…

天
上
の
お
二
人

哲
笑
な
さ
ら
な
い
で
下
さ
い
。
（
一
六
六
八
鋸

〆へ

‐｣● 

’、

六

八
年
又
一’

ひ
ぐ
ら
し
の
う
だ
（
動
物
沸
雛
）

あ
ん
な
い
い
声
が
ど
こ
か
ら
出
る
の
だ
ら
う
、

う
す
い
セ
ロ
フ
ァ
ン
の
羽
捜
か
ら

世
界
一
の
音
楽
が
は
じ
ま
る
。

揃
抑
も
な
け
れ
ば
、

伴
奏
調
も
な
い
の
椹

朝
と
夕
方
程
は

す
ば
ら
し
い
夏
の
歌
が

は
じ
ま
る
、

ひ
ぐ
ら
し
が
鳴
く
と

小
典
た
ち
も

し
ば
ら
く
鴨
き
や
ん
で
し
童
ふ
、

あ
ん
ま
り
い
い
声
な
の
で

小
鳥
た
ち
は
は
づ
か
し
ぐ
な
る
の
だ
ら
う
。

石
向
く
寂
し
い
ふ
る
さ
と
の
川
辺
の
土
手
の
上
、

こ
れ
が
自
分
の
姿
で
あ
る
か
？

土
手
か
ら
見
え
る
も
の
は
花
全
た
る
砿
の
風
紫
ば
か
り
だ
、

そ
の
瓜
衆
の
采
に
見
え
る
も
の
は
山
と
山
と
の
並
拙
。

け
ふ
も
郷
の
鴨
汁
る
を
き
き

哀
し
う
れ
し
さ
ぷ
し
と
お
も
へ
り
。

即
は
夕
か
け
て

漢
し
う
れ
し
さ
熟
し
と
は
鴨
き
け
り
。

四
方
の
木
を
か
け
て

あ
ば
れ
蝉
は
も

哀
し
鰭
し
淋
し
と
は
鳴
き
け
り
。

さ
熟
し
う
れ
し
と
鴨
け
り
（
そ
の
他
よ
り
）

わ
れ
あ
ま
た
郷
の
う
土
を
つ
づ
り
ぬ

五
十
路
か
か
り
て
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＝▲￣足

あ
さ
う
だ
と
人
為
が
恩
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
謎
の
発
足
で
、
そ
れ
か
ら
詩
は
無
隈
に
分

化
進
腿
す
る
。
湛
目
珠
の
こ
の
一
級
の
詩
の
分
野
も
、
詩
の
世
界
は
必
ず
、
こ
れ
を
砲
弧

し
て
詩
そ
の
も
の
の
墹
莱
土
と
す
る
）
」
遮
い
な
い
と
信
じ
て
ゐ
る
。
．
’
（
自
分
と
詩
と
の
関

係
）
と
述
べ
、
何
の
不
安
も
持
っ
て
い
な
い
。
彫
刻
の
安
全
弁
と
し
て
詩
作
す
る
が
、
「
詩

を
識
く
と
腹
が
立
つ
、
胆
が
立
つ
か
ら
詩
を
沓
く
の
だ
。
識
を
普
く
と
笑
ひ
出
す
。
笑
ひ

瀞
こ
梁
上
げ
る
か
ら
詩
を
か
く
の
だ
。
…
…
譜
い
て
、
醤
い
て
、
聾
き
ま
く
っ
て
、
怒
と

笑
を
扉
翻
し
よ
う
。
」
の
億
ふ
の
詩
の
よ
う
怪
天
衣
無
縫
で
あ
る
。
「
詩
と
は
人
が
如
何
晤

生
く
る
か
の
中
心
よ
り
透
る
放
射
の
梁
。
」
（
余
は
か
く
瀞
と
観
ず
）
で
あ
る
か
ら
、
「
い

く
ら
目
砥
を
さ
れ
て
も
己
は
向
く
方
へ
向
く
。
」
全
吋
人
）
と
詩
作
す
る
。
不
安
や
迷
い
が

な
い
。
犀
足
は
「
文
章
以
前
」
に
吹
の
よ
う
に
詩
作
し
て
い
る
。

自
分
は
行
き
詰
っ
て
ゐ
る
や
う
だ
が
、

何
時
の
間
梍
か
篭
炎
た
る
何
処
か
の
逆
へ
出
て
ゐ
る
。

自
分
は
も
う
聾
け
な
い
か
と
思
い
恋
ひ
な
が
ら

や
は
り
何
物
か
を
聾
い
て
ゐ
る
。

自
分
は
徴
く
ご
と
に
何
か
を
発
見
け
て
行
く

文
章
な
ぞ
圃
分
腱
は
既
う
要
ら
な
い
》
」
と
に
気
が
つ
く
。

犀
巫
は
求
逝
老
で
あ
る
。
努
力
家
で
あ
る
ｓ
だ
か
ら
、
作
っ
た
詩
は
心
血
跡
そ
そ
ぎ
妻
」

煮
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
「
行
ふ
く
き
も
の
」
晤

詩
よ
亡
ぷ
る
な
か
れ
、

詩
よ
生
涯
の
中
に
瀬
へ
、

我
が
唾
言
と
亡
び
る
こ
と
な
か
れ
、

城
が
英
気
よ
運
命
を
折
樫
せ
ょ

行
き
難
き
を
行
け

詩
よ
滅
ぶ
る
な
か
れ
、

我
が
死
に
し
後
も
詩
よ
生
き
て
あ
れ
。

汝
の
行
ふ
ぺ
き
も
の
を
行
へ
。

と
、
我
が
塵
言
も
亡
び
る
こ
と
な
か
れ
と
願
う
。
光
太
郎
は
腐
葉
土
と
す
る
に
迎
い
な

い
と
伯
じ
る
の
で
あ
る
が
、
光
太
郎
は
彫
刻
家
と
し
て
会
心
の
作
品
を
創
る
た
め
爬
苦
し

蕊
詩
を
安
全
弁
と
し
て
い
る
た
め
か
、
不
可
避
の
も
の
と
し
て
、
お
の
ず
か
ら
詩
が
ぼ

ど
ぱ
し
り
出
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
お
れ
の
詩
は
お
れ
の
突
体
以
外
に
な
く
、
お
れ
の
実

体
は
極
東
の
一
彫
刻
家
で
あ
る
の
に
過
ぎ
な
い
。
」
（
お
れ
の
詩
）
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
鋳
躍

な
く
作
れ
、
他
の
詩
を
は
ぐ
く
む
詩
と
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
一
．
雪
の
頃
か
ら
か
か
つ
て

ゐ
る
詩
が
桜
が
散
っ
て
も
叢
だ
出
来
な
上
（
悪
鮒
）
の
よ
う
な
時
も
、
勿
論
あ
る
。
が
、

大
体
は
生
れ
な
が
ら
の
詩
人
は
生
れ
な
が
ら
の
声
を
不
可
避
に
詩
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

６
戦
争
と
二
人

昭
和
十
八
年
の
『
日
本
芙
鐡
｜
の
「
ペ
ン
と
剣
」
の
詩
で
は
、
犀
躯
は
っ
」
の
ペ
ソ
を
章

も
る
こ
と
は
己
を
ま
も
り
つ
づ
け
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
」
「
た
だ
よ
り
よ
き
巡
命
の
下

唱
そ
の
梁
ち
び
き
に
従
は
ん
と
す
る
た
め
、
ペ
ン
は
命
の
終
ま
で
持
ち
つ
づ
け
る
の
だ

何
を
童
よ
ふ
の
だ
、
何
の
川
も
な
い
の
晤
遜
る
の
だ
。
」
と
、
選
巡
が
な
い
態
度
を
う
ち
だ

し
て
い
る
。
皿
田
主
義
華
や
か
な
り
し
頭
、
か
え
っ
て
犀
里
は
、
ま
よ
い
の
心
を
捨
て
る

こ
と
が
出
米
士
の
で
あ
る
。
耶
国
主
義
の
見
え
ざ
る
並
圧
が
、
心
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
の

で
あ
る
。
自
分
に
い
い
き
か
せ
る
よ
う
な
口
調
で
あ
る
。
ペ
ソ
は
剣
よ
り
も
強
し
と
い
い

き
れ
な
か
っ
た
点
に
俗
世
間
を
解
脱
で
き
な
い
犀
湿
ら
し
さ
が
あ
る
。
光
太
郎
は
、
「
奨

珠
湾
の
日
」
に
は
身
を
す
て
、
陛
下
を
ま
も
り
、
詩
を
す
て
詩
を
聾
こ
う
と
、
冑
マ
ン

ロ
ラ
と
に
は
こ
い
ろ
の
詩
を
作
り
、
紀
録
の
詩
が
印
刷
さ
れ
た
と
省
い
て
い
る
。
光
太

郎
に
は
た
め
ら
い
が
な
い
。
純
真
に
思
い
つ
め
る
の
で
あ
る
。
詩
染
「
挺
録
」
、
「
大
い

な
る
日
に
」
に
は
戦
争
を
近
義
的
胆
う
け
と
り
、
献
身
的
に
作
Ｚ
提
誹
で
な
い
詩
、
記
録

の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

戦
争
協
力
の
結
果
に
な
っ
て
し
と
ち
た
光
太
郎
に
、
終
戦
は
一
大
シ
錘
リ
グ
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
戦
後
は
、
山
口
山
に
胤
己
流
調
の
わ
び
し
い
生
活
を
し
た
の
で
あ
る
。

終
り
に

作
品
な
ど
を
通
し
て
比
較
し
て
き
た
こ
と
は
、
二
人
の
詩
人
の
僻
を
対
比
的
Ｅ
浮
彫
り

に
し
て
象
尤
か
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
だ
比
較
検
討
の
余
地
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
５
．
６

の
頂
は
も
っ
と
ふ
れ
た
い
が
、
紙
数
制
限
が
あ
る
の
で
、
割
愛
す
る
。

尿
型
の
杼
情
は
、
情
緒
的
、
感
覚
的
で
、
素
朴
な
野
生
と
人
間
典
が
あ
る
。
生
活
の
欲

怖
も
強
く
、
夢
を
追
う
審
美
的
官
能
的
な
作
家
で
あ
り
、
卑
俗
な
題
材
を
卑
俗
に
お
ち
い

ら
せ
ぬ
芸
術
感
を
持
ち
、
感
受
性
は
鋭
敏
で
あ
る
。
前
進
を
や
め
ぬ
執
勘
な
努
力
家
で
、

あ
く
ま
で
も
人
間
的
で
あ
る
。

光
太
郎
の
は
、
知
性
が
あ
り
、
批
評
糟
神
が
ち
ら
つ
き
、
感
惰
と
思
想
が
あ
る
。
美
の

純
粋
性
、
美
の
究
極
的
実
体
の
追
究
に
過
か
れ
た
モ
ラ
リ
ラ
ト
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
、

理
性
と
意
志
と
に
根
を
掘
え
た
、
不
可
避
唯
作
詩
で
あ
る
。

と
腱
か
く
比
較
す
れ
ば
す
る
毬
、
根
本
的
な
違
い
が
あ
り
、
そ
の
世
界
観
、
人
生
槻
、

芸
術
観
の
相
遮
に
掘
り
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
他
日
に
ゆ
ず
る
。
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や
さ
し
い
牝
獅
子
の
帰
り
を
待
ち
な
が
ら
、

自
由
と
澗
歩
の
外
何
も
知
ら
な
い
。

功
気
と
潔
白
の
外
何
も
持
た
な
い
。

未
来
と
光
の
外
何
も
見
な
い
、

い
つ
で
も
新
ら
し
い
、
い
つ
で
も
う
ぶ
な
魂
を

寂
謹
の
空
気
に
時
折
訪
れ
る

目
も
は
る
か
な
宇
宙
の
薫
風
に
ふ
き
さ
ら
し
て
、

獅
子
は
傷
を
な
め
て
ゐ
る
。

凪
笙
の
ラ
イ
オ
ン
は
動
物
園
の
眠
れ
る
ラ
イ
オ
ン
。
紫
直
に
見
た
通
り
、
盤
じ
た
通
り
で

あ
る
。
未
知
数
の
力
、
今
は
柔
か
い
毛
並
と
優
し
い
呼
吸
づ
か
ひ
と
、
気
ば
ら
な
い
で
、

見
た
さ
富
、
感
じ
た
ま
ま
を
再
現
し
て
い
る
。

光
太
郎
の
ラ
イ
オ
ン
は
、
自
身
の
心
の
投
影
が
あ
る
。
つ
ん
ぼ
の
や
う
な
孤
独
の
中
よ

り
終
り
ま
で
は
、
そ
の
感
が
深
い
。
孤
独
の
王
者
な
る
野
性
の
獅
子
、
憤
怒
と
、
侮
蔑

と
、
棚
笑
と
、
自
尊
の
一
声
、
こ
れ
は
反
俗
の
叫
び
で
あ
る
。
脚
由
と
渦
歩
と
功
熱
と
潔

白
と
未
来
と
光
、
永
遠
に
新
し
い
う
ぶ
な
魂
は
光
太
郎
の
世
界
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
願

い
で
も
あ
る
。
猛
獣
蹄
は
光
太
郎
の
心
の
世
界
の
野
生
の
猛
獣
で
あ
り
、
世
間
普
通
の
も

の
で
は
な
い
。
協
力
会
議
の
詩
に
「
会
磯
の
空
気
は
窒
忠
的
で
恩
の
中
に
ゐ
る
猛
戦

は
、
官
碓
く
さ
ざ
に
小
議
し
、
夜
毎
に
噸
野
を
瓠
ん
で
吸
え
た
。
」
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。

或
問
で
も
「
己
は
野
を
馳
け
さ
底
）
⑨
け
だ
も
の
だ
」
と
い
っ
て
い
る
。
動
物
園
の
種
の
中

の
動
物
達
を
歌
っ
た
の
に
は
白
熊
，
象
の
銀
行
‐
苛
察
・
ぽ
ろ
ぽ
ろ
な
駝
鳥
・
マ
ン
ト
鵜

獅
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
爬
梁
ち
た
目
で
染
、
自
由
を
恋
う
も
の
へ
の
怒

り
が
爆
発
し
て
い
る
。
ざ
一
つ
た
く
光
太
郎
の
内
部
感
悩
の
吐
灘
を
猛
獣
を
か
り
て
表
現
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
白
熊
と
象
の
銀
行
・
苛
察
に
は
揃
い
程
の
孤
独
が
あ
る
。
寂
塞
が
黙

ち
て
い
る
。
光
太
郎
の
心
が
そ
の
ま
ま
、
猛
獣
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
。
堺
堕
の
と
は

趣
が
全
く
述
う
。
さ
す
が
猛
獣
篇
を
意
と
め
た
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。

５
時
に
対
す
る
態
度

無
題
（
光
太
郎
）

詩
人
と
は
特
樅
で
は
な
い
。
不
可
避
で
あ
る
。

詩
と
は
文
字
で
は
な
い
。
言
葉
で
あ
る
。

言
葉
と
は
ロ
ゴ
ス
で
は
な
い
。
ア
ク
ト
で
あ
る
。

ア
ク
ト
は
原
始
に
立
つ
。
「
余
は
文
学
の
象
。
」

不
安
（
醜
・
犀
塁
）

詩
と
は
何
か

詩
と
我
盈
の
関
係
と
は
何
か

我
と
の
侭
じ
て
い
い
識
が
何
処
に
あ
る
の
か
、

ど
う
い
ふ
詩
を
償
じ
て
い
い
の
か
、

詩
は
大
な
る
芸
術
で
あ
る
か
ど
う
か
、

詩
の
中
に
我
含
が
生
涯
満
む
こ
と
が
で
き
る
か
、

妓
早
）
」
の
一
つ
の
其
突
に
純
て

不
安
は
な
い
か
、

不
安
な
く
詩
の
中
に
「
我
」
を
勉
？
」
と
が
で
き
る
か
、

「
我
」
に
抵
抗
す
る
も
の
の
前
に

我
盈
は
自
身
の
詩
を
持
っ
て
何
人
の
前
に
も
立
ち
得
る
か

詩
》
」
そ
生
涯
の
仕
辨
で
あ
る
と
苫
へ
る
か
。

光
太
郎
の
は
「
結
局
私
は
詩
を
不
可
避
に
澱
く
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
私
憾
胤
分
の
詩

を
無
価
値
状
態
の
場
に
放
世
す
る
。
価
値
の
決
定
は
一
切
人
ま
か
せ
で
あ
る
。
一
○
○
で
も

ゼ
ロ
で
も
巳
む
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
融
が
不
可
避
と
い
ふ
の
は
言
を
か
へ
れ
ぱ
特
椛
と

い
ふ
聯
に
な
る
。
『
詩
人
と
は
特
椛
で
は
な
い
。
不
可
避
で
あ
る
〈
ｇ
と
嘗
て
将
い
た
の

も
、
同
じ
邪
を
見
方
の
相
述
か
ら
別
盈
に
亥
現
し
、
後
者
の
態
度
を
詩
作
の
内
的
必
然
と

認
め
た
の
で
あ
る
。
詩
は
個
人
と
い
ふ
因
子
か
ら
数
学
の
や
う
に
不
可
避
的
に
棚
鰹
す

る
。
そ
れ
は
計
算
者
の
自
由
勝
手
は
汗
さ
な
い
、
即
ち
そ
れ
が
詩
及
詩
人
の
特
椛
で
あ

る
。
」
（
「
道
樫
」
に
つ
い
て
）
が
解
説
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
其
の
詩
と
は
詩

精
神
が
溌
刺
と
し
て
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
心
の
要
求
か
ら
作
ら
れ
る
。
独
り
酸
索
を
鞭
っ

て
に
「
噸
吐
に
似
た
詩
の
熱
塊
が
、
五
臓
を
圧
し
て
逆
転
す
る
」
又
「
独
り
酸
索
を
奪
っ

て
詩
は
夜
天
に
燃
え
始
め
る
」
と
あ
る
の
も
不
可
避
に
詩
が
作
ら
れ
る
》
」
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。

犀
晶
は
不
安
な
く
識
の
中
に
「
税
」
を
鞄
つ
こ
と
が
で
き
る
か
、
詩
こ
そ
生
涯
の
仕
堺

と
言
へ
る
か
と
、
不
安
を
も
っ
て
、
詩
に
対
し
て
い
る
。
光
太
郎
の
掛
合
と
は
随
分
差
が

あ
る
。
光
太
郎
は
「
詩
の
世
界
は
宏
大
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
抱
摂
す
る
。
詩
は

ど
ん
な
矛
盾
を
も
濡
れ
、
ど
ん
な
相
剋
を
も
包
む
。
生
き
て
ゐ
る
人
間
の
胸
中
か
ら
真
に

近
り
出
る
曾
莱
が
詩
に
な
り
得
な
い
こ
と
ば
な
い
。
（
中
略
）
詩
は
と
も
か
く
一
一
一
面
葉
湛
あ

る
生
得
の
感
じ
を
持
っ
て
ゐ
る
者
に
よ
っ
て
形
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
蔚

葉
に
あ
る
生
得
の
感
じ
を
持
つ
て
ゐ
な
い
者
の
胸
中
へ
ま
で
も
入
り
込
む
の
で
あ
る
。
あ
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ゴー￣

光
太
郎
の
前
述
の
蝉
を
彫
る
や
鯉
を
彫
る
と
ば
述
二
」
、
客
観
的
に
自
分
の
塵
を
描

く
、
刃
物
を
研
ぐ
人
。
犀
星
の
描
き
方
と
通
じ
る
点
が
あ
る
の
で
比
較
し
て
難
允
。
も
っ

と
も
救
世
観
音
を
刻
む
人
と
比
較
し
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
。
刃
物
を
研
ぐ
人

は
、
研
ぐ
人
、
こ
の
人
、
追
っ
て
ゐ
る
の
か
な
ど
と
客
鋭
的
腱
描
い
て
見
せ
る
が
、
光
太

郎
の
心
婆
で
あ
る
。
た
だ
、
一
途
に
ひ
だ
す
ら
に
芸
術
脛
鮒
進
す
る
意
欲
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。
そ
ん
な
こ
と
さ
へ
知
ら
な
い
よ
う
に
、
一
瞬
の
気
を
眉
側
に
災
め
て
、
一
心
不
乱
、

忘
我
錐
中
、
彫
る
班
に
つ
な
が
る
作
業
腱
さ
え
、
こ
の
心
、
こ
の
姿
、
無
腰
級
数
を
追
う

の
で
あ
る
。
自
己
の
烈
し
い
芸
術
的
意
欲
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
犀
星
の
嶬
絵
で

あ
る
。
う
す
暗
い
床
の
間
の
石
刷
り
の
鹿
を
つ
れ
た
翁
と
童
子
の
絵
と
、
菊
を
彫
る
人
と

の
世
界
を
幻
想
的
に
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
絵
で
も
、
古
瓜
な
イ
メ
ー
ジ
と
香
が
漂

う
。
客
観
的
に
描
い
て
い
て
も
、
彫
刻
家
を
自
任
す
る
人
と
、
普
通
人
の
差
が
明
碓
で
あ

る
・
彩
る
慰
吹
止
犀
歴
の
怪
は
な
い
。
た
だ
、
夢
幻
的
イ
メ
ー
ジ
を
描
こ
う
と
拭
ふ
て
い

る
。
彫
る
意
欲
は
犀
星
の
怪
は
な
い
。

る
だ
け
で
あ
る
。

４
猛
獣
を
テ
ー
マ
と
し
た
詩
な
ど

光
太
郎
に
は
猛
鰍
滴
と
い
う
一
群
の
作
品
が
あ
る
。
十
六
篇
あ
る
。
烈
し
い
気
蝋
の
反

映
で
あ
る
。
犀
足
に
は
こ
の
よ
う
な
作
品
群
は
な
い
が
「
ラ
ィ
オ
ソ
」
と
い
う
の
が
あ

る
。
光
太
郎
に
は
「
傷
を
な
め
る
獅
子
」
が
あ
る
の
で
比
較
し
て
難
る
。

ラ
イ
オ
ン

ラ
イ
オ
ン
は
ま
だ
眠
っ
て
ゐ
る

こ
れ
を
揺
り
起
す
こ
と
は
で
き
な
い

石
を
投
げ
る
こ
と
も

吠
え
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
救
い

力
は
解
ら
な
い
。

柔
か
い
毛
並
を
透
し
て

優
し
い
呼
吸
づ
か
ひ
が
見
え
る
だ
け
だ
。

獅
子
は
偶
を
な
め
て
ゐ
る
。

ど
こ
か
し
ら
な
い

ぼ
う
ぼ
う
た
る

宇
宙
の
底
脛
露
出
し
て
、

ぎ
ら
ぎ
ら
、
ぎ
ら
ぎ
ら
、
ぎ
ら
ぎ
ら
、

傷
を
な
め
る
獅
子

遠
近
も
無
い
丹
砂
の
海
の
叶
隅
、

つ
ん
ぼ
の
や
う
な
酷
熱
の

寂
謬
の
空
気
梶
童
も
ら
れ
、

子
午
線
下
の
砦
、

と
つ
こ
っ
た
る
岩
角
の
上
に
ど
さ
り
と
れ
て
、

獅
子
は
傷
を
な
め
て
ゐ
る
。

そ
の
た
て
が
豪
は
ヤ
ァ
ェ
の
び
ん
髪
、

巨
大
な
額
は
無
敵
の
紋
章
、

速
力
そ
の
も
の
の
四
肢
胴
体
を
今
は
休
め
て
、

静
か
な
リ
ト
ム
に
繰
返
し
、
繰
返
し
、

美
し
く
も
還
し
い
左
の
肩
を
な
め
て
ゐ
る
。

獅
子
は
も
う
忘
れ
て
ゐ
る
、

人
間
の
執
念
ぶ
か
い
邪
智
の
深
さ
を
。

あ
の
極
東
鳥
の
む
れ
遊
ぶ
泉
の
ほ
と
り

神
の
領
た
る
柑
緑
の
オ
ア
シ
ス
に
、

水
の
誘
惑
を
神
か
ら
盗
ん
で
、

き
た
な
ら
し
く
も
そ
っ
と
他
か
け
た

卑
怯
な
、
無
い
、
鋼
鉄
の
わ
な
を
。

厩
に
く
ひ
こ
ん
だ
企
風
の
歯
を

肉
ご
と
も
ぎ
り
す
て
た
獅
子
ば
か
う
然
と
し
た
。

憤
怒
と
、
侮
班
と
、
慨
笑
と
、
胤
騨
と
を
含
ん
だ

た
だ
一
こ
ゑ
の
叫
は
平
和
な
椰
子
の
林
を
浅
憾
さ
せ
た
。

さ
う
し
て
獄
子
は
百
肌
を
走
っ
た
。

今
は
た
だ
た
の
し
く
脚
を
な
め
て
ゐ
る
。

ど
こ
か
し
ら
な
い

ぼ
う
ぼ
う
た
る

つ
ん
種
の
や
う
な
孤
独
の
中
、

道
に
は
ぐ
れ
て
も
絶
え
て
懸
念
の
無
い
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か
ま
わ
ず
麻
の
災
を
血
リ
ホ
で
砕
い
て
呉
れ
。

麻
の
実
を
つ
つ
く
山
彼
な
が
ら
、
光
太
郎
は
見
な
が
ら
彫
り
、
鳳
里
は
そ
の
音
で
目
を

さ
ま
す
の
で
あ
る
。
光
太
郎
は
芸
術
の
絶
対
性
を
語
り
、
絶
体
絶
命
の
比
地
で
彫
刻
を
し

て
い
る
心
仙
を
綴
る
。
ひ
た
む
き
な
芸
術
柵
進
の
慶
が
、
父
晩
が
満
ち
て
い
る
。
耶
凪
は

面
白
く
な
い
日
を
送
る
ダ
ル
な
生
活
の
側
党
し
役
に
、
邪
魔
物
だ
が
居
る
方
が
よ
い
山
鎚

と
歌
う
の
で
あ
る
。
利
己
的
な
偽
ら
ざ
る
心
怖
が
、
婆
が
あ
る
。
光
太
郎
の
首
の
産
は
、

彫
刻
家
、
し
か
も
時
流
に
鯛
び
る
こ
と
な
き
人
の
、
芸
術
の
絶
対
性
の
意
識
の
強
烈
な
人

に
し
て
は
じ
め
て
作
れ
る
商
さ
が
あ
る
。
雌
皿
の
汁
は
、
悟
ら
ざ
る
野
生
の
人
の
な
雀
な

主
し
い
生
摘
の
も
た
ら
し
た
も
の
な
の
で
あ
り
、
一
般
憐
が
あ
る
。

刃
物
を
研
ぐ
人

黙
っ
て
刃
物
を
研
い
で
ゐ
る
。

も
う
日
が
価
く
の
に
ま
だ
研
い
で
ゐ
る
。

褒
刃
と
お
も
て
を
ぴ
っ
た
り
押
し
て

研
水
左
か
へ
て
は
又
研
い
で
ゐ
る
。

何
ひ
と
つ
面
白
く
な
い
日
が
多
い
わ
た
し
に

邪
魔
気
で
は
あ
る
が
居
な
い
よ
り
居
る
方
が
よ
い
の
だ
。

幾
世
紀
の
血
を
浴
び
た
、
君
、
忍
辱
の
友
よ
、

澱
の
巨
大
な
不
可
枕
の
手
を
さ
し
の
べ
る
か
。

お
お
祷
柔
雌
い
親
鍵
の
友
浜
、

激
は
む
し
ろ
型
を
二
つ
匡
引
裂
け
。

こ
の
さ
さ
や
か
な
創
造
の
技
ば

今
桜
の
全
存
在
を
要
求
す
る
。

こ
の
山
揃
が
灘
を
ひ
ろ
げ
て
空
を
飛
ぶ
ま
で

首
の
座
に
私
は
坐
っ
て
天
日
に
答
へ
る
の
だ
。

麻
の
実
を
く
だ
く
山
惟
（
蔚
麗
の
花
）

お
伽
が
終
Ⅱ
麻
の
災
を
砕
い
て
ゐ
る
の
で

そ
の
ひ
わ
色
の
翼
の
音
を
さ
せ
て
ゐ
る
の
で

机
の
わ
き
で
や
っ
と
わ
た
し
の
目
が
さ
め
る
の
だ
。

お
前
が
い
つ
も
ひ
っ
そ
り
し
て
ゐ
た
ら

わ
た
し
は
終
Ⅲ
ね
む
っ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
。

あ
ん
ま
り
眠
り
過
ぎ
て
ゐ
た
ら

何
を
い
っ
た
い
作
る
つ
も
り
か
、

芝
ん
な
］
』
と
さ
へ
知
ら
な
い
や
う
に
、

一
瞬
の
父
を
川
Ⅲ
に
あ
つ
め
て

粁
葉
の
か
げ
で
刃
物
を
研
ぐ
人
。

こ
の
人
の
袖
は
次
第
に
や
ぶ
れ
、

こ
の
人
の
Ⅲ
ひ
げ
は
白
く
な
る
。

仙
り
か
必
至
か
無
心
か
、

こ
の
人
は
た
だ
途
方
も
な
く
、

無
限
級
数
を
迫
っ
て
ゐ
る
の
か
。

菊
を
彫
る
人
（
渦
匝
の
花
大
正
十
三
）

う
す
ぐ
ら
い
床
の
間
に

菰
刷
り
の
古
い
百
寿
園
が
か
か
っ
て
ゐ
る
。

翁
が
一
人
、
派
子
が
一
人
、

そ
し
て
角
の
あ
る
腿
を
従
へ
て
ゐ
ろ
の
に

地
に
は
寂
し
い
一
木
の
木
却
が
生
え

翁
は
腿
と
何
か
話
し
て
ゐ
る
ら
し
い
。

こ
の
絵
の
喪
ば
り
に
は
白
宇
の
石
刷
り
が
あ
る
。

そ
の
古
い
床
の
間
の
前
で

朝
に
な
る
と
塵
を
へ
だ
て
た
障
子
硝
子
の
明
り
で

ぐ
い
ぐ
い
菊
の
花
を
彫
っ
て
ゐ
る
人
が
あ
る
。

花
は
白
い
、

一
介
ご
と
に
僻
か
應
雪
の
や
う
匡
彫
ら
れ
患
。

蕊
瞳
み
ど
り
膳
１
．

刺
の
あ
か
り
の
あ
る
川
に

菊
は
鋭
い
白
さ
を
匿
い
で
ゆ
く
、

腿
を
つ
れ
た
石
刷
り
の
翁
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
と
も
聡
し
げ
な
耐
干
で
あ
る
の
か
ｃ

と
も
あ
れ
洲
い
香
ひ
で

ぐ
い
ぐ
い
ゑ
ぐ
り
立
て
て

美
し
い
白
菊
が
彫
ら
れ
て
ゆ
く
の
だ
。
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識
追
関
す
る
詩
で
あ
る
。

「
直
接
彫
刻
を
主
題
と
し
て
軒
い
た
詩
ば
か
り
が
彫
刻
に
因
絃
を
持
つ
の
で
は
な
い
。

詩
の
形
成
に
於
け
る
心
理
的
、
生
理
的
の
要
業
爬
そ
れ
が
雷
雲
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
多
く
の
時
人
の
詩
の
形
成
の
為
方
と
、
猛
自
身
の
狩
の
形
成
の
為
方
と
に
は
何
か
し

ら
喰
ひ
ち
が
っ
た
も
の
が
あ
る
や
う
に
恩
は
れ
る
。
」
（
自
分
と
詩
と
の
関
係
）
と
あ
る
通

り
、
所
謂
造
型
詩
蝿
の
中
匡
い
れ
ら
れ
な
い
詩
も
造
型
的
感
覚
の
も
と
に
彫
刻
的
脛
構
成

さ
れ
て
い
る
詩
が
多
い
。
例
え
ば
、
雨
侶
う
だ
る
る
カ
ー
プ
ド
ラ
ル
の
立
体
的
櫛
成
は
見
郡

で
あ
り
、
感
動
の
再
現
が
、
雌
な
る
杼
情
に
堕
さ
ぬ
立
体
的
、
音
楽
的
譜
調
を
伴
う
。
こ

の
よ
う
な
占
腱
お
い
て
は
光
太
郎
の
詩
は
他
の
詩
人
た
ち
離
な
と
遮
っ
て
い
る
。
「
私
に

何
を
描
い
て
も
彫
刻
家
で
あ
る
。
」
（
自
分
と
詩
と
の
関
係
）
と
い
い
、
「
僕
の
本
職
は
彫

刻
で
あ
る
。
僕
の
存
在
は
彫
刻
一
つ
に
か
か
っ
て
②
○
．
世
の
中
を
見
る
と
、
梁
ん
な
彫

刻
に
見
え
て
仕
方
が
な
い
。
」
（
美
と
真
実
の
生
活
）
と
い
う
。
「
詩
は
お
れ
の
安
全
弁
」

三
ピ
グ
ラ
ム
）
「
艇
は
圃
分
の
彫
刻
を
護
る
た
め
に
詩
を
誓
い
て
ゐ
ろ
」
（
自
分
と
詩

と
の
関
係
）
と
明
言
す
る
。
彫
刻
家
と
し
て
の
も
の
の
見
方
が
、
す
べ
て
の
些
調
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
識
人
は
他
に
催
見
当
ら
な
い
。
だ
か
ら
犀
凪
の
詩
と
比
核
を
し
て
＄
、

そ
の
結
論
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
ら
必
要
が
な
い
よ
う
Ｐ
』
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
よ
う
な

題
材
を
テ
ー
マ
脛
し
て
い
る
の
が
あ
っ
て
、
よ
み
比
べ
る
と
興
味
深
い
の
で
、
そ
の
う
ち

の
三
つ
ぼ
ど
に
ふ
れ
て
染
た
い
。
裸
形
と
裸
形
崇
拝
、
山
徹
が
題
材
の
首
の
座
と
麻
の
実

を
く
だ
く
山
推
、
刃
物
を
研
ぐ
人
と
菊
を
彫
る
人
な
ど
。

裸
形
（
智
恵
子
抄
）

智
恵
子
の
裸
形
を
わ
た
く
し
は
恋
ふ
。

つ
つ
ま
し
く
満
ち
て
ゐ
て

鯉
宿
の
や
う
腱
森
巌
で

山
脈
の
や
う
に
波
う
っ
て

い
つ
で
も
う
す
い
ミ
ス
ト
が
か
か
り
、

そ
の
造
型
の
弱
磯
質
に

奥
の
知
れ
な
い
つ
や
が
あ
っ
た
。

櫛
恵
子
の
裸
形
の
背
中
の
小
さ
な
黒
字
室
で

わ
た
く
し
は
意
味
深
く
輻
ぽ
え
て
ゐ
て
、

今
も
記
憶
の
歳
月
に
梁
が
か
れ
た

そ
の
全
存
在
が
明
滅
す
る
。

わ
た
く
し
の
手
で
も
う
一
匹
、

あ
の
造
型
を
生
む
こ
と
は

脚
然
の
定
め
た
約
束
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
わ
た
く
し
Ｅ
肉
緬
が
歩
へ
ら
れ
、

そ
の
た
め
に
わ
た
く
し
に
畑
の
野
菜
が
与
へ
ら
れ
、

米
と
小
糞
と
牛
瀦
と
が
ゆ
為
さ
れ
る
。

智
恵
子
の
裸
形
を
こ
の
世
に
の
こ
し
て

わ
た
く
し
は
や
が
て
天
然
の
索
中
に
蹄
ら
う
。

裸
形
栄
拝
（
杼
情
小
曲
染
荊
泄
）

わ
れ
の
肉
光
る

う
ち
よ
り
湧
く
と
こ
ろ
の

梁
ど
り
の
繊
維
繩
ふ
と
こ
ろ
の

わ
れ
の
脚
光
り
て
た
し
る
・

荒
削
り
の
血
紅
の
鋭
ど
き
ラ
イ
ン
の

た
だ
こ
れ
祈
祷
体
な
り
。

む
し
け
ら
も
ふ
る
る
な
が
れ

眼
は
と
こ
し
へ
左
射
る
の
黙
脛
は
あ
ら
ず

わ
れ
そ
の
も
の
を
射
る
。

彫
刻
家
の
心
眼
に
映
じ
た
愛
妾
智
恵
子
の
裸
形
が
、
山
脈
の
や
う
に
波
う
ち
、
う
す
い

ミ
ス
ト
が
か
か
る
奥
知
れ
ぬ
つ
や
を
持
つ
鴻
磯
質
と
、
対
象
を
彫
刻
的
美
懲
識
で
と
ら
え

て
い
る
。
そ
し
て
思
慕
の
梢
が
揃
い
径
う
た
わ
れ
て
い
る
。
念
賦
通
り
、
十
和
田
湖
畔
に

像
を
残
し
て
光
太
郎
は
天
然
の
索
中
に
帰
っ
た
。

犀
星
は
Ⅲ
分
の
肉
体
を
祈
祷
体
と
し
て
、
崇
拝
す
る
。
生
き
る
も
の
と
し
て
の
気
鰹
を

難
な
ぎ
ら
し
て
、
わ
れ
の
肉
光
り
て
光
し
る
と
杼
情
す
る
。

山
椒
の
詩
が
あ
る
。

『
首
の
座
（
昭
和
四
年
）

麻
の
実
を
つ
つ
く
山
維
を
見
な
が
ら
、

畷
は
今
山
雑
を
彫
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
が
出
来
上
る
と
木
で
彫
っ
た
山
撫
が

あ
の
剛
れ
た
冬
空
を
飛
ん
で
ゆ
く
の
だ
。

そ
の
不
思
議
を
こ
の
世
に
生
む
の
が

魁
の
街
を
か
け
て
の
地
上
の
仕
亦
だ
。

そ
ん
芯
不
思
議
が
何
に
な
る
と
、
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水
の
薪
た
か
く
立
っ
て
部
睡
に
満
ち
る
。

時
処
を
わ
す
れ

人
を
わ
す
れ
呼
吸
を
わ
す
れ
る
。

こ
の
四
拠
半
と
呼
び
な
す
仕
那
粉
が

天
の
何
処
か
に
浮
い
て
る
や
う
だ
。

叩
Ⅲ
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
っ
て
も
、
凪
腿
の
と
は
イ
メ
ー
ジ
が
遮
う
。
凧
湿
の
は
戦
酬

の
イ
メ
ー
ジ
に
た
ち
、
光
太
郎
の
は
仏
像
の
天
部
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
尿
腿
は
あ
く
ま

で
も
人
側
的
、
生
活
的
で
あ
り
、
光
太
郎
は
脱
俗
的
、
天
上
的
で
あ
る
。
節
を
一
心
不
乱

に
彫
る
光
太
郎
の
心
と
姿
が
鮮
や
か
だ
。
生
き
の
身
の
い
や
し
さ
は
、
鄭
庭
も
光
太
郎
に

も
な
い
。
》
」
の
よ
う
な
鐘
地
か
ら
こ
そ
、
索
端
し
い
光
太
郎
の
鍬
の
木
彫
が
誕
生
し
た
の

だ
。師
が
う
た
い
こ
ま
れ
て
い
る
謎
催
、
犀
胆
に
は
節
賦
・
あ
さ
ぜ
ぶ
・
ひ
ぐ
ら
し
の
う
だ

・
さ
象
し
う
れ
し
と
鴨
け
り
・
伝
そ
柔
お
・
か
く
て
．
抑
。
生
け
る
鮎
・
愛
猫
な
ど
。
光

太
郎
に
は
何
挫
阿
剛
・
夜
卿
け
の
か
な
か
な
に
．
別
天
地
・
川
の
と
も
た
ち
な
ど
。
（
参

考
笂
料
参
照
）

〃
皿
は
柳
の
啼
く
こ
と
晤
一
瀞
関
心
が
あ
る
。
那
賦
で
は
「
し
い
い
と
辻
糸
の
啼
き
け

り
」
、
あ
さ
ぜ
染
で
は
「
ま
た
日
の
あ
た
ら
ぬ
間
に
朝
即
が
啼
い
て
ゐ
る
」
、
ひ
ぐ
ら
し

の
う
た
で
は
「
あ
ん
な
い
い
戸
が
ど
こ
か
ら
出
る
の
た
ら
う
』
、
ざ
糸
し
う
れ
し
と
鴨
け

り
で
は
「
あ
ば
れ
即
は
も
哀
し
婚
し
瀞
し
と
は
鳴
き
け
り
」
、
ほ
そ
梁
ち
で
は
「
あ
き

る
）
】
と
の
な
い
蝉
の
歌
」
、
か
く
て
で
は
「
た
だ
に
鳴
き
や
ま
ざ
る
〉
』
と
を
」
、
録
で
は

「
じ
い
い
と
喝
き
け
り
」
、
愛
猶
で
は
「
気
熟
ぢ
か
に
端
き
立
つ
ろ
」
、
生
け
る
飴
で
は

「
郷
な
け
ば
」
、
前
記
の
城
艦
、
令
蝿
ミ
ン
ミ
ン
、
野
に
記
さ
れ
た
も
の
、
柔
な
卸
の
声

が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
不
思
議
な
る
畝
だ
け
が
節
の
声
を
き
か
せ
て
い
な
い
。
一
生
．
う

た
い
つ
づ
け
た
狩
人
凧
腿
と
し
て
は
、
抑
に
託
し
た
魁
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ざ
ふ
し
う
れ
し
と
卿
け
り
の
「
わ
れ
あ
ま
た
卵
の
う
た
を
つ
づ
り
い
」
の
通
り
、
相
当
数

あ
り
、
「
さ
糸
し
う
れ
し
と
卿
け
り
」
、
「
か
く
て
」
な
ど
に
は
駅
腿
の
生
涯
の
味
嘆
が

あ
る
。
柳
頃
に
は
じ
ま
り
．
す
べ
て
Ⅲ
緒
的
杼
悩
の
排
で
あ
る
。
胤
然
の
風
物
の
な
か
で

育
っ
た
も
の
ら
し
い
杼
愉
で
あ
る
。
同
じ
軒
想
で
も
、
汁
の
形
態
を
と
る
と
俄
然
、
饒
舌

と
な
る
の
も
、
詩
の
王
城
を
目
ざ
す
犀
型
の
姿
が
あ
る
の
で
あ
り
、
生
け
る
限
り
啼
き
し

き
る
師
の
声
に
心
ひ
か
れ
た
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

光
太
郎
の
節
の
詩
は
数
が
少
岻
仕
螂
と
愛
の
瞬
間
の
幸
福
を
う
た
う
同
棲
何
頚
の
伴

奏
が
汕
蝉
。
別
天
地
・
山
の
と
も
だ
ち
は
、
山
口
山
の
風
物
の
一
つ
と
し
て
の
師
。
夜
明

３
彫
刻
に
関
す
る
時
な
ど

光
太
郎
に
は
造
型
時
雄
と
し
て
ま
と
め
う
る
四
十
四
荊
の
汁
が
あ
る
。
父
の
顔
・
粘
土

・
五
川
の
ア
ト
リ
エ
・
銑
を
愛
す
．
と
げ
と
げ
た
エ
ピ
グ
ラ
ム
の
中
の
二
鮒
・
川
剛
日
の

ス
ケ
ル
ツ
オ
・
血
中
の
ロ
ダ
ン
・
後
座
の
ロ
ダ
ン
・
葱
・
企
・
十
大
弟
子
・
鑓
・
ミ
シ
エ

ル
オ
オ
ク
レ
ー
ル
を
謎
む
・
災
を
見
る
渚
・
仙
作
の
鮒
一
・
鮒
十
二
・
第
十
四
・
畑
後

の
工
径
。
触
知
・
存
在
・
衝
の
座
・
北
脇
雪
山
・
刃
物
を
研
ぐ
人
・
似
畝
・
美
の
監
禁
に

手
渡
す
者
・
村
山
槐
多
。
鯉
を
彫
る
・
荻
原
守
衛
・
団
十
郎
逝
像
由
来
・
孤
坐
・
芋
銭
先

生
蹴
慕
の
詩
・
つ
ゆ
の
夜
ふ
け
に
。
銅
像
ミ
キ
イ
ヰ
ッ
ッ
に
寄
す
・
瓢
を
彫
る
。
救
世
観

音
を
刻
む
人
。
美
し
き
落
葉
・
御
前
彫
刻
・
楠
公
銅
像
・
彫
刻
一
途
・
芙
腫
生
き
る
。
人

体
餓
餓
。
人
間
拒
否
の
上
涯
立
つ
．
十
和
田
湖
畔
の
裸
像
匹
与
ふ
、
な
ど
。
造
型
と
美
意

け
の
か
な
か
な
に
だ
け
が
崎
き
満
を
テ
ー
『
、
に
し
て
い
る
。
彫
刻
家
で
あ
る
こ
と
が
木
飢

で
あ
っ
た
光
太
郎
と
し
て
は
、
師
の
歌
よ
り
形
に
心
を
ひ
か
れ
る
文
癒
が
饒
舌
で
あ
る
こ

と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
麺
歌
に
は
師
を
テ
ー
マ
椹
し
た
の
が
、
大
正
十
三
年
Ｅ
一
十
二

灯
、
昭
和
二
十
一
年
に
一
蔚
あ
る
。
（
参
考
涜
料
参
照
）
短
歌
腫
撞
、
衆
朴
な
脱
察
と
梁

肛
な
叙
慨
が
あ
り
、
特
に
彫
刻
家
と
し
て
の
特
性
は
軒
し
く
な
い
。
十
四
稀
め
の
歌
か
ら

あ
と
は
、
「
彫
る
」
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
が
、
立
体
感
侶
黙
ち
て
い
る
と
い
う
の
で
も

な
い
勤
啼
く
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
八
首
。

即
埋
に
は
師
の
句
が
十
句
あ
る
。
（
参
考
誘
料
参
照
）
い
ず
れ
も
生
彩
な
し
。

佐
藤
春
夫
の
「
田
園
の
憂
欝
」
の
中
の
郷
の
文
章
を
思
い
出
す
。
（
参
考
寅
料
参
照
）

前
二
者
と
逆
い
、
童
心
の
影
は
な
い
。
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
、
真
面
目
そ
の
も
の
で
あ

る
。
同
じ
く
大
詩
人
、
が
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
味
が
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
風
格
が
う
か
が
わ

れ
る
邸
の
文
章
で
は
あ
る
。

他
の
勝
人
の
師
の
時
は
沢
山
あ
る
が
、
期
側
大
学
の
「
抑
」
、
伊
東
碗
雄
の
「
庭
の
即
」

を
参
瀞
資
料
に
掲
げ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
趣
が
述
う
。
端
く
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の

は
同
じ
だ
け
れ
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
窓
繊
や
生
摺
感
悩
が
外
な
れ
ば
、
同
じ
く
噺
く
脚

を
取
り
上
げ
て
も
．
遮
っ
た
春
色
を
生
じ
、
ょ
難
あ
き
な
い
。
又
の
瓜
物
狩
、
瓢
の
職
が

瓜
き
い
よ
う
椹
、
こ
れ
か
ら
も
節
の
鋤
歌
は
尽
き
な
い
だ
ろ
う
。

国
歌
大
観
を
ひ
も
と
い
て
承
て
も
郡
の
歌
は
沢
Ⅲ
あ
る
。
テ
ー
ー
・
佳
、
鋤
の
脚
、
そ
の

う
す
い
翅
な
ど
。

こ
の
原
稿
も
古
都
奈
良
の
蝉
し
ぐ
れ
の
中
で
譜
い
て
い
る
。
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そ
し
て
一
枚
の
業
も
う
ご
か
な
い
の
で
あ
る
。

し
づ
か
に
熱
く
、
土
さ
へ
暑
く
・
（
田
舎
の
花
）

詩
の
方
で
は
鐙
に
な
っ
て
い
る
。
同
じ
発
想
で
、
こ
れ
も
饒
舌
。
「
僕
瞠
蝉
の
頭
に
梅

鉢
の
紋
が
つ
い
て
・
・
・
…
」
は
「
令
姻
ミ
ソ
ミ
ソ
」
と
な
る
。

あ
な
た
の
頭
腫
あ
る

黄
金
の
紋
瀧
は
あ
れ
ば

何
と
い
ふ
紋
迩
で
す
か
。

あ
な
た
の
お
僻
は

鴨
く
ご
と
に
う
ま
く
動
く
。

あ
な
た
は
何
の
天
才
で
す
か
。
（
昨
日
い
ら
っ
し
て
下
さ
じ

又
、
「
釧
は
狐
の
上
の
空
が
高
い
こ
と
を
知
っ
て
ゐ
た
」
は
後
に
詩
が
あ
る
。

野
に
記
さ
れ
た
も
の

－
疋
の
瓢
が
じ
い
い
と
鳴
き
立
っ
て

天
侶
向
っ
て

火
の
粉
の
や
う
腫
舞
ひ
あ
が
っ
て
行
っ
た
。

そ
し
て
卿
も
な
く

ふ
し
ざ
に
推
か
に
よ
く
似
た
顔
で

泥
に
叢
染
れ
て
遮
う
て
く
る
の
が
恐
ろ
し
い
（
川
合
の
花
大
正
十
一
年
）

灘
の
力
が
先
に
習
か
れ
、
饒
舌
で
あ
る
。
「
カ
プ
ト
の
や
う
に
」
の
比
愉
は

城
壁

釦
が
一
ど
き
に
啼
き
出
し
た

戸
を
そ
ら
へ
て
戦
ひ
出
す
や
う
に

大
き
な
城
壁
の
や
う
な
林
の
奥
か
ら
…
…
。

ず
ん
ず
ん
わ
た
し
の
力
む
兄
つ
出
て
歩
い
て
く
る

熟
ん
な
鯉
を
新
て
る
る

弓
矢
を
つ
が
へ
て
ゐ
る

林
と
林
と
が
つ
な
が
り
合
っ
て
ゐ
る

そ
こ
を
ゆ
く
流
叩
の
薇
さ
へ
し
な
い
。

た
だ
一
さ
い
Ｅ
か
ち
ど
き
を
あ
げ
て
ゐ
る
。

野
の
人
の
知
れ
な
い
と
こ
ろ
膳
記
さ
れ
て
居
た
。
（
昭
和
十
八
年
）

調
想
は
文
腫
表
現
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
時
が
多
弁
で
あ
る
。
さ
す
が
に
詩
の
方
が
い

ず
れ
も
趣
が
あ
る
。
文
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
り
、
詩
は
十
分
に
歌
っ
て
あ
る
。
天
衣
無
縫

の
感
が
す
る
の
は
、
詩
に
も
亜
心
が
潜
む
か
ら
か
。

光
太
郎
の
「
釦
を
彫
る
」
は
俗
を
離
れ
て
い
る
。
姉
も
光
太
郎
も
。

冬
日
さ
す
耐
の
窓
に
坐
し
て
師
を
彫
る
。

乾
い
て
枯
れ
て
手
に
軽
い
み
ん
糸
ん
師
は

お
よ
そ
生
き
の
身
の
い
や
し
さ
を
絶
ち
、

物
を
く
ふ
ロ
す
ら
そ
の
所
在
を
知
ら
な
い
。

師
は
天
平
机
の
一
角
に
週
ふ
。

わ
た
く
し
は
羽
を
見
る
。

も
ろ
く
薄
く
透
明
な
天
の
か
け
ら
、

こ
の
虫
顛
の
持
つ
霊
気
の
翼
は

ゆ
る
や
か
に
な
だ
れ
て
迫
ら
ず
、

無
と
緑
に
菱
ふ
甲
阿
を
罐
の
か
に
包
む
。

わ
た
く
し
の
刻
む
桧
の
肌
か
ら

つ
か
れ
て
Ｅ
と
り
と
地
の
う
へ
侶
落
も
土

釧
は
天
に
か
ぎ
り
な
く

あ
ん
ま
り
広
い
の
で
怖
く
た
り

羽
根
が
萎
え
る
や
う
な
寒
さ
が
感
じ
ら
れ

脳
い
て
総
ち
た
。

そ
し
て
こ
ん
ど
は
木
か
ら
木
の
あ
ひ
だ
を
飛
び
廻
っ
た
。

ど
れ
だ
け
握
っ
て
も

木
の
な
い
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

瓢
は
よ
ろ
こ
ん
で
飛
び
廻
り

う
た
を
う
た
ひ
つ
く
し

羽
根
の
や
ぶ
れ
る
ま
で
生
き
て
ゐ
た
。

だ
が
、
天
に
向
っ
て

き
い
き
い
鄭
ひ
上
っ
た
恐
ろ
し
い
日
の

そ
の
広
捲
さ
が
、
師
の
狐
に
の
こ
り
、

凱
の
死
ん
だ
あ
と
に
樋
さ
れ
て
ゐ
た
。

野
に
、
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エ
ジ
プ
ト
人
が
永
生
の
象
徴
と
し
て
好
ん
で
甲
虫
の
お
守
を
彫
っ
た
や
う
に
、
古
代
ギ

リ
シ
ャ
人
は
美
と
幸
祇
と
平
和
の
象
徴
と
し
て
好
ん
で
セ
ミ
の
小
彫
刻
を
作
っ
て
装
身
具

な
ど
の
装
飾
に
し
た
。
戸
と
そ
の
畿
訓
の
美
と
を
食
し
た
の
だ
と
い
ふ
。
日
本
の
セ
ミ
は

一
般
に
や
か
ま
し
い
も
の
の
や
う
に
取
ら
れ
、
ア
プ
ラ
な
ど
は
』
』
と
に
暑
く
る
し
い
も
の

の
代
表
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
あ
意
り
樹
木
の
無
い
ギ
リ
シ
ャ
の
セ
ミ
は
も
つ
と
瀞
か
左
声

な
の
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い
は
カ
ナ
カ
ナ
の
や
う
な
菰
類
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

し
畷
は
日
本
の
セ
ミ
の
無
邪
気
な
カ
ー
ぱ
い
の
声
が
頭
の
し
ん
ま
で
戯
く
や
う
に
響
い
て

く
る
の
を
大
変
快
く
Ⅲ
く
。
ま
し
て
蝉
時
雨
と
い
ふ
や
う
な
言
葉
で
変
現
さ
れ
て
ゐ
る
林

間
の
セ
ミ
の
鏡
批
の
ご
と
き
は
夢
の
や
う
腫
美
し
い
夏
の
贈
物
だ
と
恩
ふ
。
セ
ミ
を
彫
っ

て
ゐ
る
と
さ
う
い
ふ
林
間
の
緑
し
た
た
る
涼
風
が
部
屋
腱
満
ち
て
く
る
や
う
な
気
が
す

る
。
（
光
太
郎
）

犀
星
の
「
師
奴
」
と
、
光
太
郎
の
「
鄭
観
」
と
の
差
娃
一
謎
、
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
犀

な
い
。
多
く
の
彫
金
製
の
セ
ミ
が
下
品
に
見
え
る
の
は
一
』
の
点
を
考
へ
な
い
た
め
で
あ

る
。
す
べ
て
薄
い
も
の
を
実
物
の
よ
う
に
薄
く
作
っ
て
し
ま
ふ
の
は
浅
は
か
で
あ
る
。
ち

や
う
ど
逆
な
く
ら
ゐ
に
作
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
木
彫
胆
限
ら
ず
、
こ
の
聯
は
彫
刻
全

般
、
芸
術
全
般
の
問
題
と
し
て
も
真
で
あ
る
。
む
や
熟
に
感
激
を
表
而
に
出
し
た
詩
歌
が

必
ず
し
も
感
激
を
伝
へ
ず
、
が
さ
つ
で
ダ
ル
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
、
か
え
っ
て
逆
な
表

現
に
強
い
感
激
の
あ
ら
わ
れ
る
）
」
と
の
あ
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
さ
う
か
と
い
っ
て
、

セ
ミ
の
掴
を
た
だ
徒
に
厚
く
彫
れ
ば
そ
れ
こ
そ
厚
ぽ
つ
た
く
て
、
愚
鈍
で
、
ど
て
ら
を

藩
た
セ
ミ
に
な
っ
て
し
ま
ふ
。
あ
つ
く
て
し
か
も
あ
つ
さ
を
感
じ
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
彫

刻
上
の
肉
合
ひ
と
面
の
取
扱
い
と
に
よ
っ
て
の
染
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
彫
刻

そ
の
も
の
は
そ
ん
な
こ
と
が
問
題
に
な
ら
な
い
ぼ
ど
す
ら
す
ら
と
皿
に
入
る
べ
き
で
、

ま
る
で
翅
の
厚
薄
な
ど
と
い
ふ
こ
と
ば
気
の
つ
か
な
い
の
が
い
い
の
で
あ
る
。
な
ん
だ
か

あ
た
り
前
椹
で
き
て
ゐ
る
と
恩
へ
れ
ば
逓
上
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
美
で
あ
る
。
）
」

。
、
、
い
い
、
■
■

の
場
合
、
彫
刻
家
は
セ
ミ
の
や
う
な
も
の
を
作
っ
て
ゐ
る
の
で
な
く
て
、
セ
ミ
）
』
因
る
造

型
美
を
彫
刻
し
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
彫
刻
家
は
セ
ミ
の
形
態
に
つ

い
て
厳
格
な
科
学
的
研
究
を
遂
げ
、
そ
の
形
成
の
臓
理
を
十
分
に
の
熟
こ
ん
で
ゐ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
微
細
に
わ
た
っ
た
知
識
を
持
た
な
け
れ
ば
安
心
し
て
そ
の
造
型

性
を
探
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
い
加
減
な
感
じ
や
、
あ
て
ず
つ
ば
う
で
は
却
て
榊

成
上
の
圃
由
が
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
自
由
で
あ
っ
て
、
し
か
も
恨
薄
の
あ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
其
の
美
は
生
じ
な
い
谷

星
の
は
一
言
椹
し
て
い
え
ば
、
亜
心
を
失
わ
な
い
素
朴
な
感
想
で
あ
る
。
光
太
郎
の
は
、

全
く
彫
刻
家
の
も
の
で
あ
る
。
童
心
で
無
邪
気
膳
愛
し
た
も
の
へ
の
追
懐
ｌ
樹
木
の
あ
る

所
で
育
っ
た
も
の
の
共
通
性
－
も
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
彫
刻
家
と
し
て
の
把
握
の
仕

方
が
ニ
ー
ー
ー
ク
で
あ
る
。
彫
刻
に
お
け
る
視
覚
は
、
絵
画
に
於
け
る
場
合
と
少
を
遮
っ

て
、
触
覚
的
視
覚
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
通
り
の
も
の
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
「
い
い
加
減
な

感
じ
や
、
あ
て
ず
つ
ぼ
う
で
は
か
え
っ
て
榊
成
上
の
自
山
が
件
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
自

由
で
あ
っ
て
、
し
か
も
根
瀞
の
あ
る
も
の
で
な
げ
れ
瞳
爽
の
美
は
生
じ
な
い
。
」
の
言
の
如

く
、
蝉
の
観
察
も
知
識
も
い
い
加
減
で
な
い
梢
確
な
も
の
で
あ
る
。

或
男
は
イ
エ
メ
の
懐
に
手
を
入
れ
て

二
つ
の
別
痕
を
撫
で
て
染
た
。

一
人
の
か
た
く
な
彫
刻
家
は

万
象
を
お
の
れ
自
身
の
指
で
触
っ
て
糸
る
。

水
を
裂
い
て
中
を
の
ぞ
き
、

天
を
割
っ
て
入
り
こ
ま
う
と
す
る
。

ほ
ん
と
に
君
を
つ
か
ま
へ
て
か
ら

は
じ
め
て
君
を
君
だ
と
恩
ふ
。

昭
和
三
年
作
の
「
触
知
」
と
い
う
布
名
な
詩
で
、
彫
刻
家
と
し
て
の
把
握
の
仕
方
が
明

確
に
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
「
セ
ミ
の
彫
刻
的
契
機
・
…
・
・
其
の
美
は
生
じ
な
い
」
の
蝉
観

も
同
じ
で
あ
る
。
彫
刻
十
個
条
（
大
正
十
五
年
）
の
一
に
「
彫
刻
の
本
性
は
立
体
盤
に
あ

り
。
し
か
も
彫
刻
の
い
の
ち
は
詩
魂
に
あ
り
」
と
あ
る
が
、
蝉
の
凌
態
は
立
体
的
に
描
き

だ
さ
れ
、
詩
魂
が
あ
ふ
れ
る
。

犀
型
の
は
詩
人
の
思
い
つ
き
に
満
ち
て
は
い
る
も
の
の
、
平
面
的
、
絵
画
的
、
常
識
的

で
、
一
般
性
の
あ
る
主
観
的
、
感
覚
的
傾
向
が
強
い
。
又
、
む
き
だ
し
の
「
童
」
が
あ
る
。

目
頭
の
文
は
次
の
詩
に
通
う
。

不
思
議
な
る
顔

地
面
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
週
ひ
出
し
て
く
る
蝉
を
見
つ
め
て
ゐ
る
と

誰
か
の
顔
に
似
て
ゐ
る
や
う
な
気
が
す
る

ま
だ
地
中
の
奥
腫
ゐ
て

い
ち
ど
も
見
た
こ
と
の
な
い
も
の
の
顔
が
浮
ん
で
く
為

い
も

道
ひ
出
し
た
か
ら
の
ま
き
」
な
師
が

2１ 



一一竿

の
笑
と
品
位
と
を
書
ひ
、
彫
刻
で
あ
る
よ
り
も
玩
具
に
近
い
又
は
文
人
的
稀
菰
に
類
す
》
。

も
の
と
な
る
・
共
点
で
セ
ミ
は
大
に
述
穐
役
は
そ
の
形
態
の
中
に
ひ
ど
く
彫
刻
的
な
も

の
を
具
へ
て
ゐ
る
。
し
か
も
私
が
彼
を
好
む
の
は
む
ろ
ん
彫
刻
以
前
か
ら
の
邪
で
あ
る
。

子
供
は
皆
こ
の
生
き
た
風
琴
を
好
む
○
私
も
子
供
の
こ
ろ
夏
に
な
る
と
谷
中
天
王
寺
の

森
の
中
を
夢
中
に
鼬
け
を
わ
っ
て
彼
を
つ
か
ま
へ
た
。
モ
チ
の
木
の
皮
を
は
い
で
石
で
た

た
い
て
強
い
モ
チ
を
作
り
、
竹
竿
の
さ
き
に
指
を
な
め
て
そ
れ
を
童
き
つ
け
る
楽
し
さ
を

今
で
も
や
や
感
傷
的
怪
思
出
す
。
私
は
な
ぜ
か
ク
モ
の
巣
の
糸
を
築
い
て
捉
へ
る
と
い
ふ

方
法
を
当
時
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
瞳
近
に
な
っ
て
Ⅲ
い
た
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
で
採

れ
る
な
ら
こ
の
方
が
よ
い
。
剛
も
傷
め
な
い
杼
』
遮
ひ
な
い
。
セ
ミ
が
息
ひ
が
け
な
く
低
い

木
の
幹
な
ど
に
止
ま
っ
て
鳴
い
て
ゐ
る
の
を
発
見
す
る
と
、
ま
っ
た
く
動
俘
の
す
る
ほ
ど

昂
糖
す
る
。
今
で
も
す
る
。

起
は
夏
の
夕
方
な
ど
時
主
モ
デ
ル
漁
り
に
出
か
け
る
こ
と
が
あ
る
が
多
く
は
自
分
で
は

獲
れ
ず
、
顔
な
Ｕ
柔
の
子
供
ら
に
も
ら
っ
て
く
る
。
セ
ミ
が
あ
の
右
り
つ
た
け
の
声
を
ふ

り
し
ぼ
る
や
う
に
鳴
き
さ
か
つ
て
ゐ
る
の
を
見
る
と
、
獲
る
Ｃ
も
欝
路
さ
せ
ら
れ
る
催
ど

大
ま
じ
め
で
、
鴨
き
終
る
と
た
ち
さ
ち
ぱ
っ
と
飛
び
立
っ
て
、
あ
わ
て
て
そ
こ
ら
の
物
）
」

ぶ
つ
か
り
な
が
ら
場
所
を
か
え
る
や
い
な
や
、
寸
暇
も
無
い
と
い
ふ
や
う
に
す
ぐ
ま
た
鳴

き
は
じ
め
る
、
あ
の
一
心
不
乱
な
恋
の
よ
び
か
け
に
は
何
怖
せ
ず
に
ゐ
ら
れ
な
い
。
よ
び

か
け
る
》
』
と
椹
夢
中
に
な
っ
て
ゐ
て
呼
び
か
け
る
目
的
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
恩
ふ
ほ
ど
鳴
く
こ
と
｝
」
懸
か
れ
て
ゐ
る
。
実
煤
煙
は
セ
ミ
が
配
偶
者
を
得
た
と
こ
ろ

を
見
た
こ
と
が
無
い
。

東
京
起
は
ヂ
イ
ヂ
イ
、
ア
プ
ラ
、
ミ
ソ
ミ
ソ
、
ツ
ク
ッ
ク
ポ
ゥ
シ
、
カ
ナ
ヵ
ナ
く
ら
い

し
か
居
ら
ず
、
〈
ル
ゼ
ミ
、
チ
ッ
チ
ゼ
ミ
、
ク
マ
ゼ
ミ
、
エ
ゾ
ゼ
ミ
な
ど
は
ゐ
な
い
や
う

で
あ
る
。
私
が
実
際
手
椹
し
て
見
た
の
ば
そ
れ
ゆ
え
ば
な
は
だ
種
顛
少
く
、
こ
の
中
で
も

〈
ル
ゼ
ミ
、
マ
ー
ゾ
ゼ
ミ
は
ま
だ
見
な
い
。
ク
マ
ゼ
ミ
は
先
年
熱
海
で
陸
の
木
の
て
つ
べ
ん

に
鳴
い
て
ゐ
る
の
を
見
た
が
竿
が
届
か
ず
、
手
に
は
と
れ
な
か
っ
た
グ
ィ
ジ
ィ
が
い
ち
ば

ん
拭
朴
で
顔
も
眼
が
離
れ
て
ゐ
て
と
ぼ
け
て
ゐ
る
。
「
ノ
ブ
う
ば
大
き
く
て
、
就
忰
で
、
野
蛮

で
、
が
ん
ば
り
強
く
、
そ
の
声
の
止
め
ど
も
な
く
連
続
す
る
プ
オ
ル
チ
シ
モ
の
も
の
す
ご

い
通
り
唱
姿
も
剛
健
一
点
張
り
で
あ
る
。
私
は
好
ん
で
こ
の
セ
ミ
を
作
る
。
翅
ま
で
厚

く
て
不
透
明
で
茶
褐
色
で
あ
る
こ
と
、
胴
体
が
割
に
長
く
て
頭
の
小
さ
い
こ
と
な
ど
が
彫

刻
に
い
い
。
ミ
ソ
ミ
ソ
陰
こ
れ
に
比
べ
る
と
豪
華
で
、
美
腿
で
、
技
巧
的
で
、
上
等
に
見

え
る
。
翅
の
透
明
救
、
胸
や
腹
の
録
と
黙
の
棋
嫌
の
お
も
し
〉
つ
い
、
彫
刻
に
作
っ
て
は
派

手
な
セ
ミ
で
あ
る
。
胴
体
は
短
く
、
脱
部
の
末
端
の
急
す
ぼ
ま
り
の
と
）
」
ろ
が
可
笑
し

い
。
彫
刻
で
は
翅
は
雲
母
を
蒔
い
た
り
、
銀
粉
を
締
い
た
り
す
る
。
ヅ
ク
ヅ
ク
ポ
ゥ
シ
と

カ
ナ
カ
ナ
と
ば
女
性
的
で
、
獲
る
と
す
ぐ
死
ぬ
、
姿
も
華
蒋
で
、
優
芙
で
、
背
企
と
し
た
箭

霊
の
感
じ
が
あ
る
。
ク
マ
ゼ
ミ
ま
た
の
名
シ
ャ
ソ
シ
ャ
ン
ゼ
ミ
は
｛
】
ミ
の
中
で
い
ち
ば
ん

巨
大
で
色
も
熟
、
緑
の
ほ
か
匹
樋
色
が
交
り
、
翅
も
透
明
で
し
か
も
強
く
、
形
も
よ
い
や

う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
手
に
と
っ
て
見
た
の
で
は
な
い
か
ら
詳
細
は
知
ら
な
い
。
ハ
ル
ゼ

ミ
は
先
年
五
月
末
越
後
長
岡
の
悠
久
山
の
仏
林
の
巾
で
そ
の
幽
遠
な
茂
を
聞
い
た
が
、
塵

は
見
な
か
っ
た
。

■
も
■
も

セ
ミ
の
彫
刻
的
契
機
は
そ
の
全
体
の
煮
と
煮
バ
リ
の
い
い
こ
と
炉
」
あ
る
。
部
分
は
複
雑
で

あ
る
が
、
そ
れ
が
二
枚
の
大
き
な
翅
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
、
し
か
も
蚊
の
両
端
の
極
限
の

突
出
と
胸
部
と
の
関
係
が
脆
弱
で
な
く
、
胸
部
が
叩
脚
の
よ
う
に
曜
間
で
、
こ
と
に
中
胸

背
部
の
末
端
に
あ
る
鹸
撰
の
意
匠
が
お
も
し
ろ
い
彫
刻
的
の
形
態
と
肉
合
ひ
と
を
持
ち
、

裏
の
腹
部
が
う
ま
く
麹
の
中
に
納
ま
り
、
六
本
の
肢
も
あ
雷
り
災
く
は
な
く
、
前
肢
に
は

強
い
腕
が
あ
り
、
口
吻
が
ま
た
実
に
比
例
よ
く
体
の
中
央
に
針
を
垂
れ
、
総
体
に
地
純
化

し
勘
く
、
面
に
無
駄
が
出
な
い
。
セ
ミ
の
美
し
さ
の
股
も
微
妙
な
と
こ
ろ
は
、
横
か
ら

翅
を
見
た
時
の
翅
の
山
の
形
を
し
た
線
陞
あ
る
。
頭
か
ら
胸
背
部
へ
か
け
て
小
さ
な
円
味

を
持
つ
と
》
」
ろ
へ
、
鋤
の
上
縁
が
ず
っ
と
上
へ
立
ち
上
が
り
、
一
つ
の
頂
点
を
作
っ
て
叫

び
波
を
う
っ
て
下
の
カ
ヘ
な
だ
れ
る
や
う
に
低
ま
り
、
ち
ょ
っ
と
憲
允
立
ち
上
が
っ
て
終

っ
て
ゐ
る
工
合
が
他
の
何
物
に
も
無
い
セ
ミ
特
有
の
線
で
あ
る
。
鋤
の
上
緑
の
波
形
と
下

級
の
叩
一
な
曲
線
と
の
対
照
が
美
し
い
。
セ
ミ
の
時
つ
線
の
美
の
極
致
と
言
へ
る
。
そ
の

波
形
の
比
例
は
セ
ミ
の
種
類
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
持
つ
。
ま
た
セ
ミ
を
横
か
ら

見
ず
、
上
方
か
ら
見
て
も
麺
の
美
は
す
ば
ら
し
い
。
左
右
の
二
枚
が
よ
く
整
斉
を
保
ち
、

外
部
は
ゆ
る
い
強
い
曲
線
を
描
い
て
は
る
か
に
後
端
ま
で
走
り
、
内
側
は
大
き
い
波
形
を

左
右
か
ら
合
せ
る
や
う
）
』
描
き
、
後
半
は
ま
た
附
い
て
岐
末
端
で
ち
ょ
っ
と
引
き
し
ま

る
。
セ
ミ
は
生
き
て
ゐ
る
時
も
死
ん
で
か
ら
‘
も
た
い
し
て
形
に
変
化
を
米
さ
な
い
が
、
こ

の
翅
の
末
端
だ
け
は
述
ふ
。
生
き
て
ゐ
る
時
椹
は
そ
れ
が
か
す
か
脛
内
側
に
し
ま
っ
て
ゐ

る
が
、
死
ぬ
と
そ
》
」
が
開
い
た
形
の
ま
ま
で
終
る
や
う
に
な
る
。
む
ろ
ん
か
す
か
に
し
ま

っ
て
ゐ
る
方
荻
美
し
い
・
木
彫
で
は
こ
の
薄
い
翅
の
彫
り
方
）
』
よ
っ
て
彫
刻
上
の
お
も

し
ろ
さ
に
差
を
生
ず
る
。
こ
の
薄
い
も
の
を
薄
く
彫
っ
て
し
ま
ふ
と
下
船
に
な
り
、
が
さ

つ
に
な
り
、
ブ
リ
キ
の
よ
う
に
堅
く
な
り
、
つ
い
に
彫
刻
性
を
矢
ふ
。
こ
れ
は
肉
合
ひ
の

妙
味
》
』
よ
っ
て
翅
の
意
味
を
解
釈
し
、
木
材
の
気
持
に
駈
っ
て
処
理
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
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蝉
は
頭
の
上
の
空
が
高
い
こ
と
を
知
っ
て
ゐ
た
。

蝉
に
は
お
母
さ
ん
が
あ
る
の
か
、
姉
や
妹
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
と
も
兄
弟
が
あ
る
の
か

知
ら
な
か
っ
た
。
只
、
親
父
が
あ
る
こ
と
だ
け
を
う
ろ
覚
え
に
お
ぼ
え
て
ゐ
た
。
親
父
は

田
舎
に
ゐ
た
。
田
舎
の
士
の
穴
の
中
で
十
年
く
ら
ゐ
樹
や
そ
ら
や
士
の
上
を
見
な
い
で
暮

し
て
ゐ
た
。
伜
は
老
へ
た
。
お
れ
の
親
父
は
何
を
架
し
梁
に
く
ら
し
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
、

そ
し
て
一
体
あ
と
何
年
間
を
あ
の
穴
の
な
か
に
く
す
ぶ
っ
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
。

蝉
を
考
え
る

僕
は
蝿
の
顔
に
肖
た
人
間
の
顔
を
覚
え
て
ゐ
る
。

そ
れ
程
蝉
の
顔
と
人
間
の
顔
と
が
類
似
し
て
ゐ
る
。

僕
は
蝿
の
顔
の
紫
朴
さ
が
好
き
で
あ
る
。
蝉
の
顔
は
間
抜
け
て
ゐ
て
非
常
に
悲
し
げ

だ
。
悲
し
ゑ
が
拠
り
つ
い
て
擬
固
り
、
カ
プ
ト
の
や
う
に
鉄
と
銅
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
を

塗
っ
て
ゐ
る
。
田
舎
に
百
姓
が
ゐ
る
や
う
に
樹
木
匡
蝿
が
ゐ
、
そ
れ
が
侍
葬
良
さ
う
な
敵

付
を
し
て
ゐ
る
。

僕
は
明
け
方
に
新
し
い
浴
衣
を
着
て
、
殻
か
ら
ぬ
け
出
た
ば
か
り
の
鮮
や
か
な
蝉
を
美

し
い
と
恩
う
て
、
幼
少
の
時
分
に
、
恋
の
や
う
な
も
の
を
感
じ
た
。
羽
根
は
弱
を
し
い
明

け
方
の
盤
ば
ん
だ
色
を
持
ち
、
少
し
づ
つ
微
風
の
な
か
に
震
は
し
て
ゐ
た
。
僕
は
折
に
ふ

れ
て
見
た
が
迫
害
な
ん
ぞ
生
れ
立
て
の
蝉
が
知
っ
て
ゐ
よ
う
筈
が
な
い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と

驚
い
て
助
い
た
く
ら
ゐ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
僕
は
蝉
の
頭
に
梅
鉢
の
紋
が
つ
い
て
ゐ
て
、

そ
の
紋
は
黄
金
の
コ
ナ
を
吹
い
て
ゐ
る
の
に
見
と
れ
塩

蠅
は
朝
日
の
出
る
時
分
に
、
そ
の
明
け
方
の
色
を
し
て
ゐ
る
羽
根
が
次
第
匡
触
甲
色
に

焦
げ
て
行
っ
た
。
蝉
の
足
に
ハ
リ
ガ
ネ
が
通
り
、
弧
に
鉄
分
が
溶
け
込
む
、
お
腹
に
強
烈

な
灰
色
の
徴
に
似
た
粉
が
固
ま
る
と
、
眼
の
な
か
は
地
球
儀
の
や
う
に
青
い
幽
雑
な
も
の

で
一
杯
に
な
っ
た
。
蝉
は
お
腹
が
減
り
、
歩
き
た
く
な
り
、
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
蝉
は
自
分
の
止
っ
て
ゐ
る
樹
木
が
何
の
木
だ
か
は
知
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
脚

に
砂
糖
の
あ
ま
さ
に
似
た
液
体
を
感
じ
た
。
蝉
は
食
べ
た
く
な
り
お
腹
が
減
り
、
そ
し
て

二
枚
の
鱗
の
や
う
な
腹
と
胸
の
間
に
あ
る
小
さ
い
笛
を
鳴
ら
し
て
見
た
く
な
っ
た
。

の
違
照
大
げ
さ
に
い
え
ば
、
人
生
観
・
世
界
観
の
相
違
を
明
確
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は

犀
星
の
方
が
光
で
昭
和
七
年
九
月
悟
「
蝉
を
老
へ
る
」
の
一
文
を
謝
い
て
い
る
。
光
太

郎
は
、
昭
和
十
五
年
二
月
十
一
日
』
』
「
蝉
を
彫
る
」
を
詩
作
し
、
同
年
八
月
に
「
鍬
の
美

と
造
型
」
を
書
い
て
い
る
。
た
だ
し
犀
星
の
文
軍
に
対
抗
し
て
書
い
た
と
は
思
わ
れ
な

い
ロ

蝉
は
樹
の
皮
の
上
に
、
い
や
だ
わ
、
と
醤
い
た
。

蝉
は
親
父
を
さ
う
い
う
ふ
う
に
、
い
や
だ
わ
と
書
く
く
ら
ゐ
な
ら
、
そ
の
言
葉
つ
き
か

ら
女
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
か
腰
の
笛
は
ち
ょ
っ
と
し
か
鳴
ら
な
か
っ

た
。
蝿
は
小
便
が
し
た
く
な
り
小
便
を
し
た
。

邸
は
同
族
の
声
を
城
の
上
で
聞
い
た
。

城
は
青
い
若
葉
を
か
が
る
、
ま
だ
花
の
頑
が
残
る
樹
の
な
か
に
あ
っ
た
。

蝉
は
ジ
イ
イ
と
啼
い
て
ま
た
小
便
を
し
た
。

僕
は
裸
悟
な
っ
て
庭
に
出
、
杏
の
木
に
と
ま
っ
て
ゐ
る
蝿
を
一
疋
、
つ
か
意
へ
る
と
先

づ
そ
れ
を
小
石
か
何
か
を
拡
げ
つ
け
る
や
う
に
、
空
の
方
に
向
っ
て
投
げ
つ
け
る
の
だ
。

蝉
は
投
げ
つ
け
ら
れ
た
弾
力
を
自
分
の
ち
か
ら
で
停
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
出
来
な
い

け
れ
ど
羽
根
を
つ
か
っ
て
中
心
を
取
っ
て
、
弾
力
の
尽
き
た
時
分
に
巧
象
仁
廻
れ
右
す
る

の
だ
。
僕
は
学
校
が
へ
り
の
汗
く
さ
い
裸
体
で
、
先
づ
二
三
疋
の
蝿
を
そ
ん
な
ふ
う
に
叩

き
つ
け
る
の
が
楽
し
ゑ
だ
っ
た
。

僕
は
蝉
の
頭
に
何
や
ら
記
憶
ら
し
い
も
の
を
彫
り
つ
け
た
。

妃
憶
は
識
だ
か
歌
だ
か
判
ら
な
い
も
の
だ
が
、
蝉
を
見
る
た
び
に
、
僕
は
其
処
に
彫
り

つ
け
た
覚
え
を
お
し
ひ
出
す
の
だ
。
全
く
僕
の
手
は
蝉
の
あ
ぶ
ら
で
あ
ぶ
ら
臭
か
つ
た

し
、
僕
に
握
ら
れ
た
蝉
は
い
つ
も
汗
を
掻
い
て
疲
れ
て
ゐ
た
。
僕
は
鍬
の
は
ら
わ
た
を
覗

い
て
見
て
、
何
に
も
ば
ら
わ
た
ら
し
い
も
の
の
な
い
こ
と
を
可
哀
想
幅
思
う
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
ま
る
で
お
腹
の
な
か
ば
乾
い
て
空
っ
ぽ
だ
っ
た
。
今
で
も
腹
の
減
っ
た
蝿
の
こ
と

を
老
へ
る
と
悲
し
く
な
る
。
（
犀
足
）

蝉
の
美
と
造
型

私
は
よ
く
即
の
木
彫
を
つ
く
る
。
鳥
獣
虫
魚
な
ん
で
も
興
味
の
無
い
し
の
ば
な
い
が
、

造
型
的
意
味
か
ら
見
て
彫
刻
に
適
す
る
も
の
と
適
さ
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
私
は
虫
類
に

友
人
が
は
な
は
だ
多
く
、
．
〈
ツ
タ
、
コ
オ
Ｐ
ギ
、
ト
ン
ボ
、
カ
マ
キ
リ
、
セ
ミ
、
ク
モ
の

類
は
親
友
の
方
で
あ
り
、
カ
マ
キ
リ
の
三
角
あ
土
丈
な
ど
に
は
こ
と
に
愛
蓋
を
感
じ
、

よ
く
自
分
の
髪
の
毛
を
抜
い
て
彼
に
御
馳
走
す
る
。
カ
マ
キ
リ
は
人
間
の
髪
の
毛
が
非
常

に
好
き
で
進
呈
す
る
と
幾
本
で
も
貧
り
食
ふ
。
恐
れ
る
と
い
ふ
一
」
と
を
知
ら
な
い
彼
の
性

質
も
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
。
し
か
し
彼
は
彫
刻
に
は
な
ら
な
い
。
形
態
が
彫
刻
腱
向
か

な
い
。
．
〈
ツ
タ
、
コ
オ
ロ
ギ
も
そ
の
点
で
は
役
に
立
た
な
い
。
ト
ン
ボ
に
は
銀
ヤ
ン
マ
の

や
う
な
堂
々
た
る
者
も
あ
り
、
ト
ウ
ス
ミ
ト
ン
ポ
の
や
う
な
楚
々
た
る
者
も
あ
り
、
ア
カ

ト
ン
ポ
の
や
う
な
し
ゃ
れ
た
者
も
あ
つ
く
一
寸
彫
刻
椹
お
も
し
ろ
さ
う
に
忠
へ
る
が
、

こ
れ
が
や
は
り
駄
目
。
彫
刻
的
契
機
に
乏
し
い
。
作
れ
ば
作
れ
る
が
作
る
と
却
っ
て
自
然
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￣ 

１
「
詩
歌
の
城
に
」
を
通
し
て

作
仙
を
鑑
賞
し
て
い
る
と
、
二
人
の
典
衝
が
肌
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
椹
気
付
く
。

そ
の
一
端
に
ふ
れ
て
難
る
と
、
光
太
郎
Ｆ
』
は
大
正
十
二
年
作
の
「
（
勝
歌
の
城
に
）
」
と

い
う
凹
行
時
が
あ
る
。
雌
凪
』
』
も
昭
和
二
年
大
川
作
の
「
叶
歌
の
城
」
と
い
う
脳
の
二
聯

十
八
行
の
灘
が
あ
る
。

沸
歌
の
城
に
時
は
す
ま
ず

そ
こ
應
化
む
の
は
家
老
ば
か
り

威
儀
三
千
は
家
老
に
川
へ

詩
だ
け
は
た
だ
の
親
仁
に
き
か
う
（
光
太
郎
〉

脚
分
ば
へ
と
へ
と
に
な
り
な
が
ら

真
個
の
心
は
城
の
中
腫
Ⅱ
ざ
め
て
ゐ
る
。
（
雌
阯
・
故
郷
図
絵
錐
）

光
太
郎
の
詩
は
、
典
の
蹄
不
在
の
形
骸
だ
け
の
狩
歌
の
城
、
そ
こ
侶
感
生
き
た
人
間
の

詩
や
俳
句
を
一
と
し
き
り
軽
班
し
て
ゐ
た
が

こ
の
ご
ろ
仲
盈
好
い
味
の
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
。

一
日
十
枚
文
準
を
か
い
て
ゐ
て
も

詩
や
俳
句
が
一
行
一
句
も
で
き
ぬ
こ
と
が
あ
る
。

詩
や
俳
句
の
王
域
は
誰
で
も
鼓
け
る
も
の
で
は
な
い

詩
や
俳
句
の
域
へ
入
る
も
の
は

そ
の
域
の
中
の
庭
や
金
銀
の
居
間
を
知
り

そ
の
居
間
に
坐
る
賎
礼
を
知
り

弓
や
矢
や
盾
を
把
り

寒
夜
に
な
ほ
域
を
護
る
術
を
し
ら
れ
ば
な
ら
ぬ
。

自
分
は
既
う
何
千
枚
識
い
て
ゐ
る
か
知
ら
な
い
。

自
分
で
考
え
た
だ
け
で
も
花
と
す
る
。

し
か
し
ま
こ
と
の
詩
佳
何
も
か
け
て
ゐ
な
い
。

何
千
性
何
万
枚
弼
き
つ
か
れ
た
あ
と
で

数
行
の
詩
や
俳
句
を
恋
ひ
蕊
ふ
こ
と
の
蛸
し
さ
。

わ
が
心
い
ま
だ
偽
ら
ず
に
ゐ
る
蛸
し
さ
。

二
、
作
品
を
通
し
て
見
た
光
太
郎
と
犀
星

？
●
う
ぐ

嬢
動
瞠
な
い
。
本
当
の
人
間
性
は
、
生
は
、
美
辞
蝿
句
の
形
式
の
中
て
は
生
き
ま
い
と
い

う
の
で
あ
る
。
汁
不
在
の
汁
歌
の
城
の
愈
溌
を
縄
め
ず
、
本
当
の
”
生
・
の
発
動
こ
そ
、

典
の
識
な
の
で
あ
る
と
、
う
た
っ
て
い
る
。
或
》
〈
⑨
雛
碑
銘
Ｆ
』
も
「
彼
は
満
に
詩
を
作
り
た

れ
ど
詩
歌
の
城
を
総
め
ず
」
と
あ
る
。

耶
腿
は
、
光
太
郎
の
四
行
勝
を
雄
ん
で
、
題
の
粉
想
に
、
例
に
よ
っ
て
先
を
こ
さ
れ
た

鰹
を
い
だ
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
と
Ⅲ
時
に
、
凹
分
の
は
述
う
そ
、
と
啓
允

さ
れ
た
の
で
は
抜
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
五
年
卿
に
、
十
八
行
勝
が
Ⅲ
来
た
。
蹄
や
俳
句
の

王
城
は
椎
で
も
雌
け
る
も
の
で
は
な
い
と
い
い
、
典
佃
の
心
は
城
の
中
に
Ⅲ
ざ
め
て
ゐ
る

と
、
全
Ⅶ
的
に
蹄
歌
の
城
の
優
越
性
を
狐
歌
し
て
い
る
。
ま
さ
椹
光
太
郎
と
峡
対
照
的
で

あ
る
。
光
太
郎
陰
生
れ
な
が
ら
の
沸
歌
の
城
の
城
主
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
空
し
さ
を

見
ぬ
き
、
尿
腿
は
什
歌
の
城
を
Ⅱ
ざ
し
て
柵
進
す
る
が
ゆ
え
膳
、
そ
の
窓
義
を
う
た
い
上

げ
、
慨
慨
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
わ
が
心
い
童
だ
偽
ら
ず
に
ゐ
る
蛸
し
さ
」
に
は
、
光

太
郎
の
追
求
す
る
。
本
当
の
生
“
が
あ
る
。
時
の
木
孜
に
つ
い
て
の
二
人
の
考
え
方
は

遮
っ
て
い
な
い
。
し
か
Ｉ
）
、
そ
の
追
究
の
あ
り
さ
ま
は
遮
っ
て
い
る
。
「
魁
は
泣
虹
、
有

卿
、
上
川
敏
時
代
侶
は
詩
を
漕
ぐ
気
が
し
な
か
っ
た
。
此
等
の
詩
人
の
詩
は
立
派
な
詩
だ

と
は
忠
ひ
な
が
ら
、
何
だ
か
血
脈
の
つ
な
が
り
を
感
じ
な
か
っ
た
。
何
だ
か
別
な
世
界
の

詩
の
や
う
膳
し
か
感
じ
な
か
っ
た
。
詩
が
さ
う
い
ふ
世
界
の
、
も
の
で
あ
る
以
上
、
種
自
身

が
詩
甦
瞥
か
う
と
忠
ふ
の
は
播
越
で
あ
る
と
さ
へ
思
っ
て
ゐ
た
。
起
自
身
が
詩
を
譜
い
て

も
い
い
か
し
ら
と
恩
ひ
出
し
た
の
は
巴
里
で
ヴ
ニ
ル
レ
エ
ヌ
や
蓋
オ
ド
レ
ニ
ル
の
詩
を
ば

じ
め
て
知
っ
た
時
で
あ
っ
た
・
・
・
…
そ
れ
で
○
も
ま
だ
詩
を
灘
く
こ
と
に
自
侭
が
持
て
な
か
っ

た
。
表
現
の
法
を
蓑
つ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
黄
金
隠
沼
と
い
ふ
や
う
な
言
葉

は
ま
る
で
魁
の
佳
椹
合
は
な
か
っ
た
。
」
（
「
適
魁
」
改
打
版
）
の
よ
う
な
光
太
郎
の
詩
へ

の
出
発
は
「
（
謙
歌
の
城
に
）
」
が
作
ら
れ
る
の
も
当
然
だ
と
思
わ
せ
る
。

執
勤
腫
、
ひ
た
む
き
に
文
学
を
追
求
し
た
坤
腿
に
と
っ
て
「
時
歌
の
域
」
の
詩
０
『
乱
）
当
然

で
あ
る
。

詩
歌
の
城
の
瓦
髄
娼
つ
い
て
の
根
木
認
識
は
す
っ
か
り
遮
っ
て
は
い
な
い
が
、
諜
歌
の

域
の
拙
識
と
そ
の
入
り
力
と
は
二
人
は
遮
っ
て
い
る
こ
と
は
、
灘
逃
し
な
く
と
も
、
蹄
を

一
難
ず
れ
唾
明
ら
か
で
あ
る
。

２
「
蝿
」
を
テ
ー
マ
の
作
品
を
通
し
て

光
太
郎
｝
』
も
、
凧
腿
促
も
釦
に
関
す
る
文
蹴
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
又
、
二
人
の
人
が
ら
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二
人
の
生
立
の
ス
ケ
ッ
チ

鰍
星
は
そ
の
時
い
出
生
、
突
父
の
死
、
室
生
真
乗
の
養
嗣
子
、
と
そ
の
成
人
ま
で
賦
境

で
は
な
く
長
町
高
等
小
学
校
高
等
一
年
中
退
の
学
雌
し
か
な
い
。
数
え
十
五
才
か
ら
北
国

新
聞
の
俳
壇
に
俳
句
を
寄
荊
、
麟
井
紫
影
の
北
戸
会
に
出
席
、
句
作
し
た
。
十
九
才
に
「
さ

く
ら
石
斑
魚
に
漆
へ
て
」
が
「
新
識
」
に
褐
戦
さ
れ
、
避
蒋
児
玉
花
外
を
知
り
、
以
後
時

人
と
し
て
立
つ
決
心
を
し
た
。
苦
労
し
な
が
ら
、
詩
を
作
り
な
が
ら
、
目
碆
宅
著
し
承
な

が
ら
、
一
つ
一
つ
身
に
つ
け
て
い
っ
た
。
だ
か
ら
凪
些
の
初
期
の
作
砧
の
文
鑑
は
怪
し
い

の
が
あ
る
。
正
し
い
文
語
か
ら
格
は
ず
れ
な
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
け
り
」
「
り
」
の

接
統
。
句
、
秋
節
に
「
し
ら
か
ば
に
せ
糸
ひ
と
つ
ゐ
て
鳴
か
ず
け
り
。
」
師
に
、
「
抑
一
つ

幹
促
す
が
り
て
鳴
か
ず
け
り
。
」
詩
「
ふ
る
さ
と
」
（
仔
怖
小
曲
集
〉
の
「
木
の
芽
に
忠
を

ふ
き
か
け
り
。
」
と
い
っ
た
調
子
で
あ
る
。
凪
型
の
破
枯
は
独
学
か
ら
き
て
い
る
。
芭
蕪
や

西
酪
の
破
格
と
も
述
う
泥
く
さ
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
犀
蝿
に
と
っ
て
は
鮒
一
杯
で

あ
り
、
や
は
り
つ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
だ
け
一
層
、
教
養
あ
る
者
が
ね
た

意
し
い
の
で
あ
る
。
又
、
名
声
も
欲
し
い
人
で
あ
っ
た
し
、
又
、
名
声
が
必
要
で
で
も
あ

を
、
起
に
感
じ
さ
せ
た
。
巨
星
堅
つ
と
い
う
ば
か
ば
か
し
い
こ
と
ば
が
、
や
は
り
か
れ
の

場
合
ふ
さ
わ
し
く
、
そ
れ
だ
け
私
は
依
然
距
た
り
を
お
ぼ
え
て
い
た
の
だ
。
，
｜
「
魁
は
人
の

生
き
方
の
ま
じ
め
さ
、
性
質
に
あ
る
美
恵
識
の
透
醐
さ
を
、
ず
っ
と
普
に
患
じ
た
そ
れ

を
、
い
ま
ま
た
残
念
な
が
ら
魅
せ
ら
れ
新
し
く
さ
れ
た
。
」
（
以
上
い
ず
れ
も
伝
）

す
ぐ
れ
た
者
は
す
ぐ
れ
た
巻
を
知
る
の
原
則
ど
お
り
、
知
っ
て
い
た
。
す
》
」
し
は
挨
拶

も
あ
ろ
う
が
、
見
え
す
い
た
世
辞
で
は
な
い
。
芥
川
髄
之
介
が
志
孤
直
哉
の
文
蹴
匡
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
た
場
合
の
よ
う
な
も
の
を
、
雌
星
の
言
に
感
じ
る
。
依
然
距
た
り
を

お
ぼ
え
て
い
た
と
い
う
言
は
、
そ
れ
を
立
証
し
て
い
る
。
鰯
腿
は
厚
型
な
り
に
、
光
太
郎

は
光
太
郎
な
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
素
崎
し
い
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
物
差
で
は
ば
か
れ
な
い
。

二
人
の
素
質
‐
世
界
観
、
人
生
観
、
芸
術
観
の
相
違
か
ら
発
し
て
、
二
人
の
作
品
の
賛
の

鐘
と
な
っ
て
顕
れ
た
も
の
を
、
同
一
線
上
を
行
く
も
の
で
な
い
の
を
、
「
距
た
り
」
と
い

う
語
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
じ
競
争
場
裡
の
も
の
と
し
て
鳳
鎚
は
鰹
じ
て
い
る
の
で

あ
る
。
だ
が
、
二
人
の
業
績
を
厚
型
の
よ
う
に
同
じ
物
差
で
は
か
ろ
う
と
す
る
の
は
無
理

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
詩
人
と
し
て
の
紫
武
は
二
人
と
も
豊
か
な
天
分
に
忠
ま
れ
て

い
た
が
、
そ
の
質
と
価
向
は
、
次
元
が
述
う
。

っ
た
。「
私
が
ど
れ
ほ
ど
詩
の
原
稿
を
た
く
わ
え
て
い
て
も
耳
〈
・
〈
ル
』
に
掲
載
さ
れ
る
と
い

終
り
に

私
的
に
は
最
初
に
し
て
雌
後
の
出
合
い
。
尿
星
が
響
き
残
し
て
く
れ
た
の
は
幸
で
あ
っ

た
。
伝
記
に
よ
っ
て
、
駅
型
の
心
の
中
に
住
ん
で
い
た
光
太
郎
像
が
、
明
確
に
な
っ
て
い

る
の
は
何
と
し
て
も
興
味
ぷ
か
い
。
犀
星
の
心
も
偽
ら
ず
、
う
ち
だ
さ
れ
て
い
る
。
小
説

家
で
あ
る
か
ら
、
人
の
心
を
ひ
き
つ
け
る
た
め
の
技
巧
は
勿
論
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
犀

星
は
交
際
こ
そ
し
な
か
っ
た
が
、
光
太
郎
の
知
己
で
あ
っ
た
と
い
え
る
よ
う
に
思
う
。

う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
え
な
い
。
だ
が
光
太
郎
は
い
つ
で
も
華
や
か
に
し
か
も
何
気
な
い

ふ
う
で
登
場
し
て
い
た
の
だ
。
私
は
ほ
と
ん
ど
詩
を
発
爽
す
る
雑
総
は
持
た
な
か
っ
た

し
、
た
と
え
掲
載
さ
れ
て
も
「
『
〈
・
ハ
ル
』
の
よ
う
な
立
派
な
雑
誌
で
は
な
い
、
つ
ま
り
澱

催
毎
号
『
ス
ペ
ル
』
で
あ
る
商
村
光
太
郎
を
し
ゃ
く
に
さ
わ
ら
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
」
（
伝
）

厚
型
の
気
持
が
伺
え
る
。
名
声
が
確
定
す
る
ま
で
の
あ
せ
り
が
、
光
太
郎
と
の
は
り
あ

い
を
通
し
て
正
直
に
群
か
れ
て
い
る
。
田
端
の
百
姓
家
の
下
宿
住
い
の
雌
凪
腔
は
、
内
実

が
わ
か
ら
ぬ
主
董
、
桜
並
木
通
り
の
ア
ト
リ
エ
に
住
む
光
太
郎
が
、
そ
の
沢
腿
と
米
一
升

を
買
う
「
晩
鍵
」
の
詩
な
ど
．
小
而
憎
く
、
自
分
を
熟
じ
め
に
思
っ
た
の
で
あ
る
。

光
太
郎
は
彫
刻
家
と
し
て
立
つ
べ
く
上
野
の
美
術
学
校
に
学
び
、
新
詩
社
に
参
加
、
作

歌
が
そ
の
文
学
生
活
の
第
一
歩
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
稀
な
欧
米
留
学
も
終
え
、
十
二

分
の
教
養
を
自
然
と
身
に
つ
け
て
い
た
。
そ
の
帰
朝
祝
を
雑
ね
て
「
〆
・
〈
と
の
談
話
会

が
催
さ
れ
る
な
ど
、
恵
ま
れ
た
環
塊
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
処
女
謙
樂
「
近
種
」
で
確
固

た
る
存
在
を
示
し
、
詩
壇
に
偉
大
な
為
記
念
碑
を
た
て
た
。
俗
世
の
名
声
や
街
に
は
背
を

向
け
て
、
ひ
た
す
ら
真
の
人
生
を
追
求
し
、
美
を
追
求
し
た
。
州
朝
時
、
用
意
さ
れ
た
就

職
も
こ
と
わ
り
、
展
覧
会
膳
も
、
光
雲
の
「
親
の
七
光
り
」
を
恐
れ
て
出
品
せ
ず
、
気
に

入
る
煮
で
彫
り
直
し
、
彫
り
直
し
、
「
鹸
高
に
し
て
岐
低
の
道
」
を
、
世
間
の
殴
誉
褒
厄

を
外
に
、
自
分
の
道
を
自
分
で
歩
ん
だ
。
へ
つ
ら
わ
ず
、
む
さ
ぼ
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
に
わ

が
道
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
持
つ
も
の
を
持
っ
た
人
の
、
自
由
無
曝
な
生
き
方
な
の
で
あ

る
。
二
人
の
生
い
た
ち
を
か
い
つ
ま
ん
で
魏
尤
だ
け
で
も
迎
い
の
生
じ
て
く
る
の
が
納
得

で
き
る
と
思
う
。

１７ 



￣ 

り
。
」
と
。
〃
小
、
卑
俗
を
如
何
に
排
し
た
か
が
伺
わ
れ
る
。
こ
れ
で
は
蠅
型
と
友
迷
に
な

り
よ
う
が
な
い
。
た
だ
し
、
犀
塁
ら
の
雑
誌
「
感
慨
」
に
光
太
郎
婆
一
回
、
詩
を
寄
稿
し

て
い
る
。
「
光
太
郎
は
駒
込
の
ア
ト
リ
エ
か
ら
田
端
玄
で
歩
い
て
、
私
が
折
あ
し
く
不
在

だ
っ
た
机
の
上
に
、
そ
の
原
稿
を
極
い
て
冊
っ
た
。
」
（
伝
）
と
あ
る
。
大
正
五
年
十
月

現
代
詩
人
号
に
「
わ
が
家
」
を
、
大
正
六
年
一
月
詩
錐
号
に
「
賭
れ
ゆ
く
空
」
「
妹
に
」

「
花
の
ひ
ら
く
や
う
腱
」
「
海
は
ま
る
く
」
「
歩
い
て
も
」
「
鰐
ぶ
れ
に
一
ぱ
い
」
を
の

せ
た
。
一
月
詩
集
号
の
消
息
欄
に
「
高
村
光
太
郎
氏
の
詩
錐
、
第
二
詩
集
で
妓
近
の
も
の

と
新
ら
し
く
譜
い
た
も
の
と
併
せ
て
『
人
間
苦
』
と
し
て
今
年
初
春
ま
で
椹
は
本
）
』
な
る

予
輝
⑥
こ
の
命
題
二
人
間
苦
」
も
ま
だ
考
え
中
で
ゐ
る
と
同
氏
は
手
紙
で
云
っ
て
ゐ
ら
れ

る
。
く
わ
し
く
は
二
月
号
で
発
表
す
る
。
」
と
あ
る
か
ら
、
手
紙
も
添
え
た
の
で
あ
る
。

が
、
そ
の
他
で
ば
仙
人
交
渉
が
あ
っ
た
よ
う
な
形
跡
が
残
っ
て
い
な
い
。

異
質
の
二
人
と
そ
の
友

結
局
、
こ
の
典
質
の
す
ぐ
れ
た
二
人
の
詩
人
は
、
犀
星
の
積
極
的
な
訪
問
も
実
を
結
ば

ず
、
親
交
が
な
か
っ
た
の
は
、
詩
界
の
た
め
、
や
は
り
艦
し
む
く
き
」
』
と
で
あ
っ
た
と
思

う
・
お
互
に
典
質
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
啓
発
し
あ
う
而
も
多
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
犀
足
に
、
朔
太
郎
と
い
う
親
友
が
あ
っ
た
こ
と
は
誰
で
も
熟
知
の
こ
と
で
あ
る
し
、

そ
の
周
辺
に
友
人
や
後
鎚
が
沢
山
災
護
っ
て
い
る
の
は
衆
知
の
こ
と
で
あ
る
。
光
太
郎
と

て
生
来
の
離
群
性
は
あ
っ
て
も
、
詩
が
人
を
ひ
き
つ
け
る
。
詩
人
、
軍
野
心
平
が
そ
の

一
人
で
あ
り
、
尾
崎
響
八
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
尾
崎
悪
八
は
「
佃
制
の
商
業
学
校
を
卒

業
し
て
銀
行
に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
型
が
、
高
村
さ
ん
の
識
く
も
の
匡
身
も
魂
も
傾
到

し
て
、
或
る
日
と
う
と
う
思
い
切
っ
て
そ
の
駒
込
の
ア
ト
リ
エ
を
た
ず
ね
た
の
は
大
正
元

年
か
二
年
の
郡
だ
っ
た
。
」
と
。
尾
崎
の
詩
「
古
い
こ
し
か
た
」
の
友
、
「
友
」
、
「
四
月

の
詩
の
友
」
、
相
手
は
い
ず
れ
も
高
村
さ
ん
で
あ
る
。

光
太
郎
の
「
女
医
に
な
っ
た
少
女
」
も
年
若
い
友
人
で
あ
り
、
フ
ァ
ン
で
あ
為
。
山
畑

川
の
ゐ
》
つ
り
に
訪
れ
て
い
っ
た
美
し
い
女
医
に
な
っ
た
少
女
で
あ
る
。
枚
挙
に
い
と
章
が

な
い
紐
、
心
酔
者
が
あ
り
、
交
際
を
顧
う
新
が
い
た
。

「
高
村
さ
ん
の
生
活
意
識
や
生
活
態
度
を
あ
れ
こ
れ
思
い
を
ぬ
ぐ
ら
し
て
梁
る
と
、
そ

》
」
に
は
後
藷
の
私
ど
も
脛
、
『
岡
村
さ
ん
』
と
呼
ば
せ
る
な
に
か
が
あ
っ
土
。
い
や
、
商

材
さ
ん
は
先
薙
・
後
鍛
と
い
う
気
持
を
も
た
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
た
と
え
そ
う
い
う
気
持

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
光
殿
・
後
裁
な
ど
と
、
知
人
を
区
別
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。

葬
儀
の
と
き
お
く
ら
れ
た
お
び
た
だ
し
い
花
輪
の
中
》
』
『
年
下
の
友
人
た
ち
一
同
一
と
い

う
の
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
生
前
の
尚
村
さ
ん
と
往
来
の
あ
っ
た
溌
人
や
芸
術
家
が
、
「
後

避
」
で
な
く
一
・
年
下
・
’
だ
と
い
う
生
前
の
高
村
さ
ん
の
気
持
に
沿
っ
て
そ
う
し
た
の
だ
っ

た
。
」
（
「
高
村
光
太
郎
研
究
」
伊
藤
信
吉
、
高
村
光
太
郎
の
問
辺
、
人
柄
に
つ
い
て
の

断
汁
）こ
う
い
う
対
人
関
係
で
あ
っ
た
。
。
く
り
で
大
人
に
な
っ
た
光
太
郎
に
は
、
い
い
意
味
の

個
人
主
義
が
身
に
つ
い
て
い
た
。
森
鴎
外
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
後
毅
を
弟
子
扱
い
し
な

か
っ
た
。
英
国
の
下
宿
で
本
ば
か
り
謎
ん
で
い
た
夏
目
漱
石
は
個
人
主
義
は
理
解
し
な
が

ら
、
東
洋
的
な
師
弟
の
関
係
は
華
や
か
だ
っ
た
。

二
人
は
相
手
を
知
っ
て
い
る
。

「
私
は
概
し
て
時
代
の
老
大
家
よ
り
も
其
撃
な
青
年
闇
の
方
か
ら
良
い
教
訓
を
う
け

る
。
…
…
莱
舟
、
犀
型
、
朔
太
郎
、
峡
之
介
、
柳
虹
の
諸
氏
は
術
腱
尊
敬
し
て
ゐ
た
。
千

家
元
暦
、
佐
藤
惣
之
肋
、
宮
崎
丈
二
、
棉
士
幸
吹
郎
等
の
猯
氏
か
ら
も
多
く
教
え
ら
れ
、

又
後
も
つ
と
年
若
い
友
、
尼
崎
喜
八
、
問
田
博
厚
、
片
山
敏
彦
、
商
橋
元
吉
等
の
諸
氏
と

親
し
く
な
る
よ
う
に
な
っ
て
大
い
に
啓
発
さ
れ
た
。
…
…
其
後
も
つ
と
若
い
友
、
亜
野
心

千
、
黄
演
、
坂
木
遼
、
岡
本
掴
等
の
諸
氏
か
ら
も
強
い
刺
激
を
う
け
．
其
他
列
挙
し
き
れ

な
い
程
多
く
の
詩
人
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
良
い
も
の
を
教
は
っ
て
ゐ
る
。
殊
膳
宮
沢
賢
治
の
如

き
柿
右
の
詩
人
を
知
っ
た
鞭
は
甚
大
の
啓
で
あ
っ
た
。
」
（
詩
の
勉
強
）

光
太
郎
は
右
の
よ
う
に
友
人
を
列
挙
し
て
い
る
。
駆
堕
は
尊
敬
す
る
人
の
う
ち
。
犀
型

の
ひ
た
む
き
な
緒
巡
椹
感
動
し
た
の
か
。
異
質
の
杼
慨
性
促
心
ひ
か
れ
た
の
か
。
鳳
里
も

っ
て
銘
す
べ
き
で
あ
る
。
犀
巫
も
光
太
郎
の
仲
大
さ
が
揃
い
程
わ
か
っ
て
い
た
し
、
人
柄

も
深
い
交
渉
な
し
に
直
感
的
に
よ
ふ
と
っ
て
、

「
菱
術
院
会
貝
に
す
い
せ
ん
さ
れ
て
も
、
き
っ
と
断
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
樫
の
兄
方
に

誤
り
は
な
く
、
か
れ
は
そ
れ
を
断
っ
た
。
文
学
港
と
か
詩
人
と
か
い
う
も
の
は
あ
る
だ
け

の
有
名
と
潴
替
を
掻
っ
さ
ら
っ
て
、
←
』
の
世
界
で
い
つ
も
岐
尚
の
地
位
を
そ
の
作
仙
の
名

に
お
い
て
、
ふ
ん
掴
ま
え
る
も
の
だ
、
」
「
い
と
（
か
ら
二
十
年
前
「
中
央
公
論
」
が
時
の
有

為
の
詩
人
を
あ
つ
め
る
た
め
、
狸
に
指
塙
を
も
と
め
た
時
に
先
ず
岡
村
光
太
郎
を
す
い
せ

ん
し
た
。
し
か
し
光
太
郎
は
一
・
中
央
公
論
・
一
の
よ
う
な
大
雑
誌
に
は
詩
を
描
辻
た
く
な
い

と
画
っ
て
断
っ
た
。
．
’
「
か
れ
は
日
本
の
識
と
い
う
も
の
で
は
、
外
れ
る
だ
け
外
り
つ
づ
け

た
男
で
あ
っ
た
。
一
度
も
後
退
し
た
こ
と
ば
な
い
、
高
村
光
太
郎
と
い
う
透
肌
無
鐡
の
風

船
は
『
泥
七
宝
』
の
短
準
か
ら
『
暗
織
小
伝
・
一
椹
い
た
る
ま
で
、
拍
手
喝
采
の
間
怪
天
上

厘
到
逆
し
た
の
で
あ
る
。
」
「
光
太
郎
の
死
は
巨
壁
堅
つ
と
い
う
こ
と
ば
ど
お
り
の
も
の

グ
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卑
俗
を
鰹
う
光
太
郎

離
群
性
は
あ
っ
て
も
人
に
対
し
て
心
を
鎖
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
世
俗
的
な
虚
偽

も
も
も

Ｆ
』
満
ち
た
い
や
な
交
際
を
嫌
っ
た
だ
け
な
の
で
あ
る
。
「
の
つ
ぼ
の
奴
の
黙
っ
て
ゐ
る
」

「
或
る
墓
碑
銘
」
（
紀
要
第
八
集
三
○
頁
に
全
詩
記
載
）
な
ど
に
は
、
如
何
に
世
俗
的
な

も
の
に
反
捷
し
、
栄
誉
や
虚
飾
に
な
じ
め
ぬ
か
を
浮
彫
り
に
し
て
い
る
。

い
も
も

の
つ
ぼ
の
奴
は
黙
っ
て
ゐ
る

「
舞
台
が
遠
く
て
き
こ
え
ま
せ
ん
な
。
あ
の
親
爺
、
今
日
が
一
生
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
と
い
ふ
奴
で
す
な
。
正
三
位
で
し
た
か
な
、
帝
室
技
芸
員
で
、
名
誉
教
授
で
、
金
は

割
方
持
っ
て
な
い
相
で
す
が
、
何
し
ろ
仏
師
屋
の
職
人
に
し
ち
や
あ
出
世
し
た
も
ん

で
す
な
。
今
夜
に
し
た
っ
て
、
こ
れ
で
お
歴
々
が
五
六
百
は
来
て
る
で
せ
う
な
。
宮

の
二
人
の
交
際
が
つ
づ
く
と
は
誰
も
思
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
犀
星
は
光
太
郎
と
の
交
際
は

断
念
し
な
が
ら
、
光
太
郎
を
ラ
イ
。
ハ
ル
と
し
て
遮
識
し
過
ぎ
、
光
太
郎
は
当
然
の
帰
結
か

も
し
れ
ぬ
が
、
犀
星
に
執
勘
な
関
心
は
な
い
。

「
さ
う
い
ふ
友
」
の
中
で
光
太
郎
は
、

黙
っ
て
ゐ
て
も
心
の
通
じ
る
、

い
い
も
悪
い
も
両
手
梶
持
つ

さ
う
い
ふ
友
を
持
つ
の
は
い
い
。
（
中
略
）

こ
の
世
に
と
っ
て
自
分
自
身
が

さ
う
い
ふ
友
で
あ
れ
ば
い
い
。
（
後
略
）

功
利
的
な
匂
の
少
し
も
な
い
、
真
実
に
生
き
る
者
の
友
観
が
あ
る
。
が
、
光
太
郎
に

も
、
人
間
性
む
き
だ
し
の
も
あ
る
。
「
友
の
妻
」
－
柳
敬
助
と
八
重
子
夫
人
の
新
婚
時
代

に
作
ら
れ
た
詩
に
は
「
君
の
要
は
余
の
敵
な
り
、
君
の
妻
を
思
ふ
た
び
に
、
余
の
心
は
忍

び
が
た
き
嫉
妬
の
為
に
餌
へ
わ
な
な
く
」
と
。
〉
」
の
柳
の
紹
介
で
光
太
郎
は
智
恵
子
に
会

っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
智
恵
子
を
知
る
以
前
の
無
茶
苦
茶
時
代
の
作
で
あ
る
こ
と
で
、
こ

の
詩
に
つ
い
て
は
合
点
が
ゆ
く
こ
と
と
思
う
。
「
よ
ろ
こ
び
を
告
ぐ
し
百
国
・
目
シ
向
田
－
」

「
友
よ
」
「
二
つ
の
世
界
」
「
朋
あ
り
遠
方
に
之
く
」
「
あ
そ
こ
で
蝿
れ
た
友
に
」
「
友

来
る
」
な
ど
友
観
の
あ
る
詩
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
「
友
の
妾
」
の
よ
う
な
の
は
、
他
侶

は
な
い
。
光
太
郎
は
又
、
貧
し
く
不
遇
な
芸
術
家
を
心
の
友
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
「
存

在
」
「
村
山
槐
多
」
は
村
山
槐
多
を
、
「
荻
原
守
衛
」
、
「
芋
銭
先
生
景
慕
の
詩
」
、
「
北

勘
雪
山
」
、
「
古
事
一
期
」
は
寒
山
拾
得
を
、
と
い
う
・
が
う
に
歌
い
上
げ
て
い
る
。
「
レ

オ
ン
。
ド
ゥ
ベ
ル
」
「
ミ
シ
エ
ル
オ
オ
ク
レ
エ
ム
を
読
む
」
も
同
趣
の
詩
で
あ
る
。

ｂ
 

寿
の
祝
な
ん
て
災
加
な
奴
で
す
よ
。
連
が
い
い
ん
で
す
な
、
あ
の
頃
の
あ
い
つ
の
回

僚
は
承
ん
な
死
ん
ぢ
ま
っ
た
ち
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
親
爺
の
う
し
ろ
に
並
ん
で
ゐ
る

の
は
何
で
す
か
な
。
へ
え
、
あ
れ
が
息
子
達
で
す
か
、
四
十
面
を
下
げ
て
る
ち
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
か
、
何
を
し
て
る
ん
で
せ
う
。
へ
え
、
や
っ
ぱ
り
彫
刻
。
ち
っ
と
も
聞
き

ま
せ
ん
な
。
な
る
程
、
い
ろ
ん
な
事
を
や
る
の
が
い
け
ま
せ
ん
な
。
万
能
足
り
て
一

心
足
ら
ず
て
え
奴
で
す
な
。
い
い
気
な
世
間
見
ず
江
奴
で
せ
う
。
ざ
う
い
へ
ぱ
親
爺

■
ｑ
い

に
ち
っ
と
も
似
て
ま
せ
ん
な
。
い
や
》
』
の
っ
ぽ
な
貧
相
な
奴
で
す
な
。
名
人
一
一
代
無

し
、
と
は
よ
く
言
っ
た
も
ん
で
す
な
。
や
れ
や
れ
、
式
は
済
染
ま
し
た
か
。
は
は

あ
、
今
度
の
余
興
は
、
結
城
係
三
郎
の
人
形
に
、
姐
さ
ん
の
鋪
で
す
か
。
少
し
前
へ

出
主
せ
う
よ
・
」

『
皆
さ
ん
、
食
堂
を
ひ
ら
き
ま
す
。
」

満
堂
の
禿
あ
た
ま
と
銀
器
と
オ
ー
ル
パ
ッ
ク
と
ギ
ヤ
マ
ン
と
九
髄
と
香
水
と
七
三
と
賛

薮
の
花
と
。

午
後
九
時
の
ニ
ッ
ポ
ン
ロ
コ
コ
格
天
井
の
食
慾
。

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
一
本
の
指
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
爆
音
。

も
う
も
う
た
る
ア
ル
コ
ホ
ル
の
瀞
。

途
方
も
な
く
長
い
ス
ピ
ー
チ
、
ス
ピ
ー
チ
、
ス
ピ
ー
チ
、
ス
ピ
ー
チ
。

老
い
た
る
涙
。

万
戒
。

麻
癖
に
瀕
し
た
儀
礼
の
崩
壊
、
隊
伍
の
崩
壊
、
好
意
の
崩
壊
、
世
話
人
同
士
の
我
慢
の

崩
壊
。

何
が
を
か
し
い
、
尻
尾
が
を
か
し
い
・
何
が
の
こ
る
、
怒
が
の
こ
る
。

、
、
、

胆
を
き
め
て
時
代
の
畷
し
』
顎
）
の
に
な
っ
た
の
つ
ぼ
の
奴
は
黙
っ
て
ゐ
る
。

往
来
に
立
っ
て
夜
更
け
の
大
熊
星
を
見
て
ゐ
る
。

別
の
事
を
考
へ
て
ゐ
る
。

何
時
と
如
何
仁
と
を
考
へ
て
ゐ
る
。
（
昭
和
五
年
）

父
光
雲
の
顔
の
こ
と
を
思
い
腹
を
き
め
、
喜
寿
の
祝
焚
会
に
出
席
し
て
い
る
光
太
郎

の
、
そ
つ
ぼ
を
む
い
た
姿
が
、
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ぞ
か
し
や
り
切
れ
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
満
堂
の
禿
あ
た
ま
と
、
と
い
う
語
と
な
っ
て
爆
発
し
て
、
世
俗
的
な

る
も
の
を
辛
辣
に
愚
弄
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
或
る
墓
碑
銘
に
お
い
て
「
彼
は
人
間
の
卑

小
性
を
怒
り
、
そ
の
根
元
の
価
値
感
に
帰
せ
り
。
か
る
が
故
に
彼
は
無
価
値
に
生
き
た
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れ
た
い
と
、
正
式
に
幼
川
、
三
度
ま
で
靭
恋
子
夫
人
の
ツ
メ
ク
イ
眼
で
追
い
返
さ
れ
、
四

度
目
に
光
太
郎
圃
身
が
現
わ
れ
、
や
っ
と
船
が
出
来
、
金
沢
か
ら
捗
参
の
吉
川
腫
物
の
九

谷
の
大
皿
を
贈
っ
た
時
が
斌
初
で
あ
る
。
「
種
は
こ
ん
な
に
人
を
訪
ね
る
に
執
勤
で
あ
っ

た
た
め
し
も
紗
な
い
し
、
九
行
の
大
皿
ま
で
何
の
気
で
も
っ
て
お
べ
っ
か
を
尽
し
た
の

か
、
そ
の
も
と
を
さ
ぐ
る
と
、
商
村
光
太
郎
の
友
人
に
な
り
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」

（
伝
）
と
、
六
つ
年
上
の
光
太
郎
と
の
交
際
を
熱
馴
し
て
い
た
の
に
、
「
け
れ
ど
も
人
に

闇
物
を
し
た
く
て
も
出
来
な
い
人
間
が
、
そ
れ
を
な
し
遂
げ
た
と
き
椹
は
鰍
神
的
に
も
う

が
っ
か
り
し
て
、
起
は
光
太
郎
を
吏
尤
と
訪
ね
る
気
が
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
詩
人
が
剛

物
で
時
を
紹
介
し
て
此
う
こ
と
に
気
が
さ
し
て
い
た
し
、
」
（
伝
）
と
、
鋤
川
を
つ
づ
け

な
か
っ
た
。

二
人
の
考
え
方

耶
腿
が
徹
底
し
た
怖
物
拠
性
を
侍
っ
て
い
た
か
、
光
大
川
に
迎
合
性
が
あ
り
、
親
分
肌

で
あ
っ
た
ら
、
二
人
の
交
友
は
つ
づ
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

我
は
（
御
、
昭
和
三
年
凧
星
）

独
は
柵
く
生
き
ん
こ
と
を
願
へ
り
、

我
は
錐
し
き
忠
あ
ら
ん
こ
と
を
乞
へ
り
、

我
は
ま
た
嵐
と
潟
と
を
折
れ
Ｄ
、

撰
ば
’

我
は
今
は
殴
れ
た
る
机
に
対
へ
り
、

我
が
将
付
は
地
球
の
ご
と
く
曲
れ
り
、

我
が
肋
行
は
幾
本
か
を
不
足
す
、

彼
が
頭
は
ブ
リ
キ
を
埋
蔵
せ
り
。

蹄
人
に
し
て
通
俗
人
。
凧
型
は
正
肛
な
人
で
あ
る
。
術
と
名
と
を
祈
る
心
が
、
三
度
、

多
分
崎
捌
守
だ
っ
た
ろ
う
膳
、
四
幽
刷
に
九
行
の
大
川
を
持
っ
て
、
紡
川
さ
せ
た
の
で
あ

り
、
消
く
生
き
ん
こ
と
を
瓢
へ
り
の
心
が
さ
た
訪
ね
る
剥
持
を
な
く
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

自
分
の
心
腫
忠
実
で
あ
っ
た
犀
星
の
行
動
を
俗
だ
と
き
め
つ
け
て
し
室
う
の
も
、
ど
う
か

と
忠
う
が
、
そ
う
い
う
磯
じ
が
ど
う
も
嘘
ぜ
ら
れ
る
。
我
は
の
蹄
も
、
汰
の
光
太
郎
の
勝

も
鍬
腿
の
訪
川
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
鵬
本
的
な
心
仙
は
変
ら
な
い
と
思
う
の
で
引
川
し

』
】
ｃ

少
ｊ

女
形
《
（
昭
和
五
年
十
二
川
光
太
郎
）

ま
づ
飾
一
腫
衝
っ
て
お
か
う

百
の
友
が
あ
っ
て
も
一
人
は
一
人
だ

御
子
に
乗
ら
ず
に
地
で
ゆ
か
う

お
瓦
に
お
工
の
実
質
だ
け
で
沢
山
だ

そ
の
上
で
危
険
な
路
を
も
愉
快
に
歩
か
う

そ
れ
で
い
い
の
だ
と
君
は
思
っ
て
く
れ
る
だ
ら
う
か

こ
の
時
に
光
太
郎
は
あ
り
の
ま
ま
に
、
串
肛
に
友
人
肌
を
押
し
川
し
て
い
る
。
白
山
無

鮭
。
如
何
に
も
光
太
郎
ら
し
く
、
耶
狼
の
考
え
方
と
は
、
質
が
、
方
向
が
、
根
木
的
晤
遮

っ
て
い
る
。
犀
星
は
生
涯
、
詩
人
と
し
て
、
小
説
家
と
し
て
文
学
的
椹
陣
大
な
業
織
を
残

し
て
い
る
が
、
俗
世
か
ら
離
脱
で
き
ぬ
人
間
臭
を
持
っ
て
い
る
。
絶
え
ず
努
力
し
て
境
地

を
切
り
ひ
ら
き
、
生
炎
し
て
い
っ
た
生
き
方
も
す
ば
ら
し
い
。
・
が
、
洗
繩
さ
れ
た
雰
囲
気

よ
り
は
、
生
ま
生
ま
し
い
人
間
の
足
跡
を
感
じ
さ
せ
る
。
悪
く
い
え
ば
、
泥
く
さ
さ
が
あ

る
。
塊
星
自
身
も
「
詩
は
詩
で
あ
っ
て
も
文
学
は
泥
く
さ
い
ほ
ど
美
し
い
。
泥
の
つ
い
て

い
な
い
蹄
や
文
学
は
ご
免
禦
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
っ
て
い
る
。
「
愛
の
時
築
」
の

向
秋
の
序
侶
も
「
甑
生
酒
、
何
と
云
っ
て
も
私
は
遮
を
愛
す
る
。
さ
う
し
て
萩
原
君
を
。

君
と
萩
原
君
と
は
蚕
こ
と
に
霊
肉
相
通
じ
た
芸
術
的
双
生
児
で
あ
る
。
…
…
君
は
土
．
彼

は
研
子
。
君
は
裸
の
璽
燭
、
彼
は
電
球
。
．
：
・
・
・
」
と
あ
る
。
自
他
と
も
に
鑓
め
る
泥
く
さ

ざ
で
あ
る
。
朔
太
郎
と
の
亥
も
「
君
子
の
交
」
と
は
い
い
き
れ
ぬ
よ
う
だ
。
光
太
郎
ば
来

る
も
の
ま
で
拒
ま
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
生
米
の
離
昨
性
の
主
襲
に
行
動
し
て
い
る
。
岡
迦

な
理
想
・
美
の
追
究
の
肌
け
暮
れ
で
あ
り
、
卑
俗
を
鍬
い
、
常
識
や
外
側
を
無
視
し
た

生
涯
で
あ
っ
た
。
二
人
の
考
え
方
は
次
元
の
違
う
も
の
で
あ
り
、
対
照
的
な
面
も
あ
る
。

「
友
よ
」
の
女
人
観
と
、
苅
村
光
太
郎
の
友
人
に
な
り
た
か
っ
た
理
由
を
比
べ
た
ら
、
こ

催
か
ら
世
間
並
の
友
抗
な
ど
を
決
し
て
望
む
な

僕
は
君
の
栄
述
な
ど
を
決
し
て
瓠
ま
い

君
の
ち
ひ
さ
な
幸
祇
な
ど
を
決
し
て
祈
ら
ぬ

君
は
見
る
だ
ら
う

僕
が
逆
塊
の
友
を
多
く
待
ち
噸
境
の
友
を
ど
し
ど
し
矢
ふ
の
を

な
ぜ
だ
ら
う

逆
輿
の
時
に
持
っ
て
ゐ
た
魂
を
噸
奥
と
共
に
楽
て
る
人
川
が
多
い
か
ら
だ

僕
に
特
恵
国
は
無
い

侭
に
悶
定
の
友
は
無
い

友
と
は
同
じ
一
本
の
覚
幡
を
持
っ
た
道
づ
れ
の
邪
だ

世
間
ざ
堂
を
押
し
渡
る
相
棒
だ
と
僕
を
忠
ふ
な
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は
じ
め
に

昭
和
淵
三
年
十
二
月
十
五
日
、
中
央
公
論
社
発
行
の
竃
生
蹴
腿
藩
「
我
が
愛
す
る
詩
人

の
伝
記
』
に
は
、
北
原
白
秋
・
商
村
光
太
郎
・
荻
原
朔
太
郎
・
釈
迫
空
・
期
辰
雄
・
立
原

逝
造
・
灘
村
信
夫
・
山
村
騨
鳥
・
百
田
宗
治
・
千
家
元
職
・
脇
埼
藤
村
の
剛
で
、
伝
妃
が

出
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
肌
が
愛
す
る
雌
で
あ
る
か
ど
う
か
瞳
別
と
し
て
、
二
稀
臥
に
二

三
瓦
か
ら
四
二
頁
に
わ
た
っ
て
雌
砒
は
飾
ら
ぬ
川
剃
で
述
べ
て
い
る
。
そ
の
Ｈ
狐
強
「
岡

村
光
太
郎
の
伝
記
を
謀
く
こ
と
は
、
魁
に
と
っ
て
不
倖
左
執
乖
の
時
川
を
焼
け
る
こ
と

で
、
左
か
な
か
ペ
ソ
は
す
ず
童
な
い
。
高
村
自
身
に
と
っ
て
も
趣
の
よ
う
な
男
に
身
辺
の

こ
と
を
掛
か
れ
る
こ
と
は
、
梱
当
不
愉
快
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
型
に
と
っ
て
は
ほ
と
ん
ど

生
漉
の
汁
の
好
敵
手
で
あ
っ
た
し
、
か
れ
ば
何
時
も
一
歩
ず
つ
先
に
歩
い
て
い
た
こ
と
、

汁
の
う
え
の
仕
耶
の
刻
糸
力
の
こ
ま
か
さ
、
川
心
ぷ
か
さ
に
至
っ
て
は
、
湛
の
ま
な
ぶ
べ

き
こ
と
を
、
先
に
心
に
吐
い
て
い
た
点
で
も
、
誕
は
問
村
追
か
な
わ
な
い
も
の
を
悪
じ
て

い
た
。
年
少
な
か
れ
が
早
く
も
当
時
の
立
派
な
雑
誌
『
ス
パ
ル
』
の
毎
号
の
執
韮
者
で
あ

る
こ
と
煙
、
私
の
抜
糸
の
も
と
で
あ
っ
た
。
」
で
あ
る
。
凪
蝋
の
心
に
、
光
太
郎
は
知
ら
ず

し
て
、
大
き
な
彫
を
離
し
て
い
る
。
そ
れ
は
岫
型
の
怠
徽
過
剰
で
あ
り
、
一
人
梱
挟
の
悠

が
深
い
よ
う
で
あ
る
が
、
光
太
郎
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。
「
型
は
詩
の
郡
を
識
く
た

び
腫
光
太
郎
に
当
っ
て
い
た
と
先
き
に
述
べ
た
が
、
こ
の
本
で
光
太
郎
は
い
ち
ど
も
当
り

を
返
し
た
こ
と
ば
な
い
。
か
れ
は
な
に
も
謎
主
な
い
ふ
り
を
盤
う
て
、
私
の
恕
口
を
ゆ
る

し
て
く
れ
た
も
の
に
、
思
え
た
。
」
（
伝
）
と
あ
る
泓
、
一
方
、
光
太
郎
は
「
大
変
い
い
け

れ
ど
も
、
け
れ
ど
も
鯉
心
し
な
い
、
な
ら
、
澱
は
お
れ
と
一
稀
隷
の
迎
い
魂
だ
。
」
（
と
げ

一
、
『
我
が
愛
す
る
詩
人
の
伝
記
』
な
ど
を
皿
し
て
見
た

光
太
郎
と
犀
星

「
高
村
光
太

そ
の
四
、
商
村
光
太
郎
と
室
生
犀
塁
と

郎
」
ノ
－
卜

と
げ
な
エ
ピ
グ
ラ
と
の
よ
う
に
鰍
型
の
餅
く
こ
と
を
受
け
取
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
又
、
「
皮
肉
な
ら
お
止
し
、
ど
う
せ
黙
っ
て
ゐ
る
方
が
勝
つ
。
」
（
同
前
）
と
思
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
光
太
郎
が
自
分
の
内
部
の
相
剋
ｂ
内
部
財
宝
の
充

実
促
心
を
燕
わ
れ
て
い
て
、
悠
回
を
受
け
て
た
つ
心
の
余
耐
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

か
廷

い
。
「
孤
独
の
鉄
し
き
に
班
へ
き
れ
な
い
泣
虫
何
志
の
、
が
や
が
や
卯
と
←
》
○
鰯
合
の
勢
に

鯨
は
な
い
、
孤
独
が
何
で
珍
ら
し
い
」
（
孤
独
が
何
で
形
ら
し
い
）
・
「
生
来
の
離
昨
性

は
、
私
を
側
の
鍾
冶
に
専
念
せ
し
め
て
、
世
上
の
葛
藤
促
う
と
か
ら
し
め
た
。
」
（
美
に
生

き
る
）
・
「
生
米
の
離
俳
性
は
な
ほ
り
ざ
う
ら
な
い
が
」
（
山
林
）
な
ど
で
肌
確
な
生
う
に
、

離
群
性
ゆ
え
の
孤
独
で
、
裟
術
に
心
身
を
削
る
搬
巡
と
す
る
光
太
郎
に
と
っ
て
、
椰
肌
の

批
排
は
い
ら
ざ
る
お
節
介
で
、
無
視
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
組
織
を
人
侶
求
め
る
の

は
弱
い
、
此
世
に
君
の
世
界
が
花
さ
く
か
花
さ
か
な
い
か
、
深
夜
の
絶
望
な
ん
か
霊
欺
独

追
献
上
し
ま
せ
う
。
人
生
の
甘
美
自
体
は
断
じ
て
亡
び
ぬ
。
（
中
略
）
ち
ょ
こ
ま
か
と
し

て
戦
ひ
極
る
の
が
如
何
に
澱
の
川
囲
の
流
行
で
も
、
型
は
も
う
一
度
古
風
に
織
返
さ
う
。

ｌ
正
し
い
爪
囚
に
生
き
る
本
、
そ
れ
の
染
が
柳
い
。
－
」
は
、
澱
、
或
る
親
し
き
次
の
帆

し
き
召
莱
に
啓
ふ
の
日
弧
と
結
び
で
あ
る
。
光
太
郎
が
〃
型
の
い
や
熟
を
無
視
し
た
心
怖

と
根
は
同
じ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
鳳
里
は
光
太
郎
を
意
識
し
、
関
心
を
持
っ
た
が
、
光
太

郎
は
「
詩
の
勉
強
」
に
騨
敬
し
て
い
た
と
普
い
て
い
る
瀞
、
淡
盈
と
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

二
人
の
出
合
い
。
そ
の
結
果

大
正
六
年
秋
、
犀
星
が
養
父
其
乗
死
去
後
、
十
日
程
し
て
帰
京
し
た
時
が
初
の
出
合
い

で
あ
る
。
凪
型
が
自
分
の
象
じ
め
さ
Ｉ
光
太
郎
の
ア
ト
リ
エ
の
前
を
低
と
ん
ど
征
日
通

り
、
か
れ
の
生
活
と
Ⅲ
分
の
生
活
と
の
比
較
な
し
、
征
Ⅲ
や
っ
つ
け
ら
れ
た
忠
い
と
し
て

い
た
こ
と
－
を
救
う
た
め
に
光
太
郎
の
知
己
を
郡
る
こ
と
）
』
追
っ
て
心
の
平
明
を
と
り
入

井
田
康
子
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西
、
前
掲
、
「
韮
談
墨
史
」
。

一
二
、
「
日
本
漕
紀
」
鰯
二
二
巻
に
、
淡
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
十
八
年
半
一
一
一
凡
。

間
服
王
武
上
佃
嚢
、
微
法
定
。
暴
微
知
第
五
繩
。
几
能
作
二
彩
色
及
紙
鍋
。
壺
外
造
砿
砿
。

錘
進
一
一
眼
破
輪
二
千
足
時
一
嗽
。
」
（
「
所
打
墹
揃
国
史
大
系
」
姉
一
巻
下
）
。

宍
、
「
故
宮
周
刊
」
の
解
説
。

注な
お
、
近
世
初
期
の
径
煙
墨
に
つ
い
て
は
、
「
古
榔
圃
塁
談
」
臣
、
丹
波
国
貝
原
、
伊

勢
鳳
栗
谷
、
参
河
国
神
代
山
、
紀
伊
国
熊
野
川
な
ど
の
産
地
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

一
一
画
、
近
世
お
よ
び
近
代
の
奈
良
、
製
朏
楽
の
典
態
侶
つ
い
て
陰
、
次
の
紺
箇
文
を
参
照

一
九
℃
「
》

一
一
『
同
、

一一一、》」（

一一一ｌｂ「←

’
’
三
、
「
》

な
お
、
》

三三＝＝九八七六五四三二一
勺､､､､もも､可、､、､

六
、
何
弼
・

禿
、
「
新
訂
端
補
国
史
大
系
」

亡＝伯苣
、、

iii司
掲故
も丘一

小
Ⅲ
卯
批
卿
「
文
具
沿
玩
二
」
膳
よ
る
。

宇
野
雪
村
「
古
墨
」
一
九
六
七
年
。

李
家
正
文
「
擢
淡
墨
史
二
九
六
五
年
男

則
＃
９

１
鋪
１

前
掲
、
「
古
難
」
。

伺
普
○

テ
キ
ス
ト
に
柵
家
路
綱
「
大
源
四
譜
」
民
国
五
十
一
年
刊
を
用
い
た
。

前
拙
、
｜
飛
淡
捌
史
」
椹
よ
る
。

前
掲
、
「
古
鵠
」
。

福
永
暇
帆
、
「
古
墨
及
び
墨
絵
の
謡
」
。

iiiiiiiiiiiii福iilIiiii
掲拙拙掛永描Ⅲ
、、、、畷、、
ヨョョョ風一一
証文古文、古飛
談冴鯉風司鵠淡
墨四一四Ｔｌ『宅捌
史譜に鑑墨史
宅宅よ完及世

藤
田
祥
光
「
奈
良
名
産
史
」
（
「
奈
良
の
木
」
所
収
）

松
井
藤
次
「
奈
良
の
鍋
」
（
「
大
和
ク
イ
ム
メ
」
所
同
）
一
九
六
八
年
。

さ
れ
た
い
。

こ
の
項
は
、
前
掲
「
施
淡
黒
血

「
新
訂
湘
補
圃
史
大
系
」
鍬
》

「
新
修
京
稲
濃
掛
」
鍬
三
巻
。

二

六

巻

「
古
鯉
」
に
よ
る
。

「
文
尻
四
識
」

前
掲
「
施
淡
墨
史
」
悟
よ
っ
た
。

圃
史
大
系
」
鍬
一
九
巻
。

鞠
二
二
巻
。

拙
協
「
製
繩
業
の
発
展
」
（
「
奈
良
巾
史
」
述
史
三
所
収
）
近
刊
。

奥
西
一
夫
「
鯉
」
（
大
和
タ
イ
‘
式
〆
綱
「
大
和
百
年
の
喉
火
」
所
収
）
一
九
六
七

二
・
■
＆

〃
Ｊ

拙
稽
「
朱
墾
‐
’
（
同
右
）

Ⅲ
「
奈
良
の
朱
」
（
「
社
会
科
教
室
」
所
収
）
一
九
六
七
年
。

何
「
奈
良
の
製
紐
」
（
「
教
赤
Ⅱ
木
新
川
」
所
載
）
一
九
六
七
年
。

一
一
三
、
「
独
寝
」
の
校
訂
本
と
し
て
は
、
「
燕
石
十
煎
」
所
収
の
も
の
の
ほ
か
程
、
石
川

蟻
校
訂
の
「
完
本
独
寝
」
、
水
木
直
而
校
訂
の
「
ひ
と
り
ね
」
な
ど
が
あ
る
。

美
、
「
米
庵
紐
縦
」
。

一
壱
．
「
統
米
服
坐
淡
」
。

一
六
、
宮
坂
和
雄
「
墨
の
活
」
。

一
九
六
八
・
九
・
二
七
）

１２ 



研

凡
研
墨
不
服
通
古
謡
云
研
処
如
病
凡
研

吹
研
為
上
右
研
乃
見
匝
色
不
扣
艇
鰐
円
附

則
低
俗
菰
野
往
来
右
瓜
以
助
放
色
乃
非
鍋

:鰄鰯蕊鐸
鰯瀦細騨美艫１１
餓鋤繩Miili蝋織
女蔭晶i:ｔ惟変灰児之弗慢灰
被老夜児均Ini灰瓜哨混多斐
硬鎚侯夜不隣上亦騨其lUl糠

iii臘鰹鵬鵬i1i澱箭
乾於風火逆架紙ＨｌｉＷ厚灰灰

者鰔繊ポili蝋芝澱

ｆ
 

，
 

澱
を
肌
に
は
典
を
半
臥
』
こ
せ
て
虹
に
冊

れ
ば
鍋
の
締
を
た
め
ず
鵬
の
典
文
を
顕
十

に
研
れ
は
従
来
に
て
瓜
を
含
て
紐
の
煎
色

薩

廠
中
の
灰
を
毛
怖
に
て
土
灰
の
脇
を
除

き
と
り
て
蝿
三
尺
拙
一
尺
五
寸
深
三
寸
の

灰
柑
を
い
く
ら
も
般
椚
の
中
に
灰
を
〃
さ

六
分
紐
に
蚊
共
上
に
厚
紙
を
政
又
薄
紙
叩

紙
を
世
其
上
に
灰
を
厚
さ
七
八
分
ほ
と
に

掴
ひ
瓜
の
な
き
所
に
趾
な
り
躯
Ⅱ
二
度
つ

つ
腰
を
僻
る
他
を
灰
博
と
云
初
一
Ⅱ
は
し

ぬ
り
灰
を
川
ゆ
次
の
日
よ
り
残
さ
』
柁
灰

を
川
へ
Ⅲ
ひ
三
Ⅱ
側
に
墨
の
角
侶
形
の
は

糸
川
し
あ
る
を
小
刀
に
て
削
り
取
り
又
灰

に
埋
な
如
此
す
る
耶
凡
五
Ｎ
に
し
て
灰
よ

り
出
す
厚
大
の
躯
は
七
Ⅱ
八
日
を
経
て
出

す
但
乾
灰
に
て
急
に
し
め
り
を
と
れ
は
墨

砕
け
製
る
な
り
珊
温
の
節
は
冷
ろ
所
に
髄

極
寒
の
畔
は
駈
辺
又
は
二
菰
墜
扱
の
所
枢

箆
を
麺
て
歴
く
粉
温
に
は
薫
て
砕
け
や
す

く
寒
気
に
は
鞭
て
裂
や
す
き
か
ゆ
へ
な
り

灰
よ
り
出
し
て
墨
の
ゆ
か
熟
を
能
直
し
二

十
挺
種
か
さ
ね
両
方
に
小
板
を
あ
て
苧
織

に
て
能
し
め
瓜
な
き
所
に
掛
置
邪
五
六
Ⅱ

し
て
十
挺
つ
つ
紙
糸
に
て
縞
承
四
方
よ
り

風
通
ふ
所
に
釣
乾
す
汁
瓜
に
当
れ
ば
鎚
ゆ

か
む
凡
釣
極
く
邪
十
ヶ
月
を
経
て
桐
の
樋

に
入
れ
吐
く
毎
年
〃
雨
の
後
瓜
を
当
て
温

む
放
十

時

凡
墨
雌
賢
及
時
隼
仲
将
墨
法
不
御
過
二

月
九
月
質
思
趨
曰
温
時
敗
央
寒
時
極
榴
当

十
一
月
十
二
月
正
側
為
上
時
十
月
二
月
為

下
時
余
月
無
益
布
譜
既
時
菰
択
哨
川
無
風

之
日
或
当
筋
夜
着
焼
煤
之
時
当
以
二
月
三

川
四
月
為
上
時
八
月
九
月
五
月
十
凡
六
Ⅱ

七
日
水
灘
土
湿
十
一
川
十
二
月
風
断
水
寒

勝
不
利

色

几
騒
色
紫
光
為
上
鍋
光
抜
群
光
又
次
之

日
光
為
下
凡
光
与
色
不
可
鹿
一
以
久
而
不

強
潴
為
慨
然
忌
膠
光
古
墨
多
狗
色
無
光
満

以
蒸
湿
敗
之
非
古
狸
之
善
調
共
有
諜
者
野

而
不
浮
明
而
有
艶
沢
而
無
淌
是
訓
紫
光
几

以
墨
比
墨
不
若
以
紙
比
墨
或
以
研
拭
之
或

以
描
甲
試
呰
不
佳

之
其
色
惟
瞥
聖
者
円
研
若
邪
研
則
水
術
椰

其
半
而
其
半
不
及
先
所
用
者
惟
俗
人
邪
研

几
型
戸
不
工
於
製
作
而
工
於
研
鵬
拠
所
似

鍋
川
使
圃
研
之
常
健
一
茄
凡
燦
細
研
之
乾

迦
煤
麓
研
之
乾
疾
凡
恕
墨
研
之
加
研
泥

寺Ⅱ
 

承
仲
将
は
墨
法
一
一
月
九
日
を
以
て
上
の

時
と
す
然
と
も
典
域
時
候
の
緋
り
あ
る
故

か
木
朝
に
て
は
正
二
月
十
月
十
一
月
を
上

の
時
と
十
世
に
職
月
製
を
よ
し
と
い
へ
と

も
極
寒
の
時
は
益
無
し
て
惑
多
し
但
し
喉

の
水
を
緋
へ
世
術
に
腰
を
爪
す
る
川
と
十

臓
晄
川
瓜
な
き
時
を
逆
ら
む

色

几
鍋
の
色
紫
熱
光
を
上
と
す
光
と
色
と

を
合
見
る
へ
し
熱
し
て
瀞
な
ら
す
明
に
し

（
〒
千
》

て
渦
ふ
処
を
紫
無
光
と
い
へ
り
皿
》
を
試
む

る
に
は
失
漆
の
仮
に
出
て
日
に
う
つ
し
て

見
る
に
漆
の
光
と
何
し
き
は
避
純
煙
墨
な

り
又
謬
の
色
を
見
る
に
も
朱
坂
の
上
に
孜

耐
な
ら
へ
肚
白
下
に
て
日
に
背
て
堀
ふ
に

櫛
無
色
を
上
と
す
黒
色
は
次
な
り
赤
を
術

ひ
白
を
瀞
ふ
る
は
又
共
次
の
次
な
り

を
助
れ
と
も
其
色
に
あ
ら
す
洞
天
研
録
に

云
日
川
の
硯
Ⅱ
毎
に
献
処
敗
水
を
機
ひ
去

れ
ば
醜
光
潤
ふ
て
蝿
の
典
色
狐
ろ
一
二
Ⅱ

も
過
れ
ば
腿
気
渥
て
派
に
滞
る
と
い
へ
り

古
脱
尤
よ
し
新
硯
も
下
ノ
側
赤
間
が
側
商

川
轆
の
爽
硯
左
巡
ふ
へ
し
席
上
の
肌
硯
は

蝿
の
好
否
を
拭
る
に
埋
十

11 



和

几
和
煉
当
纐
柳
密
小
室
内
不
可
逝
瓜
仇

羅
於
燦
中
央
瓜
久
使
Ⅲ
流
然
後
衆
力
忽
和

之
賢
潤
沢
而
光
明
初
和
如
変
鮫
許
捜
之
有

声
乃
良
膠
初
取
之
和
下
等
煤
再
取
之
和
中

輔
砿
最
後
取
之
和
上
鞭
燃
几
煤
一
片
古
法

川
膠
一
斤
今
用
膠
水
一
汁
水
居
十
二
両
膠

店
四
阿
所
以
不
善
然
賀
思
遡
墨
法
煤
一
斤

用
膠
五
両
蓋
亦
未
尽
善
也
汎
騨
多
利
久
膠

少
利
新
匠
潴
以
共
速
僻
故
秤
川
豚
少
硯
鰯

水
英
氏
飲
州
李
氏
併
用
一
躍
所
以
養
鍋
時

大
膠
墨
紙
黄
小
膠
思
紙
微
黄
其
力
以
走
為

強
几
大
膠
必
厚
厚
薙
於
和
和
之
柔
則
剛
則

裂
若
以
漆
和
之
凡
煤
一
斤
以
生
漆
三
旗
熟

捲
二
鐘
取
澗
汁
投
膝
中
打
之
匂
和
之
如
法

以
候
厚
薄
肛
玉
一
条
如
術
為
腫
共
脈
服
不

可
峨
川
或
以
牛
膠
煎
騒
阿
膠
参
和
之
党
人

旧
以
十
月
煎
膠
十
一
月
造
墨
今
旋
煎
旋
用

殊
失
之
故
涌
谷
一
見
陳
相
鋼
曰
借
銭
共
用

一
生
膠
圷
当
以
爪
加
者
為
焚

和

燃
を
膠
に
和
十
る
は
密
室
を
か
ま
へ
仮

敷
両
二
尺
蝿
工
の
腿
す
る
前
に
魁
を
切
入

微
火
を
蓄
へ
共
上
に
三
尺
四
方
の
松
板
を

腰
板
の
上
に
て
膠
と
煤
を
和
す
几
煤
一
斤

｝
』
綴
八
両
失
煤
一
斤
を
坂
の
上
椹
ひ
ら
け

慨
然
解
せ
る
熱
膠
汁
を
共
中
へ
画
き
入
れ

か
き
ま
せ
探
合
共
次
に
香
具
を
加
へ
入
て

又
力
を
出
し
て
擁
め
は
吹
第
猩
光
出
て
掴

凡
ゆ
る
時
一
剤
を
三
シ
に
分
ニ
ッ
を
恨
中

に
世
一
シ
を
又
能
挾
む
唐
土
の
法
は
臼
に

入
れ
杵
を
以
て
譜
く
と
記
せ
り
溢
仲
将
の

墨
は
鋏
臼
の
中
に
て
祷
小
三
万
杵
又
質
思

醐
の
法
は
三
万
杵
に
限
る
へ
か
ら
す
杵
多

く
し
て
益
よ
し
と
十
王
潜
徳
か
法
は
而
臼

を
用
ゆ
其
揖
辨
多
し
て
光
り
人
を
照
寸
を

座
と
す
と
い
へ
り
然
る
に
今
の
墨
家
は
蝿

工
只
一
人
に
主
か
せ
て
探
し
む
い
か
で
か

能
熟
和
す
る
に
到
ら
ん
や
祖
父
而
臼
に
て

鍔
こ
と
を
琴
し
か
と
も
只
幾
度
も
脂
探
む

に
し
く
ぱ
な
し
と
て
家
法
脛
は
墨
工
一
人

椹
工
子
一
人
を
派
へ
刑
を
分
け
同
室
し
て

孫
し
む

印

凡
底
版
徴
乎
直
寧
大
不
小
平
版
上
勝
下

平
寧
肛
不
軽
凡
庇
版
鍛
為
上
面
印
牙
為
上

尋
術
庇
版
用
案
平
版
用
杷
蓋
庇
版
而
印
栫

以
松
良
与
煤
為
立
几
印
大
里
以
水
拭
之
以

紙
按
之
無
用
印
凡
印
方
直
最
錐
用
用
多

裂
扮
水
磯
辺
印
多
力
肛
稀
拠
剤
熱
可
知

然沿物物物物物
不麺今李王唐後几

ポボ鵡鰯織薬
難茶不ｊｉｌｌＩｌ徳思尚
潴之用藤枠用鴎爽

;鱗蝋
某外説珠臓水白鳳

繊晶瓢鵬ボ
ーIヨ如等鞭脳懸蝿
巻イブ白十雌癖香呑
理鍾二四三四二

印

墨
の
形
む
か
し
は
鋏
椹
て
造
る
南
部
二

撒
坊
の
形
今
椹
磯
れ
り
足
を
鉄
形
と
云
当

時
の
形
は
枇
杷
鯉
梨
の
木
に
て
造
る
形
に

大
小
厚
薄
の
戯
あ
り
板
三
枚
に
し
て
中
に

板
を
墨
の
厚
さ
と
し
上
下
二
枚
の
板
に
絵

槻
文
字
箙
を
彫
付
る
之
三
枚
形
と
我
つ
く

又
二
枚
形
な
り

薬

木
刺
弘
治
年
中
膣
製
せ
る
伽
府
の
瓢

を
試
な
る
に
龍
蝿
の
其
譲
あ
り
府
土
椹
も

む
か
し
よ
り
て
番
を
胴
る
と
見
へ
た
り
拳

狩
嘩
が
蹄
に
側
嚇
珍
搬
炬
艦
る
と
あ
り
蝿

紐
に
鍬
中
将
は
典
珠
閉
獅
の
一
一
物
を
剛
小

玉
君
徳
は
万
梱
駆
角
鴎
謹
の
三
物
を
脇
ゆ

李
廷
砿
は
藤
茄
真
珠
等
の
十
二
物
を
脇
ゆ

木
刺
の
墨
は
只
川
脂
叫
番
滕
脂
等
を
川
や

加
脂
畷
穆
と
も
共
性
を
能
弁
別
十
へ
し
下

等
の
施
脂
は
木
埋
参
し
足
を
而
木
と
精
つ

く
船
に
入
て
轡
あ
り
照
呑
殊
に
弁
し
か
た

し
偽
物
妓
多
し
共
に
上
輔
の
符
を
進
へ
し

馳
符
の
多
か
ら
ん
よ
り
は
其
呑
の
す
ぐ
な

か
ら
ん
に
は
し
か
し
明
の
方
子
魯
一
菰
の

鑑
蛾
を
仰
て
よ
り
艇
益
を
勝
れ
り
天
下
に

称
せ
ら
る
余
唖
年
共
霊
虹
を
孝
へ
法
に
依

て
製
し
鮒
脂
は
鵬
番
稗
皮
黄
蓮
離
水
膳
脂

と
此
霊
草
を
合
せ
て
七
物
を
用
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煤

古
川
立
密
汁
哩
人
余
拠
晒
寛
胆
小
回
不
川

突
於
廠
而
斑
以
五
斗
盤
又
益
以
近
遜
大
小

為
溌
大
腿
Ⅲ
乗
亦
視
大
小
為
錐
耀
胸
泥
鹸

惟
密
約
遡
小
繊
叩
化
火
以
珂
羽
柵
取
之
或

為
五
仙
或
為
二
州
二
ｍ
ｍ
不
収
竝
光
一
器
今

川
臥
窪
挫
石
衆
砿
取
間
揃
高
下
形
勢
向
行

而
或
健
百
尺
深
五
尺
祁
高
三
尺
口
大
一
尺

小
項
八
尺
大
孤
四
十
尺
胡
日
赤
曰
咽
口
口

身
之
末
日
頭
毎
以
隆
三
枝
或
五
伎
徐
鍵
之

五
技
以
上
烟
暴
馳
以
下
Ⅲ
煙
緩
煤
細
枝
数

些
少
益
良
有
白
灰
去
之
凡
七
品
夜
而
成
名

曰
一
会
侯
寵
冷
探
煤
以
頃
煤
為
二
器
以
頭

煤
為
一
器
頭
煤
如
珠
如
纏
絡
身
煤
成
塊
成

片
頭
燦
深
者
曰
遠
火
外
者
曰
近
火
煤
不
堪

用
凡
燦
貴
軽
旧
東
山
煤
軽
西
山
煤
並
今
川

西
山
煤
軽
東
山
煤
並
凡
器
大
而
軽
者
良
器

小
而
並
者
否
凡
振
之
而
応
手
者
艮
撃
之
而

←
哩
戸
者
艮
凡
以
手
拭
之
而
入
人
紋
理
難
洗

者
良
以
物
拭
之
自
然
打
光
成
汁
者
典
凡
鰯

布
野
限
老
調
之
疹
眼
煤
雑
濡
病
也
旧
審
打

虫
鼠
守
蕪
及
搭
衣
露
虫
維
征
燃
中
奥
龍
榔

介
唯
唾
多
可
弧
之
然
終
不
能
無

「
墨
経
」

松
煙
煤

当
時
熊
野
川
に
て
股
煙
を
と
ろ
は
蝋
室

竪
十
川
棚
三
川
杯
口
の
高
さ
七
尺
段
恨
を

笠
に
て
姉
く
雄
を
一
小
脇
と
云
古
仏
を
取

る
に
便
あ
る
所
冬
阻
小
肚
を
腓
へ
土
池
十

四
を
こ
げ
に
蛾
へ
脳
一
つ
宛
に
紙
障
子
を

胆
力
と
上
に
圃
ひ
肋
の
陣
子
に
小
ざ
ｎ
ｔ

あ
け
共
、
よ
り
綱
に
切
た
る
怯
む
か
な
し

や
く
し
に
て
入
る
髄
の
内
上
剤
は
溺
六
寸

油
煙
燃

当
時
耐
郁
膳
て
油
煙
を
当
つ
ば
煙
宝
鰻

一
文
三
尺
Ⅲ
一
丈
鮖
向
の
尚
さ
七
尺
歴
恨

を
強
に
て
蹄
く
箪
中
の
三
力
に
棚
二
蚊
あ

り
棚
の
Ⅲ
二
尺
棚
恢
の
上
を
土
に
て
蛾
リ

熾
議
を
並
へ
土
僻
を
共
上
に
慨
ひ
螺
を
受

く
熾
誰
と
土
僻
と
の
間
二
寸
凡
一
室
の
煉

工
一
人
燈
の
数
上
剤
六
十
中
剤
七
十
二
下

剤
八
十
二
一
Ⅱ
に
雌
を
収
を
郡
上
刑
十
両

中
剤
十
五
両
下
剤
十
八
両
上
刑
は
砿
を
し

け
く
折
に
よ
っ
て
煙
沸
く
し
て
す
ぐ
な
し

燦
の
色
は
製
陞
汁
を
雑
る
を
上
と
す
紙
恕

は
次
な
り
赤
に
白
を
雑
る
は
又
次
の
汝
な

り
燭
中
に
は
煙
気
室
に
擬
て
燃
の
色
濁
る

鶏
中
に
は
室
内
の
熱
に
戦
す
し
て
蕊
工
勤

作
に
労
し
此
煤
も
溺
れ
り
二
三
九
十
月
を

上
の
畔
と
す

「
古
梅
園
墨
法
十
三
条
」

撹当良Ⅲ成赤汁1町何以庶誤明隆鶴蝿正行水
之菰剃牛以鮮JItjH膠米者以謬這黄膠在之不凡
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父火水」'二之七注水細日家鹿黄几膠赤凡之法１１
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膠

腰
を
川
ゆ
る
邪
肚
折
し
か
る
へ
し
唐
土

の
諺
に
涌
谷
の
媒
は
滞
れ
と
も
塾
の
漏
行

椹
及
ざ
る
は
稲
谷
か
滕
な
き
ゆ
へ
と
は
こ

れ
膠
法
の
能
を
い
へ
り
煤
今
按
ろ
に
牌
土

は
＃
ら
新
膠
を
用
れ
ど
も
本
棚
腱
は
古
膠

を
よ
し
と
す
無
と
も
至
て
方
き
ば
霧
の
性

か
わ
る
ゆ
へ
仁
家
法
仁
は
三
年
膠
を
用
ゆ

一
膠
を
川
へ
か
ら
十
両
膠
三
露
を
交
へ
和

し
て
用
ゆ
こ
れ
墨
徒
の
税
に
し
て
経
験
あ

り
膠
は
墨
の
繍
神
と
い
へ
は
最
選
ふ
へ
し

凡
騒
の
性
水
に
応
し
て
甲
乙
あ
り
南
都
を

第
一
と
す
る
は
揃
祁
の
水
の
澗
烈
な
る
獅

他
川
に
拠
る
か
故
な
り
膠
汁
ば
細
細
に
て

よ
く
漣
へ
し

広
大
寸
中
剤
催
耐
八
寸
広
八
寸
下
刑
健
商

一
尺
広
－
尺
障
子
の
内
四
尺
四
カ
両
五
尺

五
寸
松
の
細
木
上
剤
は
水
川
七
分
処
二
寸

中
剤
は
木
仰
一
寸
蛙
凹
寸
下
剤
に
木
凹
一

寸
奨
六
寸
一
小
腿
に
蝋
工
二
人
怯
取
二
人

六
日
を
紙
て
煙
の
陣
子
に
岡
り
た
る
を
創

羽
に
て
船
ふ
凡
一
Ⅱ
の
燃
上
剤
三
斤
中
剤

四
斤
下
剤
六
斤
雌
鍋
家
に
迦
川
す
る
灘
の

法
な
り

９ 
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ゆ
る
に
堪
ず
と
い
へ
り
。
凡
燃
久
し
く
成
れ
ば
黒
く
紫
の
色
を
出
し
膠
久
し
く

成
れ
ば
其
性
消
く
し
て
光
あ
り
古
錐
の
世
に
賞
せ
ら
る
は
是
な
り
余
が
六
世
の

祖
道
珍
慶
長
年
中
仁
製
せ
る
塾
今
に
残
れ
り
其
色
紫
鵠
光
彩
あ
り
て
新
墨
の
及

へ
き
に
あ
ら
す
。
」

新
墨
よ
り
年
数
を
経
た
墨
の
方
が
よ
い
と
い
う
理
屈
は
わ
か
る
。
そ
れ
で

は
、
墨
は
古
け
れ
ば
古
い
も
の
ほ
ど
よ
い
の
か
ど
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
前

記
「
良
山
堂
茶
話
」
に
引
用
し
て
い
る
謝
在
仇
曜
墨
の
あ
ま
り
古
く
な
っ
た

も
の
は
よ
く
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
墨
の
粒
子
を
電
子
顕

微
鏡
で
し
ら
べ
た
結
果
に
も
と
．
つ
き
、
宮
坂
和
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い

る
ｃ

「
墨
汁
を
限
外
顕
微
鏡
で
見
る
と
二
間
度
に
分
散
し
て
い
る
微
小
粒
子
は
、
い

つ
で
も
不
規
則
の
巡
動
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は
ブ
ラ
ウ
ン
述
動
と
よ
ば
れ
る

が
、
こ
れ
が
活
性
カ
ー
ボ
ン
、
い
わ
ゆ
る
生
き
た
粒
子
に
臆
か
な
ら
な
い
。
こ

の
よ
う
な
粒
子
を
多
く
含
む
程
、
墨
は
生
き
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
大
き
い

凝
雄
状
態
を
し
て
い
る
粒
子
は
、
ほ
と
ん
ど
述
動
せ
ず
に
沈
み
易
い
も
の
で
あ

る
・
こ
れ
が
不
活
性
カ
ー
ボ
ン
、
い
わ
ゆ
る
死
ん
で
い
る
粒
子
で
あ
る
。
死
ん

で
い
る
粒
子
を
多
く
含
む
塾
ほ
ど
、
死
曇
化
す
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
中
略
）
墨
が
古
く
な
る
に
従
っ
て
墨
色
が
変
化
す
る
の
は
、
死
ん
だ
粒
子
の

影
響
に
よ
る
の
で
あ
る
。
鍵
の
粒
子
が
大
き
い
程
、
表
面
効
采
が
強
調
さ
れ
、

墨
色
が
濃
く
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
骨
壷
品
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
大
抵
の
も
の

は
新
し
い
程
、
良
い
の
が
普
迦
で
あ
る
。
鶏
が
古
く
枯
れ
て
い
て
良
い
な
ど
と

は
、
ど
う
し
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
前
に
も
云
っ
た
が
、
私
は
古
坐
の
多
く
は

見
る
蝶
で
、
使
う
墨
で
は
な
い
と
思
う
。
こ
の
場
合
、
墨
の
劣
化
が
ど
の
程
度

ま
で
進
ん
で
い
る
か
が
問
題
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
墨
が
枯
れ

る
と
、
死
墨
化
す
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
鍵
は
時
々
刻
々
仁
死
鍵
へ
の
変
化

を
辿
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
墨
の
生
命
は
無
限
の
も
の
で
は
な
い
。
製
墾
の

技
術
や
保
存
の
方
法
な
ど
に
よ
っ
て
著
し
く
祁
違
す
る
が
、
墨
の
生
命
は
私
た

ち
の
考
え
て
い
る
程
、
長
い
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
五
○
年
か
、
せ
い

ぜ
い
一
○
○
年
位
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
（
注
二
八
）
。

そ
し
て
同
氏
は
、
著
名
な
中
国
古
墨
の
粒
子
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
、
そ
の
劣

化
の
甚
し
い
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。
科
学
的
な
古
墨
観
察
は
、
名
の
あ
る
古

懇
で
も
、
そ
れ
は
骨
泣
的
な
価
値
を
も
つ
だ
け
で
、
鍵
そ
の
も
の
の
生
命
は
既

に
失
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
よ
う
で
あ
る
。

製
畿
技
術
は
、
ど
の
よ
う
に
進
ん
だ
か
。
こ
れ
を
知
る
た
め
に
、
こ
こ
ろ
み

に
「
墨
経
」
と
「
古
梅
園
墨
法
十
三
条
」
と
を
対
照
し
て
み
た
。
前
譜
は
一
二

世
紀
初
の
作
、
後
者
は
一
八
世
紀
中
期
の
作
で
あ
る
。
く
ら
べ
て
み
て
、
墨
の

製
造
が
、
伝
統
的
手
法
に
た
よ
る
要
素
の
大
き
い
こ
と
を
揃
感
す
る
の
で
あ

る
。
な
お
、
両
者
の
内
容
を
対
照
す
る
た
め
に
、
順
序
を
か
え
、
あ
る
い
は
省

略
し
た
部
分
が
あ
る
。 （一〈）
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（
五
六
十
年
間
の
墨
は
よ
し
た
ど
も
、
古
人
は
論
じ
た
る
辮
あ
れ
ど
も
）
油
煙
に
て

も
中
華
よ
り
渡
る
古
墨
は
違
ひ
あ
り
、
日
本
一
と
一
口
に
て
言
ふ
く
か
ら
ず
と

も
い
ふ
人
．
あ
り
」
（
注
一
宝
）
・

右
の
文
の
中
で
、
柳
里
恭
が
、
最
近
渡
来
す
る
中
国
墨
は
悪
い
と
い
っ
て
い
る

の
は
、
こ
の
こ
ろ
情
に
お
い
て
、
粗
悪
な
坊
製
墨
が
さ
か
ん
に
作
ら
れ
た
た
め

で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
書
家
と
し
て
盛
名
を
馳
せ
た
市
河
米
庵
に
つ
い
て
み
る
と
、

「
余
モ
亦
墨
癖
ア
リ
。
末
ノ
播
衡
、
明
ノ
羅
小
華
ノ
墨
ヲ
始
ト
シ
テ
蔵
ス
ル

ト
コ
ロ
四
十
余
挺
一
一
及
く
り
。
然
し
ド
モ
イ
マ
ダ
譜
ト
ス
ル
ー
一
足
ラ
ズ
。
故
に

墨
品
諸
書
併
一
一
今
存
ス
ル
古
墨
等
ニ
テ
見
ト
コ
ロ
且
近
時
舶
来
二
至
マ
デ
姓
氏

八
十
七
人
ヲ
集
録
シ
同
好
ノ
モ
ノ
一
一
示
ス
」
（
注
一
一
六
）
。

「
拭
古
墨
法

此
方
所
伝
ノ
古
墨
末
元
ノ
モ
ノ
絶
希
ナ
リ
。
明
墨
程
君
房
、
方
干
魯
、
其
名

高
シ
ト
ィ
ヘ
ド
モ
、
今
見
ル
ト
コ
ロ
多
ク
ハ
贋
造
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
中
真
墨

ト
ヲ
モ
ハ
ル
ル
モ
ノ
ハ
、
湿
気
ヲ
含
ミ
、
香
気
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
墨
色
モ
灰

色
ヲ
ナ
シ
、
不
当
用
モ
ノ
多
シ
・
偶
全
墨
ノ
伝
ル
モ
ノ
ア
ル
モ
、
拭
墨
ノ
法
ヲ

得
ザ
レ
バ
知
レ
サ
ル
ナ
リ
。
古
今
秘
苑
試
墨
法
一
一

将
二
各
種
墨
］
磨
在
一
一
退
光
漆
器
上
一
侯
し
乾
放
一
一
水
盆
内
一
於
一
一
日
中
一
着
し
之
・
与

二
漆
色
一
無
し
二
者
上
也
。
帯
二
青
色
一
者
次
し
之
。
帯
二
灰
色
一
者
為
し
下
・
高
低
錐
一
一

極
不
官
等
大
略
不
し
外
一
一
於
此
］

ア
リ
。
余
蔵
墨
五
十
余
丸
、
所
謂
与
二
藤
色
一
無
し
二
者
〈
僅
力
一
一
羅
小
小
華
ノ

竜
柱
墨
（
五
雑
俎
一
一
見
１
）
程
君
房
ノ
墨
宝
墨
、
葉
向
栄
ノ
竜
九
子
墨
（
漫
堂
墨

砧
二
見
１
）
呉
去
塵
ノ
高
碑
墨
（
通
雅
調
書
二
見
「
一
）
四
丸
ノ
ミ
ナ
リ
・
佳
墨
ノ

難
得
コ
ト
シ
ル
ヘ
シ
。
試
墨
法
此
論
ノ
コ
ト
キ
モ
ノ
諸
書
ニ
ナ
シ
・
因
テ
此
一
一

抄
出
シ
テ
好
事
者
一
一
示
ス
」
（
注
二
七
）
。

と
あ
り
、
収
集
の
対
象
と
し
て
唐
墨
だ
け
に
し
か
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
・
前

者
は
文
化
九
年
、
後
者
は
文
政
一
○
年
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
南
都
製
墨
業
の

繁
栄
し
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
の
に
、
和
墨
に
つ
い
て
の
関
心
は
薄
く
、
中
国

墨
、
こ
と
に
古
墨
尊
重
の
傾
向
が
強
い
の
は
、
米
庵
だ
け
で
な
く
、
一
般
的
な

風
潮
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
に
対
し
て
、
和
鵯
を
尊
し
と
す
る
謎
も
な
い
で
は
な
い
。

幕
末
の
復
古
思
想
の
高
ま
り
を
反
映
し
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

文
政
七
年
に
刊
行
し
た
「
良
山
堂
茶
話
」
の
中
で
、
阿
部
謙
州
は
こ
う
い
っ
て

い
る
。「
八
木
巽
老
人
之
。
紙
墨
〈
吾
邦
ノ
物
ヲ
以
テ
段
上
品
ト
ス
。
唐
土
ハ
之
一
一

次
グ
。
朝
鮮
琉
球
ハ
マ
タ
其
次
ナ
リ
。
（
中
略
）
彼
方
（
支
那
）
墨
工
一
一
於
一
プ
ハ

名
匹
代
二
乏
シ
カ
ラ
ズ
シ
テ
明
ノ
方
氏
墨
譜
、
程
氏
墨
苑
等
一
一
至
テ
ハ
其
紋
式

精
巧
一
一
シ
ー
ア
細
ナ
ル
コ
ト
廷
髪
二
入
ル
。
然
し
ド
モ
唯
其
書
ノ
人
目
ヲ
悦
パ
シ

ム
ル
ノ
ミ
ー
ー
シ
テ
墨
品
〈
但
古
今
伯
仲
ノ
間
多
ク
優
劣
ヲ
客
ズ
。
夕
ト
ヒ
精
エ

ノ
手
ナ
ル
モ
国
土
ノ
膠
気
弱
キ
ヲ
如
何
ス
ペ
カ
ラ
ズ
。
其
墨
ノ
日
久
シ
ク
シ
テ

亀
斫
ヲ
為
シ
或
〈
砕
裂
一
一
至
ル
モ
皆
コ
ノ
所
以
ナ
リ
。
謝
在
杭
云
。
墨
ハ
ナ
ハ

ダ
陳
ケ
レ
．
〈
膠
気
尽
キ
テ
字
、
光
ヲ
発
セ
ズ
。
ハ
ナ
ハ
ダ
新
シ
ヶ
レ
バ
膠
気
重

ク
シ
テ
筆
多
ク
縄
帯
ス
。
惟
々
三
五
十
年
ノ
後
最
モ
用
フ
ニ
合
フ
ペ
シ
。
方
正

が
墨
、
今
之
ヲ
用
プ
レ
・
ハ
己
一
一
煤
土
ノ
色
ヲ
ナ
ス
。
知
ラ
ズ
仲
将
何
ヲ
以
テ
一

点
漆
ノ
如
キ
、
或
ハ
曰
ク
、
古
墨
ハ
漆
ヲ
用
１
、
故
一
一
堅
ニ
シ
テ
光
、
今
ハ
タ

ダ
膠
ヲ
用
１
故
一
一
数
々
徽
湿
ヲ
経
レ
バ
則
チ
敗
ス
ト
。
此
方
ノ
墨
〈
此
ノ
如
キ

ノ
失
無
シ
。
」

中
国
製
の
古
墨
の
愛
玩
は
、
近
代
日
本
に
な
っ
て
の
ち
も
続
き
、
い
わ
ゆ
る
名

墨
は
高
価
を
よ
ん
で
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
は
果
し
て
骨
董
と
し
て
の
価
値

だ
け
で
な
く
、
磨
る
墨
と
し
て
の
価
値
を
持
ち
続
け
て
い
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

「
古
梅
園
墨
談
」
に
は
、
墨
の
新
古
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

７
 

「
術
夫
人
は
十
年
以
上
の
墨
を
用
ひ
陳
眉
公
は
新
墨
一
一
一
夏
を
過
ぎ
ざ
れ
ぱ
用
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奈
良
の
油
煙
墨
の
は
じ
ま
り
と
い
わ
れ
る
、
典
補
寺
二
諦
坊
の
製
墨
は
、
一

四
世
紀
末
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
文
献
に
、
黒
川
道
佑
の

「
推
州
府
志
」
が
あ
る
。

「
墨
近
江
武
佐
丹
波
貝
原
丼
洛
下
太
平
墨
之
製
造
目
し
古
有
し
之
然
其
色
淡
黒

而
施
簿
中
世
南
都
典
補
寺
二
締
坊
取
頑
持
仏
堂
焔
火
焔
之
燕
二
洲
麗
字
一
者
血
和
》
｜

牛
膠
一
而
製
レ
之
是
南
都
抽
烟
墨
之
始
也
今
偶
存
爾
後
南
都
土
人
微
し
之
取
二
油
煙

］
造
し
之
今
洛
陽
称
一
一
墨
所
一
者
亦
其
製
造
精
密
而
不
レ
槐
’
一
中
華
之
所
声
作
也
」
（
注

一一一一一）ｏ

「
雍
州
府
志
」
中
の
、
型
に
関
す
る
紀
駆
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
も
と
も
と

か
れ
は
、
林
羅
山
に
儒
学
を
学
ん
だ
医
師
で
、
は
じ
め
浅
野
家
に
仕
え
た
が
、

の
ち
京
郷
に
移
住
し
、
元
禄
二
年
に
死
ん
だ
人
物
で
、
ほ
か
に
も
京
都
や
山
城

戸、

il： 
一

一

二
、－夕

｡ 

に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
賢
料
に
、
製
郷
に
つ
い
て

の
記
救
が
あ
る
。

「
顕
戒
論
縁
起
」
に
は
、
大
宰
府
で
作
っ
た
鑑
を
、
最
澄
が
唐
に
持
参
し
た

こ
と
が
妃
さ
れ
て
い
る
。
「
新
独
楽
妃
」
に
は
、
淡
路
の
蝿
が
、
「
大
和
木
軍
」

か
駅
喧
ら

に
は
、
江
州
武
者
墨
に
つ
い
て
の
記
赦
が
あ
る
。
そ
の
膣
か
、
丹
波
の
柏
原
墨
、

播
磨
の
墨
、
あ
る
い
は
京
都
の
平
安
墨
な
ど
も
あ
っ
た
ら
し
い
（
注
二
一
）
。

平
安
末
期
、
紀
州
縢
代
墨
に
つ
い
て
の
「
古
今
署
川
染
」
の
記
珈
は
、
あ
ま

り
に
も
有
名
で
あ
る
。

「
後
白
河
院
御
熊
野
詣
に
藤
代
の
宿
に
つ
か
せ
お
は
し
ま
し
た
り
け
る
に
、

国
司
松
煙
を
つ
み
て
御
前
に
お
き
た
り
け
り
。
花
山
院
左
府
、
中
山
太
政
入
道

殿
共
時
右
大
将
に
て
御
前
に
僕
は
せ
絵
ひ
た
り
け
る
に
、
此
墨
い
か
ほ
ど
の
物

ぞ
、
心
み
よ
と
勅
定
あ
り
け
れ
ば
、
お
と
ど
右
大
将
に
す
す
め
ら
れ
た
り
け
れ

ば
、
硯
を
引
よ
せ
て
蝿
を
と
り
て
す
ら
せ
袷
ひ
け
り
、
そ
の
ざ
ま
除
目
の
執
躯

の
定
也
け
り
。
左
府
見
と
が
め
て
、
し
き
り
に
感
喚
の
け
し
き
あ
り
け
り
」

江
戸
時
代
後
期
に
な
っ
て
、
南
都
油
煙
墨
が
さ
か
ん
に
製
造
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
の
ち
も
、
中
国
の
墨
へ
の
愛
好
は
続
い
た
。
た
と
え
ば
》
奈
良
に
近
い

郡
山
に
住
ん
で
い
た
柳
里
恭
は
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

「
墨
は
学
歴
鯉
が
墨
よ
し
、
さ
れ
ど
中
轆
に
て
さ
へ
半
挺
さ
へ
あ
り
が
た
し

と
見
え
た
り
。
奈
良
墨
の
古
き
よ
し
、
中
々
も
ろ
こ
し
も
及
び
錘
し
。
中
国
の

墨
も
漱
金
家
蔵
と
い
ふ
墨
惣
て
よ
し
、
此
頃
の
渡
り
墨
也
。
呉
天
術
が
此
君
墨

よ
し
。
程
君
尻
十
二
竜
撤
も
よ
し
。
足
も
此
頃
渡
ろ
ば
懇
し
ぎ
也
。
」

「
墨
は
油
煙
よ
り
も
松
煙
に
て
椿
へ
た
る
が
よ
し
。
日
本
に
て
南
都
な
ど
に

て
も
五
、
六
十
年
以
前
は
格
別
、
共
外
三
十
年
以
来
の
墨
は
唐
紙
に
あ
ほ
ぬ
他

の
国
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
藩
杏
が
あ
る
。
「
難
州
府
志
」
は
、
中
川
の
「
大

切
一
統
志
」
に
な
ら
っ
て
、
山
城
の
国
の
地
雑
と
し
て
杏
い
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
の
「
土
産
門
」
の
部
で
、
南
都
の
墨
に
も
説
き
お
よ
ん
だ
の
で
あ
る
が
、

か
れ
ば
同
杏
の
中
で
京
都
で
も
名
墨
を
産
す
る
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
平
安
墨

の
伝
統
も
江
戸
時
代
に
は
ま
だ
続
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

天
正
年
間
（
一
五
七
三
－
一
五
九
一
）
に
、
松
井
道
珍
が
、
南
都
で
墨
を
作
り

は
じ
め
た
。
か
れ
は
、
造
墨
式
の
李
家
製
鍵
法
と
空
海
二
編
坊
油
煙
墨
遺
法
に

よ
っ
て
、
油
煙
墨
の
製
墨
法
を
う
ち
た
て
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
古
梅
園
の
お

こ
り
で
あ
る
。

古
梅
園
六
世
の
松
井
元
泰
は
、
一
八
世
紀
の
中
ご
ろ
、
長
崎
で
婿
国
の
御
墨

司
徽
州
の
程
舟
木
、
汪
君
彦
ら
に
会
い
墨
法
を
交
換
し
た
。
か
れ
は
「
古
梅
園

墨
談
」
「
古
梅
園
墨
話
」
「
古
梅
園
墨
譜
」
を
著
わ
し
、
ま
た
、
和
泉
の
橡
を

賜
わ
っ
て
や
御
墨
を
製
造
し
た
。
つ
ぎ
の
七
世
樫
井
元
桑
は
、
束
城
流
の
紅
花

鍵
を
作
り
、
非
術
な
成
功
を
柚
し
た
（
注
二
四
）
。

グベ
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触
胞
熟
万
杵
凧
角
錐
双
竃
墨
成
不
敢
用
進
入
蓬
莱
宮
蓬
莱

春
昼
水
三
殿
明
腸
枕
金
篭
瀧
飛
白
瑞
識
紫
長
虹
」

來
埴
は
、
非
端
な
墨
の
愛
好
家
で
、
名
墨
を
多
く
収
架
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら

に
す
す
ん
で
、
墨
の
製
法
を
も
研
究
し
、
海
南
松
煙
で
東
城
法
墨
を
作
っ
て
銘

を
入
れ
た
り
、
紅
花
墨
を
発
明
し
た
り
し
た
と
い
う
。

末
代
の
油
煙
墨
の
墨
工
と
し
て
は
、
胡
景
純
が
有
名
で
あ
る
。
か
れ
は
、
南

末
滅
州
の
人
で
、
「
桐
華
煙
」
と
名
づ
け
る
油
煙
墨
を
つ
く
っ
た
。
漆
の
よ
う

に
黒
く
て
堅
い
製
品
を
作
っ
た
と
い
う
。
「
墨
史
」
の
文
を
次
に
引
用
し
て
お

く
。

「
胡
景
純
潔
州
人
専
取
桐
油
焼
煙
名
曰
桐
華
煙
共
製
笹
堅
薄
不
為
外
飾
以
眩

俗
眼
大
者
不
遇
数
寸
小
者
園
如
銭
大
毎
膳
硯
間
其
光
可
鑑
画
工
宝
之
以
点
目
瞳

子
如
点
漆
李
彦
穎
云
長
沙
多
墨
工
唯
胡
氏
墨
千
金
獺
髄
者
掻
著
州
之
大
街
西
安

業
坊
有
煙
墨
上
下
巷
永
豊
坊
有
煙
上
毯
今
有
椰
子
儀
目
訓
得
胡
氏
法
俊
臣
俗
名

熟
胡
院
子
」
（
注
一
八
）
。

末
に
続
く
元
の
こ
ろ
は
、
末
の
こ
ろ
の
手
法
を
踏
襲
し
た
だ
け
で
、
大
し
た

発
展
は
な
か
っ
た
。

明
代
に
な
る
と
、
南
贋
・
末
代
と
な
ら
ぶ
、
中
風
製
繩
史
上
の
筑
金
時
代
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
前
者
で
は
松
煙
を
主
と
し
た
の
に
対
し
て
、
明
代
に
は
油

末
の
こ
ろ
の
名
工
と
し
て
涌
谷
が
あ
げ
ら
れ
る
。
燕
東
城
の
時
「
孫
零

塁
」
中
に
、
次
の
よ
う
に
か
れ
を
ほ
め
て
い
る
。

「
但
線
無
老
松
揚
水
無
老
工
珍
材
取
楽
波
妙
手
惟
禰
翁

者
曰
脂
片
松
品
惟
下
下
其
降
此
外
不
足
品
第
」
（
枇
一
七
）
。

こ
れ
で
み
る
と
、
前
代
か
ら
続
い
て
い
る
産
地
も
あ
る
が
、
新
し
く
と
り
上

げ
ら
れ
た
土
地
も
多
い
。
末
は
文
迎
の
さ
か
ん
な
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
、
墨
の

製
造
も
急
期
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
松
の
簿
級
を
こ
ま
か
く
分
け
て
お

り
、
墨
に
も
多
く
の
等
級
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

末
の
こ
ろ
の
名
工
と
し
て
涌
谷
が
あ
げ
ら
れ
る
。
藤
東
城
の
時
「
孫
霧
老
寄

日
本
で
の
製
鍋
が
い
つ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
た
し
か
な

史
料
は
な
い
。
た
だ
、
「
令
義
解
」
に
次
の
よ
う
な
紀
蛎
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

祁
令
制
成
立
期
に
は
既
に
製
鍋
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
図
諜
祭
…
…
造
鍋
手
四
人
。
戦
し
造
し
蝿
」
（
注
一
九
）
。

図
諜
察
の
造
畿
手
が
作
っ
た
墨
に
つ
い
て
は
、
「
延
菩
式
」
に
次
の
記
駆
が

見
ら
れ
る
。

「
几
造
し
塾
長
功
日
焼
得
烟
一
石
五
升
煮
烟
一
斗
五
升
拒
魂
摩
”
繩
鴎
熟
成
墨
九

十
一
一
一
廷
塞
錘
射
亟
凧
中
功
日
焼
得
烟
九
斗
煮
烟
九
升
成
墨
八
十
廷
短
功
日
焼
得
烟

七
斗
五
升
煮
烟
七
升
五
合
成
墨
六
十
六
廷
」

「
九
年
料
所
造
畿
四
百
廷
嘩
極
射
絹
七
尺
八
寸
蛎
孤
綿
八
両
鰄
鋤
調
布
一
丈

す
こ
し

一
ハ
尺
騨
紺
布
四
端
阿
膠
小
六
斤
八
両
席
一
枚
食
醐
一
一
枚
騨
造
手
四
人
袷
衣

服
各
庶
布
一
段
其
食
人
別
日
米
一
升
六
台
塩
一
勺
六
搬
海
藻
二
両
替
津
一
合
惣

単
九
十
三
人
」
（
注
二
○
）
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
図
榔
擬
の
迭
墨
手
は
、
叉
に
は
日
に
焼
い
た
燗
を
一
石
五

升
と
し
、
こ
れ
を
二
日
二
夜
煮
て
一
斗
五
升
と
し
、
こ
れ
を
原
料
と
し
て
九
一
一
一

挺
の
墨
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

平
安
時
代
に
入
る
と
、
各
地
で
鍋
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
宮

廷
の
技
術
が
、
い
つ
し
か
民
間
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
製
迪
の
典
態

煙
墨
が
中
心
と
な
っ
た
。
こ
と
に
明
末
の
万
勝
年
代
の
こ
ろ
、
徽
州
の
方
干

磐
、
程
君
房
を
肢
高
峯
と
し
て
製
興
業
が
栄
え
た
。

荊
代
に
は
、
乾
隆
年
間
を
頂
点
と
し
、
以
後
お
と
ろ
え
た
。
澗
鍋
は
、
今
も

か
な
り
遺
品
が
あ
り
、
日
本
で
も
好
叩
家
に
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
が
か
な
り
あ

》
②
。
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「
天
平
十
八
年
九
月
二
日
写
後
経
所
解
案

写
後
経
所
解
申
請
筆
墾
事

合
講
筆
一
滴
墨
弐
廷
」

「
天
平
二
十
年
識
千
部
料
墨
筆
帳

正
月
十
一
日
目
内
裏
給
出
鹿
毛
罐
二
十
筒
墨
五
十
廷
並
千
部

科
」

「
天
平
宝
字
二
年
六
月
Ⅱ
一
日
写
千
巻
経
所
移
雛
築

造
東
大
寺
司
牒
紫
徹
中
台

講
銭
壱
捻
捌
質
玖
拾
弐
文

四
質
三
百
廿
文
菟
毛
筆
一
百
八
管
直
料
管
別
冊
文

二
質
一
百
文
墨
七
十
廷
直
料
廷
別
冊
文
Ⅱ
文

鹿
毛
簸
廿
笹
直
料
管
別
一
文
」

正
倉
院
の
船
型
墨
は
一
二
本
あ
り
、
丸
棒
の
も
の
も
二
本
あ
る
。
「
新
羅
楊

家
上
墨
」
「
新
羅
武
家
上
墨
」
の
陽
刻
の
あ
る
も
の
も
あ
り
、
朝
鮮
産
の
墨
が

ま
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず
れ
も
松
煙
墨
で
あ
る
。
文
献
の
上
で

は
、
日
本
へ
紙
墨
が
は
じ
め
て
伝
わ
っ
た
の
は
、
推
古
天
皇
の
一
八
年
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
注
一
五
）
。
「
日
本
書
紀
」
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
間
麗
燗
畿

徴
は
、
伝
説
上
の
人
物
で
実
在
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、
推
古
一
八
年

と
い
う
年
代
も
た
し
か
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
五
、
六
世
紀
は
、
大
陸

文
化
が
さ
か
ん
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
時
期
で
あ
り
、
高
麗
は
前
述
の
よ
う
に
墨

の
名
産
地
で
も
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
期
に
、
大
陸
よ
り
墨
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ

と
は
、
ま
ち
が
い
な
い
。
だ
が
日
本
に
鰻
も
早
く
墨
が
伝
え
ら
れ
た
時
期
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
大
陸
と
日
本
と
の
交
渉
峰
既
に
弥
生
時
代
か
ら
は
じ
ま

っ
て
い
る
か
ら
、
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
よ
り
も
、
も
っ
と
古
く
湖
り
う
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

凸
冷
う

五
代
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
安
徽
、
宣
州
、
欽
州
の
松
が
便
．
わ
れ
る
。
こ
の
）
」

ろ
中
原
は
戦
乱
の
巷
と
な
り
、
易
水
に
多
か
っ
た
墨
工
哺
平
和
な
南
唐
に
移

り
、
欽
州
の
地
に
定
着
し
た
。
欽
州
は
朱
の
こ
る
徽
州
と
改
名
、
そ
の
後
千
年

に
わ
た
る
徽
州
墨
の
名
声
の
基
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
南
店
初
期
の
名
工

と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
が
李
廷
珪
で
、
そ
の
父
李
超
の
作
品
と
と
も
に
李

家
墨
と
い
わ
れ
、
米
の
こ
ろ
非
常
に
珍
亜
さ
れ
た
と
い
う
詔
が
残
っ
て
い
る
。

こ
の
廷
珪
の
墨
の
一
つ
は
、
民
国
一
九
年
刊
の
「
故
宮
周
刊
」
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
日
本
と
の
戦
争
お
よ
び
国
共
内
戦
の
時
期
を
経
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
現
存
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
季
廷
珪
の
墨
は
、
「
堅
き
》
」
と
玉

の
ご
と
し
」
（
注
一
六
）
な
ど
と
い
わ
れ
、
非
常
に
堅
い
も
の
ら
し
い
。
か
れ
は
、

墨
を
つ
く
る
た
び
に
、
真
珠
三
両
を
使
い
、
杵
で
一
万
回
も
つ
い
て
作
っ
た
と

い
｝
つ
ｏ

末
代
に
な
る
と
、
松
煙
墨
が
引
き
継
ぎ
作
ら
れ
る
が
、
北
宋
後
期
か
ら
南
末

に
か
け
て
、
油
煙
墨
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
油
煙
は
松
煙
に
比

べ
て
高
価
な
の
で
、
多
く
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

末
代
の
松
に
つ
い
て
は
、
「
墨
経
」
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

「
今
尭
州
泰
山
楓
採
山
島
山
蝿
山
肝
州
亀
山
蒙
山
密
州
九
仙
山
登
州
牢
山
鎖

府
五
台
刑
川
脇
州
太
行
山
鑑
州
抵
陽
山
汝
州
寵
君
山
随
州
桐
柏
山
術
州
共
山
碕

州
阿
山
池
州
九
津
山
及
宣
欽
諾
山
皆
塵
松
之
所
菟
肝
識
密
之
間
山
総
訓
之
東
山

鎮
府
之
山
即
日
西
山
目
普
東
山
之
松
色
沢
肥
賦
性
賛
況
工
品
惟
上
上
然
今
不
復

有
今
其
所
有
者
織
十
余
歳
之
松
不
可
比
西
山
之
大
松
兼
西
山
之
掻
与
易
水
之
松

相
近
乃
古
松
之
地
与
黄
山
灘
山
羅
山
之
掻
品
惟
上
上
遼
陽
山
遜
君
山
桐
柏
山
可

甲
乙
九
華
山
品
中
共
山
河
山
品
下
大
蘂
松
根
生
決
苓
穿
山
石
而
出
者
透
脂
松
歳

所
得
不
過
一
一
一
一
一
株
品
惟
上
上
根
幹
肥
大
脂
出
若
珠
者
曰
脂
松
品
惟
上
中
可
掲
而

起
視
之
而
明
考
曰
掲
明
松
品
惟
上
下
明
不
足
而
紫
考
曰
紫
松
品
惟
中
上
砿
而
挺

適
者
日
鐘
松
品
惟
中
中
明
不
足
而
焚
者
曰
黄
明
松
品
惟
中
下
無
膏
油
而
漫
若
糖

質
然
者
曰
糖
松
品
惟
下
上
無
奇
油
而
類
杏
者
曰
杏
松
品
准
下
中
共
出
歴
青
之
余

４ 



蒲
子
良
、
王
僧
虚
は
、
と
も
に
梁
の
人
で
あ
る
か
ら
、
約
一
一
五
○
年
を
経
過
し

て
お
り
、
松
煙
墨
な
ら
ば
そ
の
よ
う
な
古
墨
は
背
墨
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
、
「
漆
の
ご
と
し
」
と
い
う
形
容
は
お
か
し
い
と
い
う
考
え
も
あ
る
（
注

九
）
。こ
の
こ
ろ
の
墨
は
墨
汁
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
説

明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
支
那
の
昔
、
魂
や
晋
の
頃
に
、
墨
丸
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
之
は

漆
を
煉
ら
せ
た
煙
と
、
松
を
燃
や
し
た
煙
と
を
混
ぜ
て
作
り
ま
し
た
。
奈
良
の

正
倉
院
御
物
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
な
凹
心
硯
、
即
ち
中
心
の
凹
ん
だ
硯
に
入
れ

て
墨
汁
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
貯
え
て
遇
く
と
腐
敗
す
る
も
の
で
す

か
ら
、
石
榴
の
皮
を
搾
っ
て
防
腐
剤
と
し
ま
し
た
。
是
が
非
常
に
貴
重
な
も
の

で
あ
り
ま
し
て
『
金
壷
汁
』
『
銀
壷
汁
」
と
称
し
、
金
或
は
銀
の
壷
に
貯
え
た

も
の
で
あ
り
ま
す
」
。
（
注
一
○
）
。

し
か
し
、
現
に
晋
代
の
硯
が
出
土
し
て
お
り
、
墨
池
を
も
っ
て
い
て
、
固
形
墨

を
磨
る
の
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
右
の
説
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て

も
、
固
形
墨
の
存
在
を
否
定
す
る
』
」
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
一
九
五
八
、
九

年
に
は
、
こ
の
》
」
ろ
の
顔
氏
の
墓
か
ら
、
墨
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
成
分
は
現

在
の
墨
と
同
じ
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
「
墨
経
」
に
は
、
こ
の
こ
ろ
の
墨
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。「
晋
貴
九
江
庫
山
之
松
衛
夫
人
筆
陣
図
曰
墨
取
魔
山
松
煙
」
（
注
二
）
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
晋
の
こ
ろ
に
は
、
九
江
の
廠
山
の
松
か
ら
と
っ
た
こ
と
に
な

る
が
、
衛
夫
人
の
筆
陣
図
は
晋
の
こ
ろ
の
も
の
で
な
く
、
梁
の
こ
ろ
の
も
の
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
術
夫
人
の
作
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
李
家
正
文
氏
の
「
筆
談
墨
史
」
は
、
不
用
意
に
こ
の
史
料
を
引
用
し
て
い

る
と
の
そ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

唐
代
の
墨
に
つ
い
て
は
、
元
末
の
陶
宗
蟻
の
「
報
耕
録
」
に
、
次
の
文
が
あ

る
。

「
上
古
は
墨
な
し
。
竹
挺
漆
を
点
じ
て
書
く
。
中
古
は
石
の
磨
汁
を
以
て

す
。
或
は
是
を
延
安
石
液
と
云
う
。
魏
晋
の
時
始
め
て
墨
丸
あ
り
。
乃
ち
漆
烟

と
松
煤
を
央
和
し
て
之
を
為
す
。
晋
人
多
く
凹
心
硯
を
用
い
る
所
以
は
、
磨
墨

貯
藩
を
欲
す
る
の
み
。
後
、
螺
子
墨
あ
り
、
亦
墨
丸
の
遺
製
な
り
。
唐
、
高
麗

松
煙
墨
を
歳
貞
す
。
多
年
の
老
松
煙
を
用
い
、
塵
鹿
膠
を
和
し
て
造
成
す
」

（
注
三
一
）
。

こ
れ
で
み
る
と
、
唐
の
こ
ろ
、
高
麗
か
ら
松
煙
墨
が
も
た
ら
さ
れ
た
よ
う

で
、
そ
の
作
り
方
か
ら
見
て
、
良
質
の
墨
と
考
え
ら
れ
る
。
い
つ
ぼ
う
、
「
墨

経
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
唐
則
易
州
淵
州
之
松
上
党
松
心
尤
先
見
貴
」
（
注
一
三
）
。

上
党
の
松
は
す
な
わ
ち
、
太
行
山
脈
の
松
で
あ
る
。
ま
た
、
「
墨
史
」
に
は
、

易
水
の
製
墨
家
の
名
が
見
え
る
。
易
州
の
松
は
、
か
れ
ら
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
李
白
の
詩
に
、
「
蘭
爵
凝
珍
墨
」
と
あ
る
の
は
、
上
党
の

松
に
薬
を
入
れ
た
（
注
一
四
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
声
」
の
こ
ろ
、
墨
工
も
多
く

あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

遣
唐
使
が
さ
か
ん
と
な
っ
た
唐
の
こ
ろ
に
は
、
多
く
の
墨
が
日
本
仁
迎
ば
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
正
倉
院
御
物
の
中
に
、
唐
代
の
船
型
墨
が
現
存
し
て
い

る
。
表
に
は
腸
刻
で
「
皇
極
貞
家
墨
」
と
あ
り
、
裏
に
朱
書
で
「
開
元
四
年
丙

辰
作
貞
□
ロ
ロ
ロ
」
と
あ
っ
て
、
七
一
六
年
へ
す
な
わ
ち
玄
宗
の
初
期
の
こ
ろ

の
も
の
と
知
ら
れ
る
。
約
三
○
セ
ン
チ
の
大
き
な
墨
で
あ
る
。
や
は
り
正
倉
院

に
の
こ
っ
て
い
る
硯
の
大
き
さ
か
ら
考
え
て
、
こ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
た
も
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
「
正
倉
院
文
書
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
残
っ
て

い
る
。

３ 



と
い
う
ふ
う
に
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
墨
に
対
す
る
伝
統
的
な
考
え
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
書
名
中
、
「
墨
書
」
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
鶚

経
」
は
末
の
晁
貫
之
の
箸
に
か
か
り
、
製
墨
に
つ
い
て
の
代
表
的
な
古
典
と
し

て
有
名
な
も
の
で
あ
る
。
晁
貫
之
は
、
二
１
－
－
－
世
紀
の
北
宋
の
人
で
、
愛

墨
家
と
し
て
知
ら
れ
、
自
分
で
も
「
晁
季
一
奇
寂
軒
造
」
の
銘
を
入
れ
た
す
ぐ

れ
た
墨
を
作
っ
た
人
物
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
製
墨
研
究
の
著
述
ば
、
「
墨

経
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
幾
多
の
著
述
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

墨
の
起
原
に
つ
い
て
は
、
股
の
青
銅
器
文
化
に
先
行
す
る
彩
陶
文
化
に
使
わ

れ
た
赤
墨
の
顔
料
に
、
そ
の
原
始
形
を
求
め
る
べ
き
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
厘

三
。
続
い
て
、
股
代
に
も
、
墨
で
書
か
れ
た
甲
骨
片
や
陶
器
が
出
土
し
て
い

る
し
、
さ
ら
に
周
代
の
竹
簡
に
も
、
墨
香
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
殿
代

以
降
は
、
墨
や
筆
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た

か
を
実
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

春
秋
戦
国
時
代
の
鵠
は
、
漆
墨
で
あ
り
、
漢
の
杠
林
が
、
漆
書
き
の
「
古
文

尚
書
」
を
手
に
入
れ
た
と
か
、
漢
の
宮
殿
の
蘭
台
の
蔵
書
に
、
漆
杏
き
の
経
書

が
あ
っ
た
と
い
う
の
も
、
み
な
こ
れ
で
あ
っ
て
、
漆
に
黒
さ
を
与
え
る
た
め

で
つ
瞳
く

に
、
墨
の
汁
を
ま
ぜ
た
も
の
だ
と
い
う
（
注
一
二
）
。
ま
た
、
「
周
害
」
に
、
浬
墨

の
刑
と
い
う
の
が
あ
り
、
罪
人
の
顔
に
入
れ
墨
を
さ
せ
、
犯
人
で
あ
る
声
」
と
の

目
じ
る
し
を
し
た
の
で
、
こ
れ
に
も
墨
汁
を
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
注
四
）
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
に
よ
り
先
に
石
墨
で
文
字
を
書
い
た
こ
と
も
あ
り
、
「
括
地

志
」
の
次
の
文
素
が
そ
の
証
拠
だ
と
さ
れ
る
。

「
東
都
寿
安
県
の
洛
水
の
側
に
石
墨
山
あ
り
。
岩
石
尽
く
黒
し
。
以
て
疏
を

書
す
べ
し
。
故
に
石
墨
を
以
て
山
に
名
づ
く
」
（
注
五
）
。

（一一一）

な
お
、
漢
代
の
硯
は
、
い
く
つ
か
出
土
し
て
お
り
、
多
く
は
墨
池
を
持
た
な

い
が
、
安
徽
省
大
和
県
税
馬
鎮
出
土
の
も
の
は
、
一
一
個
の
墨
池
を
持
つ
も
の
が

あ
る
（
注
六
）
。
ま
た
、
広
州
市
竜
生
岡
の
漢
の
墓
か
ら
、
ま
ゆ
ず
み
用
と
思
わ

れ
る
棒
状
の
墨
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
既
に
固
形
の
墨
が
作
ら

れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

前
引
の
「
墨
経
」
に
は
、
そ
の
冒
頭
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
古
用
松
煙
石
墨
一
一
種
石
墨
自
習
魂
以
後
無
間
松
煙
之
製
尚
突
漢
貴
扶
風
臓

醍
終
南
山
之
松
察
質
漢
官
儀
曰
尚
書
令
僕
丞
郎
月
賜
醗
襲
大
墨
一
枚
小
墨
一

枚
」
（
注
七
）
。

峰
い
ず
れ
も
映
西
省
に
あ
る
地
名
で
、
終
南
山
は
秦
嶺
と
も
い
わ
れ
る
名
山

で
あ
る
。
「
鶴
林
玉
露
」
に
は
、
著
書
が
少
年
の
こ
ろ
錨
陸
で
安
覚
と
い
う

す
ろ

日
本
僧
に
会
い
、
か
れ
が
墨
の
声
」
と
を
日
本
霊
叩
で
蘇
弥
と
い
っ
た
と
記
し
て
あ

り
、
こ
こ
か
ら
、
日
本
語
の
墨
の
語
源
は
隙
畷
だ
と
い
う
説
が
出
さ
れ
て
い

る
。
隣
鴎
は
そ
の
こ
ろ
、
墨
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
墨
を
一
枚
二
枚
と
い
う
か
ぞ
え
方
を
し
て
お
り
、
さ
ら
に
晋
の
「
東

宮
旧
事
」
に
、
皇
太
子
の
初
拝
に
、
香
墨
四
丸
を
袷
す
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ

ろ
の
墨
は
、
丸
い
形
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
注
０
。
な
お
、
墨
の
成
立
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
紙
の
使
用
で
あ
ろ
う
。
伝
説
で
は
、
後
漢
の
察

倫
が
、
一
○
五
年
に
発
明
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
前
漢
の
蕊
と
推
定
さ

れ
る
古
墳
か
ら
紙
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
測
り
う
る
ら
し
い
が
、

ま
ず
漢
の
こ
ろ
と
比
定
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

三
国
の
こ
ろ
の
史
料
と
し
て
は
、
「
墨
史
」
「
墨
海
」
な
ど
に
引
用
さ
れ
て

い
る
次
の
文
が
あ
げ
ら
れ
る
。

「
蒲
子
良
答
王
僧
度
曰
仲
将
之
墨
一
点
如
漆
」
。

た
だ
し
、
仲
将
は
章
誕
の
字
で
、
魂
の
）
」
ろ
能
書
を
も
っ
て
聞
え
た
人
で
あ
り
、 ゆ
ぴ

こ
れ
に
よ
り
、
漢
代
に
松
煙
墨
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
炉
つ
れ
る
。
扶
風
。
険
座

２ 



む
か
し
の
中
旧
人
は
、
ど
の
よ
う
に
蝿
を
、
あ
る
い
は
鍋
の
色
を
愛
玩
し
て

き
た
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
折
の
屠
陸
の
「
考
繋
余
事
」
に
は
、
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
む
か
し
の
人
が
墨
を
も
ち
い
る
の
に
か
な
ら
ず
よ
い
し
な
も
の
を
え
ら
ん

蝿
は
日
本
の
発
明
品
で
な
く
、
中
悩
よ
り
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
脚
本
で

の
製
鍋
は
、
早
く
抑
令
の
職
口
令
に
記
峨
が
あ
る
か
ら
、
舶
峨
品
だ
け
に
依
存

せ
ず
、
自
国
で
造
る
こ
と
も
早
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、

何
分
に
も
中
国
を
師
と
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
製
畿
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

中
国
に
お
け
る
方
法
の
学
習
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
後
期
の
古
梅

園
に
お
い
て
さ
え
、
中
国
の
古
製
墨
法
に
学
び
、
さ
ら
に
よ
り
進
ん
だ
方
法
を

試
み
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
日
本
の
製
墨
史
研
究
の
過
程
に
お
い
て
、

中
風
お
よ
び
日
本
の
製
墨
に
つ
い
て
行
な
っ
た
若
干
の
考
察
を
順
序
不
同
で
櫛

き
と
め
た
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

製
墨
史
考

（
一
一
）

（
｜
）
 

だ
の
は
、
た
だ
う
つ
く
し
さ
を
今
に
ひ
ろ
め
る
ば
か
り
で
は
た
く
、
さ
ら
に
う

つ
く
し
さ
を
後
に
つ
た
え
ん
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
か
み
の
晋
店

の
櫛
や
米
元
の
画
は
み
な
数
百
年
の
あ
い
だ
伝
わ
っ
て
き
て
も
、
墨
の
色
は
楼

の
よ
う
で
、
神
気
は
そ
の
お
か
げ
で
も
と
の
ま
ま
の
こ
っ
て
い
る
。
も
し
鍋
の

わ
る
い
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
も
ち
い
か
た
が
鰹
け
れ
ば
水
に
あ
う
と
に
じ

ん
で
し
ま
う
し
、
も
ち
い
か
た
が
淡
け
れ
ば
扱
只
を
や
り
な
お
す
と
神
気
が
す

っ
か
り
な
く
な
り
、
二
三
年
に
も
な
ら
な
い
う
ち
に
墨
の
色
が
は
や
く
も
あ
せ

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
も
ち
い
る
聖
は
よ
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
商
深
甫
が
『
墨
の
上
手
な
も
ち
い
か
た
は
、
質
は
軽
い
も
の
を
え
ら

び
、
煤
は
滑
ら
か
な
も
の
を
え
ら
び
、
嘆
い
て
も
か
お
り
が
な
く
膳
っ
て
も
音

の
し
な
い
も
の
を
え
ら
ぶ
。
あ
た
ら
し
い
硯
（
古
い
硯
の
誤
り
か
）
に
あ
た
ら
し

い
水
を
そ
そ
ぎ
、
力
を
い
れ
な
い
よ
う
に
し
て
膳
る
。
い
そ
い
で
膳
る
と
熱
く

な
り
、
熱
く
な
る
と
沫
が
で
き
る
の
を
忌
む
。
使
う
は
し
か
ら
膳
る
よ
う
に
し

て
、
勝
っ
た
の
左
な
が
ら
く
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
は
い
け
な
い
。
峡
で
鯉

が
よ
ご
れ
、
膠
で
ど
ろ
ど
ろ
に
な
る
。
使
っ
て
し
ま
っ
た
ら
洗
っ
て
お
く
よ
う

に
こ
こ
ろ
が
け
、
墨
の
稗
を
一
ぱ
い
つ
け
て
お
い
て
は
い
け
な
い
。
な
が
ら
く

貯
蔵
し
て
お
く
と
膠
が
枯
れ
て
、
墨
の
作
用
が
よ
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
い

っ
て
い
る
の
は
、
ま
こ
と
に
塞
墨
三
昧
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
古
今
の
墨
の
つ
く

り
か
た
は
墨
経
、
墨
薔
に
つ
ま
び
ら
か
で
あ
る
」
霊
一
）

奥
谷
道
夫
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